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エピローグ





プロローグ　美少女性悪説




　ドラゴンとかけまして、性格のいい美少女と解きます。

　そのこころは？

　どちらも空想上の生物です。




『じゃあ、ここでなぞかけタイム！　お題はドラゴン！』

　と。

　文通相手である手紙の君からなぞかけを振られて、俺はこんな答えを返事に書いた。

　何が〝じゃあ〟だったのか、今となってはさっぱり思い出せない。

『ドラゴンボール』か『ドラクエ』か、そのあたりが話題に出たのだろうか……？

　あるいは、なんの脈絡もなかった……？

　有力なのは後者だな。勝手気ままな手紙の君のことだ。世界経済からいきなりなぞかけに話を飛ばすくらいは、平然とやってのけるだろう。

　まあ、なんにせよ。そこに至るまでの流れは、さして重要ではない。

　問題はこのあと。手紙の君の感想である。

『謎なぞの説得力で思わず笑っちゃった！　でも、性格のいい美少女だって普通にいるよ！』

　回答がウケたらしいことは単純に嬉うれしかったけど、後半は断じて認めるわけにはいかなかった。実のところこれはボケであると同時に、結構マジでもあったのだ。だから己のアイデンティティにかけて、反論せざるを得なかった。迫害のリスクを負いながらも果か敢かんに地動説を唱となえたかつての学者たちのように、俺は手紙の中で次のような持論を展開した。




　性格のいい美少女なんてものは、地球上のどこにも存在しない。

　これは小中の九年間で導き出した、この世の真理である。

　異論はあると思うが、聞きたくない。

　だって考えてもみろ。仮に外見も中身もパーフェクトな美少女がいたとしても。

　そんな最高の女が、俺なんかを相手にしてくれるわけがないだろう？

　俺みたいな底辺男子には、どのみち高たか嶺ねの花なのだ。

　だったら、美少女はもれなく性しよう悪わるだと思っていた方が精神衛生上よろしい。

　故ゆえに、異論は聞きたくない。




　ちなみに、返事はこうだった。

『爆笑した（笑）　さすがぼっちの第一人者！　もう学会で発表しちゃいなよ！』

　……どうやらネタだと受け取られてしまったらしい。

　こっちは大おお真面目まじめに書いたのだが……。まあ、楽しんでくれたなら結構だけどさ。

　ただ、大事なことなので重ねて言うが、これはネタでもなんでもなくマジなのである。

　その証拠に、入学式。

「三年間はあっという間です。何か目標を持って、有意義な高校生活を送ってください」

　という校長のテンプレ挨拶を受けて、俺はかたく誓ちかったものだ。

　高校では決して、美少女には関わらないようにしよう、と。

　ま、もっとも。わざわざそんな誓いを立てるまでもなく。

　俺と美少女が接点を持つことなんて、あるわけないのだが…………




　──しかし。

　人生とは、とかくままならんものである。

　それから数すうヶか月げつ後。

　二学期の中間テストを無事に切り抜け、十月も終わりが近づいてきたある日。

　放課後の教室で、俺は学校一の美少女と対たい峙じすることになる。

「……えへ、こうして会うのはなんか照れるね」

　そう言って、彼女は少しだけ頬ほおを染め、にっこりと微笑ほほえんだ。

　それは、宇宙に衝撃を与えるほどの可愛かわいさだった。

　これまでやりとりした手紙の数々が、走馬燈のように脳裏をよぎる。

　一体、俺はどこで選択肢を間違えたのだろう…………














　第一章　美少女を見たら詐欺師と思え






　──時間は少しさかのぼり。

　梅つ雨ゆ入り間もない頃の、貴重な晴れの日である。

　その日、子し葉よう高校一年一組の教室はいつにも増してやかましかった。

　原因はクラスの覇は権けんを握にぎるリア充どもだ。グループ全員の部活、バイトの休みが奇跡的に重なったらしい。朝っぱらから大声で、放課後どこへ遊びに行くか話していた。

　……なんで無関係の人間がてめえらの予定を聞かされなきゃならんのだ。

　そう内心で毒づきつつ、俺──織お田だ慶けい人とは机に突っ伏す。昨夜は遅くまで深夜番組を観みていたため、少々寝不足だった。担任が来るまで寝ていよう。

　しかし、そんなささやかな眠りさえ、リア充どもは許してくれない。ここにきてやつらのテンションは最高潮に達し、一際大きな笑いが起こった。俺は若干イラッとしながら頭を起こす。そしてつい、ひとりの女子に視線をやってしまった。

　艶つやめくロングの黒髪。新雪のような肌。澄んだ大きな瞳。スレンダーな肢体。

『清せい楚そ』や『可か憐れん』で画像検索をしたらトップに出てきそうな、正しよう真しん正しよう銘めいの美少女。

　──湊みなと千ち紗さ。

　今日もうんざりするほど可愛かわいい彼女は、爆笑する仲間たちとは裏腹に、どこか乗り切れてない曖あい昧まいな笑みを浮かべていた。

　やっぱりな、と思う。湊みなと千ち紗さは愛想がよく、普段はにこにこと微笑ほほえんでいることが多いのに、こういう風に周囲が沸くと決まって微妙な表情になるのだ。

　理由はたぶん、性格が悪いからだろう。楽しそうな人間を見ると不ふ愉ゆ快かいになるとか、そんな感じ。根拠はないけど個人的な都合で、俺は勝手にそう思っている。

「湊さん！　ここもっと笑うとこだよ！」

　軽薄を擬人化したみたいな茶髪の男子がなんともむかつくトーンで言った。

　俺なら確実にシカトしてるところだが、湊千紗は苦笑しただけできちんと返した。

「……ごめんね。わたし、お笑いとかよくわかんなくて」

　は、どーだか。他の人はそれで納得するかもしれないけど、俺は信じないぞ。

「つーかさ、湊さんもやっぱ行かない？　せっかくの機会だし、たまには一緒に遊ぼうぜ」

「無理に誘さそうなアホ。千紗はあんたと違って色々忙しいのよ」

「そうだアホ。調子に乗んな」

　続けてまくしたてる茶髪を、ギャルっぽい女子と長身の男子がたしなめた。

「ちょ、そんなアホアホ言わなくてもよくね!?」

「は？」「あ？」

「……いや、えーと…………ごめん、湊さん」

　ふたりからガチで睨にらまれ、茶髪は素直に反省の意を示した。

「ううん、こっちこそごめんね」

　湊千紗は申し訳なさそうに手を振った。

　これに関してもやっぱりな、と俺は思う。湊千紗が遊びの誘いを断る、こうした場面は見慣れていた。彼女には、友達付き合い以上に優先している趣味があった。

　お菓子作りである。

　はあ？　美少女の趣味がお菓子作りぃ？　なにそれあざとっ！　アイドルのプロフィールかよ！　……なんて、はじめて聞いたときは思ったものだが、これが結構本気らしい。

　なにしろ放課後は毎日お菓子作りに没頭し、週に一度はクラスメイトに手作りのお菓子を振る舞い味の感想を求め、週末は洋菓子店でバイトをしているとか──

　──って、やべ！　慌あわてて目を逸そらす。

　じっと観察していたせいか、湊千紗と一瞬だけ目が合ってしまった。

　一瞬とはいえその破壊力は絶大だ。いやでも体温と心拍数が上昇してしまう。俺は心のスプリンクラーを作動させた。あいつは性しよう悪わる、性悪、性悪……と心の中で唱となえ、不ふ穏おんな火種を速すみやかに消し去る。並の男ならこの時点で恋という炎を燃え上がらせ、全身大やけどになっているところだ。

　……やはり、『美少女性せい悪あく説』は実に優秀なシステムだな。

　ぶっちゃけてしまえばただの『すっぱいぶどう』でしかないのだが、実際これのおかげで俺の繊せん細さいなハートは傷つかずに済んでいる。唯一の誤算はその副作用でぼっちになってしまったことだ。他の男子どもは予想以上に湊みなと千ち紗さの虜とりこになっていて、湊千紗のことを雑談のネタでさえ避ける俺は、見事にクラスで浮いてしまっていた……。

　でも、後悔はしていない。

　幼い頃からひとりでいることには慣れてるし、下手に群れるよりはずっといい。

　──凡ぼん人じんよりも変人であれ。

　──美少女を見たら詐さ欺ぎ師と思え。

　このふたつが俺の座ざ右ゆうの銘めいである。今後も曲げるつもりは、ない。





　　　　＊






　机の中に見覚えのないピンクの便びん箋せんが入っていた。

　俺がそれに気づいたのは朝のＳＨＲのあと、一時間目がはじまる直前である。

　教科書を出そうとした際に、するりと膝ひざの上に落ちてきたのだ。

　当然ながら俺は真っ先にイタズラを疑った。犯人は誰だ？　さりげなく周囲を見渡す。

　こういう下らないことをするのはリア充だと相場が決まっている……が。

　やつらがこちらを気にかけている様子は一切なかった。先ほどに引き続き、遊びの話で盛り上がっている。……これは、シロだな。どう考えても無む益えきなイタズラより、カラオケビンゴ大会の方が楽しそうだ。俺なんかをからかうほど退屈を持て余してはいまい。

　とはいえ、他に怪しいやつもいなかった。情報が少なすぎて犯人がまったく絞り込めない。こうなると、便箋の中を読んでみないことには進展はなさそうだ。

　無視して廃はい棄きすることも考えたが、さすがにそれはできなかった。

　もしかしたら、ありえないけど、ラブレターかもしれないし……。

　昼休み。俺は便箋をポケットに忍ばせ、人ひと気けのない場所を求め、特別教室がひしめく西棟に向かった。四階、男子トイレの個室に入る。我が校最果ての地だ。この世から人が消えたように静かだった。便座に腰を下ろす。大きく息を吐く。意を決し、便箋を、開く。

「──はあ？」

　あまりに予想外すぎて、思わず声が出てしまった。そこに書かれていたのは愛の告白なんかではもちろんなく、なんと漫才の台本だった。よければ批評してくれとのこと。

　なんだこれは……としばし呆ぼう然ぜんとする。しかし考えてみれば、ラブレターよりはありそうな話だった。なぜなら俺はかなりのお笑い好きだ。誠に遺い憾かんではあるけど、愛の告白よりは、うん、納得できる。できてしまう……。

　ちなみに肝心のネタの出で来きについてだが、これは正直に言って微妙だった。

　まず、設定からして無理があるのだ。なんせ『もし女子高生の間でゴリラがブームになったら？』である。あまりにぶっ飛んでいて、ボケの半分以上が意味不明だった。

　……しかし、まったくセンスがない、というわけでもなかった。

『春ゴリラの新作超可愛かわいい！』とか。

『アイスはやっぱゴリゴリ君でしょ！』とか。

『え、ケータイのプラン、ゴリ放題じゃないの？』とか。

　いくつか「おっ」と思わせる部分もあった。

　だから、最大の問題はツッコミだろう。言葉が無駄に長くてテンポが悪いし、振りも強引でボケを生かし切れてない。挙あげ句くの果てに、ツッコミを放棄して自分もボケはじめる。本人はノリノリで書いたのかもしれないが、これじゃ観客は置いてきぼりだ。

　……でも、これを叩たたき台だいにしてうまいこと直せば、それなりのネタになるか？

　奇き抜ばつすぎるボケをカットして、振りを丁寧にして、キレのあるツッコミにすれば……。

　思わず、どういじれば面白くなるだろうと考え込んでしまった。

　我に返ったのは十分後。

　──って、いやいや、今はネタより他に考えるべきことがあるだろう。

　たとえば、こいつはどうやってぼっちである俺の趣味を知ったんだ？　ということ。

　しかしこれについてはネタのインパクトで見逃していただけで、よく見たら普通に書いてあった。なんでも歴史の小テストから推測したらしい。担当である浅あさ野の先生に、誰が一番大おお喜ぎ利りで点数を稼いでいるか訊たずねたところ、俺の名前が返ってきたのだそうだ。

　……なるほど、そういうことか。俺が一番だってことには軽く驚いたが、ソースがわかってほっとした。無意識にひとりごとを言っていた、とかじゃなくてよかった……。

　浅野先生は二十代後半の美人で、独特のスタイルで授業を進める。中でも変わっているのが毎回行われる小テストだ。内容は普通なんだけど、こんな破は天てん荒こうなルールがある。

「わからなかったら大喜利のつもりで答えること。面白かったらボーナスやるぞ」

　どんな採点方式だよ、と思うだろう。でも、これが意外と理にかなっている。大喜利で得点してもしなくても、本当の答えがなんだか知りたくなるからだ。おかげで答え合わせに楽しさが生まれ、印象に残りやすく、学習効果が高くなるってわけだ。

　……しかし、大喜利での順位とはいえ、いちおうテストの結果だろう。それを本人の了解も得ずに漏らすのはどうなんだよ……。まあ、いいけど。あの先生、好きだし。

　ともあれ。

　イタズラの可能性はかなり減った。だが、署名がなくて判断に困る。

　いくらか悩なやんだ末、ひとまず返事は保留することにした。

　で、翌日。もやもやしたまま登校すると、机の中に新たな手紙が入っていた。ぐだぐだといろんなことが書いてあったが、要約するとこういうことだった。

『返事まだ？　楽しみにしてるから早くちょうだい！』

　……たった一日で催さい促そくかよ。しかもなんでもらえる前提なんだよ。

　ここまで図ずう々ずうしいといっそ腹も立たない。本当に、不思議なほど不快じゃなかった。

　でも、素直に従うのはなんとなく悔しい。もう少し様子を見ることにした。

　するとまた翌日、催促の手紙がきた。無視した。するとまた翌日──…………

　そんな状態が一週間も続いた。さすがに罪悪感を覚えずにはいられなかった。

　観念して、返事を出してみることにした。

　まだ完全にイタズラではないと言い切ることはできなかったが、俺なんかにこれだけ労力を使ってくれたのだ。こいつになら騙だまされてもいいや、と思ってしまった。

　色気もへったくれもないルーズリーフに『イタズラなら即そつ刻こくやめろ』という警告と、『ツッコミがひどすぎ。センスは悪くないからもっとベタを意識しろ』というネタの講評をしたため、教卓の中に投とう函かんした。返事はそうしてくれとの指示があった。

　返事の返事はその翌朝に来た。相手はとても喜んでくれていた。正体は依然として不明だったが、笑顔が目に見えるような筆致だった。誰かにこんなにも喜ばれるのは久しぶりで、不覚にも胸が弾はずんだ。俺はすぐにまた返事を書いた。




　──そして。それから俺たちは校内で文通するようになった。

　話題はお笑いに関することだけでなく、本や映画についてだったり、テスト勉強のことだったり、日常のしょうもないことだったり、やりとりするごとに増えていった。

　小学生でもＳＮＳをやるこのご時世に、実に迂う遠えんでアナログなコミュニケーション。

　それは控ひかえめに言って、超楽しかった。これほど気が合うやつははじめてだった。相手がわからないというのも刺激的でよかった。内容からうちのクラスの女子ってことは察せられたし、その気になれば特定することもできたが、あえてそうしようとは思わなかった。

『こっちだけ一方的に知ってるのは不公平だし、わたしも名乗った方がいい？』

　と言われたときも、『萎なえる可能性が高いので気にしないでください』と断った。

　普通ではないこと。日常の中の非日常。そのシチュエーションが俺の心をくすぐった。

　……とはいえ。長らく文通を続けていれば、心境にも多少の変化が生じてくる。

　直接会って、話がしたい。

　手紙でこれだけなら、リアルタイムでの会話はどれだけ楽しいのだろう……。

　次第に大きくなってくるその気持ちを、俺は必死に押さえこんだ。手紙の俺と現実の俺ではキャラが違う。手紙の俺は、孤高のクリエイター志望を気取っていた。

　将来の夢はテレビの構成作家か、漫画の原作者か、小説家か、ゲームデザイナー。

　漠ばく然ぜんとしているのは、今の段階では広い視野で考えておきたいから。

　友達を作らないのは、インプットに専念したいため。

　たとえ誰でもできることができなくとも、自分にしかできないことがある。

　そういう特別な存在に、俺はなりたい……とかなんとか。

　……クズすぎて死にたい。まるきり嘘うそではないが、見み栄えを張りすぎである。

　特別に憧あこがれるのは凡ぼん庸ようを許きよ容ようできないだけだし、どれだけもっともらしいことを語っていても、ろくにアウトプットをしてない時点で所しよ詮せんただの消費者でしかないのだ。

　クリエイター志望を名乗ることすらおこがましい、クラスでもっとも冴さえないぼっち。

　それが俺、織お田だ慶けい人との正体だ。ギャップ萌もえなんてものは美男美女だけに許された特権である。実際に会って話したら、がっかりされてしまうに決まっていた。

　故ゆえに俺は、彼女とは会わない。

　もし会うとしたら卒業式がいいと思った。もし、そこまで文通を続けることができたら、そのときは──とか、そんなロマンチックなことを考えていたんだけどなぁ……。

　文通開始から夏休みを挟はさんで、およそ四ヶ月。

　十月下旬。徐々に紅葉もみじが色づく季節に、状況は唐突に変わった。

『織お田だくんにぜひともお願いしたいことがあります。会っていただけませんか？』

　おとといの手紙に、いつもより綺き麗れいな字で、そう綴つづられていたのだ。

　軽はずみに言っているわけではないと伝わってきた。

　だからこちらも、誠意ある態度で臨のぞまねばならない。

　幻げん滅めつされるのが怖いという先の理由を正直に打ち明け、丁重にお断りをした。

　……だが、彼女は諦あきらめてくれなかった。思えば、はじめからそうだった。

　彼女はやると決めたことは必ず実行する強い女であり、

　俺はこうと決めたことも容易に翻ひるがえす軟なん弱じやくな男であった。

『幻滅なんて絶対にしないよ！　てか、するならとっくにしてるし！　だって、手紙の織田くんが無駄にかっこつけぇ（笑）なのは十分わかってるもん！　伊だ達てに四ヶ月も文通してないよ！　なめんな！　だからわたしと会え！　このチキチキチキンのぼっち菌！』

　と、無駄にシャレをきかせた罵ば倒とうを浴びせられ、結局、押し切られてしまった。

　いや、俺の名誉のために付け加えると、もちろん会おうと思った最大の理由は彼女への義理立てである。大げさな言い方をすれば、彼女は俺の恩人だった。

　彼女への手紙を書いているときと、彼女からの手紙を読んでいるときだけ、俺の心はすっと軽くなり、嫌なことをすべて忘れていられた。

　俺の渇かわききった高校生活において、彼女との文通だけが唯一の潤いだった。

　そんな彼女のたっての願いである。

　教室では常に底辺という屈くつ辱じよく的な位置でくすぶってはいるが、俺もいちおう男だ。

　やるときゃやる。

　俺は持っている中で一番太いペンを取り、返事にでかでかとこう書いた。




『そこまで言うなら、腹をくくって会ってやるよ！

　……明日の放課後、教室に残っていますので、誰もいなくなったら来てください』





　　　　＊






　────────────────────────────────だが、しかし。

　現在俺は、その決断をとてもとても後悔していた。

「……えへ、こうして会うのはなんか照れるね」

　くくったのは腹じゃなくて首だったかもしれない……。

　窓から差し込む柔らかな西日が、彼女をスポットライトのように照らしている。

　ただでさえ放課後の教室というフィールド効果があるのに、この演出は卑ひ怯きようだ。

　光の中で微笑ほほえむ彼女は、美しさを通り越して神秘的ですらあった。

　そう。待ち合わせに現れたのは最悪なことに、学校一の美少女──湊みなと千ち紗さだった。

「…………え……ちょっと待って……」

　俺は呆ぼう然ぜんと口を開く。ごくりとつばをのみ、怖々と訊たずねる。

「もしかして……まさかとは思うけど…………手紙の相手って、湊さんだったの？」

「そうだよ。びっくりした？」

　真っ赤な舌をちょっとだけ出して、湊千紗はいたずらっぽく笑った。

　それがまた異様に可愛かわいい。俺はしばし呼吸も忘れて見み惚とれてしまった。

　全身が燃えるように熱くなり、心臓はもはや破は裂れつ寸前。

　びっくりした、なんてものじゃない。つまり俺は、クラスでこいつとだけは関わらないと決めていた相手と、ずっと文通していたってわけか？　まじかよ……。

「教室に残ってるのもなんだし、すぐ近くに行きつけの喫茶店があるからそこに行かない？　最高のコーヒーをごちそうするよ」

　湊千紗は南極の氷もとろけるような笑顔で言った。

　平時の俺だったら、にべもなく断っただろう。いくら親愛なる手紙の君とはいえ、相手は天敵の湊千紗。君子危うきに近寄らず。美少女と関わってもろくなことはない。

　だが、このときはあまりに混乱していた。

　彼女の誘さそいに、なぜか俺は乗ってしまった。

　学校を裏門から出て歩くこと数分。閑かん静せいな住宅街の一角に、その喫茶店はあった。

　──いや、てゆーか。

「……ほんとにここ、喫茶店なの？」

　店先で思わず訊ねた。というのも、外観はどう見てもごく普通の民家だったからだ。

　なにこれ。『喫茶３１０』の看板より、『佐さ藤とう』という表札の方がでかいじゃん……。

　まさか、俺を陥おとしいれる罠わなじゃないだろうな？

「ふふっ、知る人ぞ知る名店だよ」

　悩なやむ俺を尻目に、湊千紗は本当に中に入っていった。

　いくらか躊ちゆう躇ちよして、仕方なく俺も続く。うわ、普通に玄関だよ……。

「あ、土足でいいから」

　反射的に靴を脱ごうとした俺に、湊千紗は言った。

「……い、いいの？」

「だって喫茶店だもん」

　そう言われても喫茶店に見えないから脱ごうとしたんだけど。

　まあでも、そういうことならと靴のまま上がる。なんだか微妙に罪悪感……。

「ふふ、驚くよ」

　湊みなと千ち紗さは予告をして、玄関のすぐ左手にあるドアを開けた。

　──おおっ！　たしかに驚いた。

　通常の一戸建てならここはたぶん、リビングとキッチンにあたるスペースだろう。

　それがまさしく完璧に、喫茶店の内装になっていた。

　重じゆう厚こう感と温かみが同居したテーブルや椅子。美術品のような間接照明。洋書が整然と並ぶ本棚。小さく流れるジャズ。コーヒー豆の豊かな香り。お洒落しやれ、とは安あん易いに言いたくなかった。そんな次元じゃない。この空間はこだわりの果てに生まれたのだ。

　すげえ。こんな店がこんなところにあったのか。

　ただ、俺たちの他に客はいないっぽいけれど……。

「どう？　すごいでしょ」

　感嘆している俺に、湊千紗は得意げに胸を張った。

　そこに、低音で実にいい声のツッコミが入る。

「なんでお前が偉えらそうなんだ」

　アカデミー助演男優賞の受賞歴でもありそうなオーラを放つ、エプロン姿の男性がカウンターの向こうに立っていた。還暦は過ぎているだろうが、少しも老いを感じさせない。若々しさと貫かん禄ろくを併せ持つ、この店のマスターに相応ふさわしいダンディなお方だった。

「客に向かってお前はないでしょ、お前は」

　湊千紗がむっとして反論する。マスターは目を瞬またたかせた。

「なんだと、お前客だったのか？」

「だからお前って言うな」

「客っていうのは利益を上げてくれる人のことを言うんだが」

「上げさせてあげるよ。ブレンドふたつ」

「ブレンドは時価だ」

「今日はいくら？」

「一杯千円だな」

「ぅ……」と湊千紗は言葉に詰まった。

　俺もひそかにびびる。高校生の財布事情ではなかなか厳しい金額だ。湊千紗はごちそうしてくれると言ったけど、それを鵜う呑のみにするほど俺はのんきではない。

「うぅ、じゃあ、学割きく？」

「映画館じゃねえんだぞ」

　無む茶ちや苦く茶ちやな交渉をはじめた湊千紗に、マスターは嘆たん息そくする。

「いいでしょ。若い世代にコーヒーのおいしさを伝えるためと思ってよ」

「……なら、五百円にしてやる」

　マスターの恩情でなんといきなり半額になった。それでも安くはないけどたぶん相当いい豆なんだろうし、この空間そのものも考慮すればかなりリーズナブルと言えるだろう。

　にもかかわらず、湊千紗はにっこり笑って、なおも値切りにかかった。

「百円がいいなっ」

　……臆おく面めんがないにもほどがある。百円とか、缶コーヒーより安いじゃねえか。

　傍そばで聞いていて、マスターがキレるんじゃないかとハラハラした。

「……やっぱりお前は客じゃないな」

　幸い、マスターは呆あきれてはいても怒った様子はなかった。

「わ、わかったよ！　五百円で妥だ協きようしてあげる！」

　不満げに言い放ち、湊みなと千ち紗さは渋々といった感じでテーブルについた。

　値下げしてもらっておいて妥協とか、なんでそんなに偉えらそうなんだよ……。

　これが本当にあの湊千紗か？　ギャップが凄すさまじすぎて、現実を疑いたくなる。教室では声を荒げてるところなんて一度も見たことないぞ。どんだけ猫をかぶってたんだ。

　……やはり、美少女ってのはろくなもんじゃないな。改めてそう思う。

　しかし、その高慢な態度にどこかほっとしている自分もいた。

　この強引だけど、なぜか相手を不快にさせない不思議な感じ。ようやく確信した。手紙の君は間違いなく、湊千紗だったのだ。……ほんの少しだけ、緊張が和らいだ。

　マスターは黙って作業をはじめてくれた。ブレンドふたつ、本当に淹いれてくれるらしい。

「織お田だくんも座んなよ」

「あ、うん」

　湊千紗に勧められて、向かいの席に腰を下ろした。すると当然、彼女と見つめ合う形になる。俺はどきりとして目を逸そらした。……くそ、ほんと無駄に可愛かわいいな。

　ゆるみかけた気持ちを再び引き締しめる。勘違いするな。身の程をわきまえろ。たしかに俺はこいつと四ヶ月も文通をした。気が合うこともわかっている。だがそれはそれ。湊千紗が高たか嶺ねの花だってことには変わりない。俺みたいなザコが近づいたって、養分にされるのがオチだ。金や時間や労力を貢みつがせ、こいつらは美しい花を咲かせるのだ……。

　逸らした視線をとりあえずインテリアにさまよわせ、

「よくこんなお店知ってるね」と訊たずねた。

　本題に入る前にどうでもいいことを話して、心に余裕を持たせたかった。

「あの態度でかい渋かっこいいマスター、元パティシエでお母さんの師匠だったの」

　罵ば倒とうと賛辞を混ぜながら湊千紗は答えてくれた。

「……パティシエって、お菓子職人のパティシエ？」

　マスターのハードボイルドな雰ふん囲い気きとケーキという組み合わせがピンと来なくて、思わず確認してしまう。湊千紗は目をぱちくりとさせた。

「お菓子職人以外のパティシエなんてあるの？」

「……ないと思う」

　今のは我ながらアホな質問だった。人を見かけで判断してはいけない。

　ただし美少女は悪。これは絶対。

「マスターは引退するまで数々の一流ホテルから引っ張りだこだったらしいよ」

「へえ」

「今はただのコーヒーバカだけど」

　……おいこら美少女、口のきき方には気をつけろ。マスター、思い切りこっちを睨にらんでるぞ。マフィアのボスみたいな迫力で、めちゃくちゃこえぇ……。

「にしても、なんで内装はこんなすごいのに、外観は普通の民家なの？」

　湊みなと千ち紗さがこれ以上失礼なことを言う前に、俺は話を切り替えた。

「目立ちたくないんだって」

　……いや、それはお店としてどうなんだ。隠れ家的な飲食店はちょくちょくテレビで紹介されたりしてるけど──その時点で隠れてないけど──これはちょっと尋じん常じようじゃない。

「それに実際、民家でもあるしね。マスターは二階で生活してるんだよ」

「……絶対、赤字だよね？」声をひそめて言った。

「そうだね。でも、マスターも趣味でやってるからいいんだって」

　豪ごう快かいな趣味だなぁ。これが道楽ってやつだろうか。

「だから、お客も選ぶんだよ。マスターのお眼鏡にかなわないと入店できないんだから」

　……その論理だとなぜこいつは追い出されないんだろう？　やはり弟子の娘だからだろうか。そう考えると、マスターは怖そうに見えて実は優しい人なのかもしれない。

「ありがとね」

　会話が途と切ぎれたところで、湊千紗がぺこりと頭を下げてきた。御お髪ぐしがさらりと揺れる。

「な、なにが……？」

　俺の心はもっと揺れる。本気で何についての礼だかわからなかった。

「んー、いろいろかな？」

　湊千紗はくすりとして、夏休みの小学生のような無邪気さで語る。

「まず、これまでわたしと文通してくれたこと。いつも丁寧に書いてくれてありがとう。最初はね、『わたしより大おお喜ぎ利りの点数が高い、織お田だ慶けい人とってなにもの？』っていう好奇心を満たせればそれでよかったんだけど、すぐに夢中になっちゃった。いやー、ほんともう楽しくてしょうがなかったよ」

　そこでいったん言葉を句切り、湊千紗は気持ち背筋を伸ばす。

「それともちろん、今日こうして会ってくれたこと。わたしのわがままに付き合ってくれてありがとう。……ほんとに、本当にすごい嬉うれしいよ」

「──っ！」

　その屈託のない笑顔は、俺の心の壁に大きな亀裂を生じさせた。

　──てか、まじで普段とキャラが違いすぎるだろ!?

　教室ではお淑しとやかで大人っぽいのに、今はむしろ幼く感じられた。問題なのはこっちの方が自然体で親しみやすく、より可愛かわいいってことだ。勘かん弁べんしてくれ。清純派でお笑い好きとか、俺の理想にもほどがある……。

　──いいや、だまされるな。こいつが俺の理想なわけがない。美少女は例外なく性しよう悪わるなのだ。心を許したらボロ雑巾のように使い捨てられるに決まってる……。

「……もしかして、会ったこと後悔してる？」

　俺が黙っていると、湊みなと千ち紗さがやや不安そうに訊たずねてきた。

　うん、すげえしてる。と、ここで正直に言えるほど俺は無神経じゃなかった。

「……え、なんで？」

　はぐらかしの常じよう套とう手しゆ段だん。質問に質問返し。

「だって、なんかあんまり楽しそうじゃないから……。もっと手紙の時みたいに饒じよう舌ぜつになってくれていいんだよ？」

「……あれは、だから手紙の中だけのキャラだよ」

「それはわかってるけどさ。でも、もうちょっとリラックスして欲しいな。そんな警戒してないで、軽快なトークをしようよ」

「…………」

「ちょ、そんな嫌そうな顔しないで！　せっかくわたしがうまいこと言ったんだから、華麗にツッコんでよ！」

「……いやごめん。ちょっと戸惑いが大きすぎて、そのノリにはついていけない」

「戸惑い？　何に？」

「……湊さんのキャラが普段と違いすぎることとか」

「え、そう？」

「どう見てもそうでしょ」

「えー、そうかなー？　たとえばどこが違う？」

「……まずそのテンション。教室ではそんなはしゃいだりしないだろ」

「あー、それはそうだね。自重してるから」

　……自重、ね。そう言うと聞こえはいいが、俺には本性を隠して純情な男子たちを欺あざむいているようにしか思えない。ので、そのあたりを衝ついてみる。

「どうして自重する必要があるのさ？」

「ふふっ、どうしてだと思う？」

「男子たちを騙だまして金品を貢みつがせるため」

「あははっ！　即答とはさすが織お田だくん。大おお喜ぎ利りの名手だけあるね」

　……いや、別に大喜利のつもりで答えてない。名手でもないし。ただ他の人より笑いのパターンを知ってるだけだ。センスだけで言うなら、湊千紗の方がたぶん上だろう。

　しかし、それを伝えるのもシャクだし面倒なので、

「それで、正解はなんなの？」

　単刀直入に訊ねた。湊千紗もあっさり答えてくれる。

「お笑い好きをアピールすると、ちょっとあれな男子が寄ってくるから、かな」

「あれ？」

「なんかあるとすぐ『噛かんだ』とか『オチは？』とか『すべった』とか『からの～？』とか言ってくる、お笑いを変に勘違いしてるやつ」

「…………あー」

　うん、それはすげーよくわかる。おそらくそいつらは湊みなと千ち紗さの気を引きたくて張り切っていたのだろうが、中途半端な自称お笑い好きほど鬱うつ陶とうしいものはない。

「中学の時にそれを学んだから、高校ではおとなしくしてようって思ったんだ」

「ふうん」

　そういう事情か。今さっきの湊千紗もその手のやつに限りなく近かったけどな、と思いつつもいちおう納得してしまった。

「ブレンドできたぞ」

　そこでマスターから声がかかる。

　高級そうなカップがふたつ、カウンターの上に置かれていた。

「ちょっと、ここまで持ってきてよ」

「五百円には接客料が含まれてないんだよ」

　湊千紗の抗議を軽くあしらい、マスターは俺を見た、というか睨にらんだ。

「小僧、取りに来い」

「へ？　あ、はいっ」

　まさか嫌とは言えまい。慌あわてて立ち上がりカウンターまで歩いて、ふたつのカップを手に取る。その際、マスターが小声で話しかけてきた。

「お前は、千紗のなんなんだ？」

「……く、クラスメイトですけど」

　唐突な問いかけに、俺はふるえながら答えた。

「そうか。まあ、どうでもいいが……」

　マスターのバリトンボイスがシャレにならない殺気を帯おびる。

「泣かせたら殺す」

「そ、そんなことしません」ぶんぶんと首を横に振る。

「あと、この会話をしゃべったら殺す」

「わ、わかりました」ぶんぶんと首を縦に振る。

　それで満足したのか、マスターはそっぽを向いた。もう行けということらしい。

　──な、なんというツンデレ。

　実はいい人なんじゃないかとは思ってたけど、そんなレベルじゃなかった……。弟子の娘だからってだけじゃなく、単純にマスターにとって湊千紗は大切な存在のようだ。

　俺は大きく吐息して、湊千紗がいるテーブルに戻った。

「ありがと。なに話してたの？」

　カップを受け取って、湊千紗が興味深そうに訊たずねてきた。

「……大したことじゃないよ」

　もちろん答えられないので誤ご魔ま化かした。

「あ、意地悪言われた？」

「いや、全然。そんなんじゃないよ」

「ならいいけど。あのダンディ口悪いからね。わたしにも平気でひどいこと言うし」

「…………」

　でも、すごい愛されてるよ。そう伝えてやりたかったが、命が惜しいので黙っていた。

「でも、誤解しないでね。あんなんだけど、ほんとはすごいいい人だから」

　湊みなと千ち紗さは微苦笑を浮かべてそう言った。──なんだ、わかってるじゃないか。

　そりゃそうか。会話の気軽さから察するに相当長い付き合いみたいだし。お互い口ではあれこれ言っても、心の底では通じ合っているのだろう。

「そうだと思う」俺は素直にうなずいた。

「じゃ、そのマスター渾こん身しんの一杯をいただきますか」

　湊千紗はにっこり微笑ほほえみ、コーヒーに口をつけた。

「にが……。ねえマスター、ミルクとお砂糖ちょーだい」

「ふざけんな！　だったら最初からココアにでもしておけ！」

「なにそれ！　客の注文にケチつけないでよ！」

「ブラックで飲めねえやつは客じゃねえ！」

「はあ!?」

　…………やっぱ通じ合ってないかも。俺は嘆たん息そくして、自分のコーヒーを飲んだ。

　──うわ、めちゃくちゃうめえっ！

　これまで飲んだどのコーヒーよりも深い苦みがあるのに、これまで飲んだどのコーヒーよりもすっきりとした後味だ。なにこれ、俺が今まで飲んでたやつはなんだったの？

　そして湊千紗、たしかにこれにミルクと砂糖はありえない。

　……まあ、黙っていたけどね。どちらの味方をしても損するのは俺な気がするし。

　数分後、折れたマスターが湊千紗に牛乳と砂糖を渡して、ふたりの口論は決着した。

「えーと、じゃあ話を戻すけど」

　極上のブラックを甘々のカフェオレにして、湊千紗が言った。

「わたしがボケで、織お田だくんがツッコミでいいかな？」

「……なんの話？」

「わたしと織田くんがコンビを組むことについてだけど」

「いや、そんな話はしてないよね？」

「あれ？　そうだっけ？」

　……そうだっけじゃねえよ。

　俺が睨にらむと、「ごめんごめん、冗談だよ」と湊千紗は苦笑した。

「えーと、じゃあ、今からその話ね。というか、これがわたしの本題なんだ」

　湊千紗は真面目まじめな口調で言う。

「実はわたし、Ｐ１で漫才をやりたいの」

「ぴーわん？」

「うちの文化祭で毎年やってるパフォーマンス大会だよ」

　湊みなと千ち紗さに教えてもらう。ざっくりまとめると、こういうことらしい。





・文化祭のメインイベント。通称Ｐ１。

・体育館のステージ上で、制限時間内（五分）で何か一芸を披ひ露ろうする。

・基本的に何をやってもいいし、子し葉よう高校の生徒であれば何人で参加してもいい。

・ただし体育館を著いちじるしく汚すもの、危険なもの、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するものはＮＧ。

・もっとも会場を盛り上げた組が優勝。

・優勝賞品はなぜかおこめ券。






「ちなみに去年の優勝者は吹奏楽部」と湊千紗は補足した。

　老ろう若にやく男なん女によ誰でも理解できる音楽系が、毎年上位にくる傾向らしい。

「なんで去年のことも知ってるの？」

「受験生として、見学もかねて遊びに来てたんだよ。それで、わたしも子葉に入ったら出たいと思ってたんだ」

　なるほど。やけに詳しいのはそういうことか。

「というわけで、織お田だくん」

　湊千紗がまっすぐ俺を見つめた。……やべえ、嫌な予感しかしない。

「わたしの相方になってください！」

　どこぞのお見合いバラエティみたいに右手を差し出されてしまった。小さくて細くて綺き麗れいな手。思わず握にぎりたくなるのをぐっとこらえて、俺はきっぱりと告げる。

「ごめんなさい」

「…………？」

　湊千紗ははじめて首輪をつけられた子犬のようにきょとんとして、

「──えええええっ!?」

　驚きよう愕がくの悲鳴をあげた。どうやら断られるとは微み塵じんも思ってなかったようだ。

「な、なにゆえっ!?」

「いや、何なに故ゆえとか言われても……ふつーに嫌だから」

「え、ちょっ、うそでしょ？　手紙ではあんなに親身にアドバイスくれたじゃん！」

「……あれは、相手が湊さんだって知らなかったから」

「なにそれ、ひどい!?」

　湊千紗の瞳にじわりと涙が浮かんだ。

「織田くん、わたしのこと嫌いだったの……？」

「……っ!?」

　──うわあああああああああああああっ、やばいやばいやばいっ！

　心の中で絶叫する。涙はまずい。それは反則だろ。もう無条件でなんでもしてやりたくなっちまう。てか、そもそも泣かれたらマスターに殺される！

「き、嫌いなわしゃにゃいじゃろ！」

　慌あわててフォローしようとして全力で噛かみ倒した。気にせず続ける。

「湊みなとさんを嫌いなやつなんていないよ！　だから頼む、泣くのは勘かん弁べんしてくれ！」

「──な、泣いてないしっ！」

　湊千ち紗さはかあっと頬ほおを紅潮させて、両手で目元をぬぐい、バレバレの見み栄えを張った。

「いや、どう見てもうるうるじゃん」

　流してやればいいのだが、お笑い好きの性さがでついついツッコんでしまう。

「こ、これは演技だし！　織お田だくんを同情させる作戦だし！」

「……そうか、だとしたら失敗だな」

　俺は胸をなで下ろす。ガチで泣き落としで来られたら、もう完全にお手上げだった。

「てか、ほんとになんでダメなの？」

　照れ隠しなのか、やけにツンツンとした口調である。

「そりゃ無理にとは言わないけど、わたしも本気なんだよ？　理由くらいは教えてもらえないと諦あきらめられないよ」

　……まあ、そうだよな。だからこうして会っているのだ。ただ嫌というだけじゃ、引き下がってくれないだろう。……ならば、率直に最大の理由を述べるまでだ。













「手紙で何度か言ってるだろ？　俺は、美少女とは関わりたくないんだよ」

「え？　あれってネタじゃなかったの？」

「ちげえよっ！」

　……やっぱり勘違いしていたか。

「…………えーと、ごめん」

　湊みなと千ち紗さは理解しがたいとばかりに、こめかみに手をやる。

「まじで？」「まじだ」

　本気度を伝えるために、食い気味に返してやった。

「はー、まさか美少女を嫌う男子がいるとはねー」

　……なんだその珍獣でも見るような目は。まあ、信じてくれたならいいけどさ。

「でも織お田だくん。それって別に断る理由にならなくない？」

　湊千紗はいぶかしげに眉まゆをひそめた。

「なんでだよ」

　これが理由にならないなら、猫アレルギーだって猫を飼うわ。

　だが、湊千紗は俺を説得するための方便ではなく、本気でそう思っているらしい。

　この女はこともあろうに、こうお抜かしになられやがった。

「だってわたし、美少女じゃないじゃん？」

「──はあっ!?」

　いくらなんでもそれはない。ふざけんな。ここでそんなボケはいらん。

「なに言ってんの？」

「なにって？」

「いや湊さん、鏡見たことないの？」

「失敬な。毎日見てるよ」

「じゃあ、視力が残念なの？　それとも美的感覚が平安なの？」

「視力は両目ともに一・○以上あるし、感覚もたぶん現代的だよ」

「じゃあ、どうして自分が美少女じゃないなんて言うんだよ」

　俺が苛いら立だちを隠さずに言うと、湊千紗は目を丸くして自分を指さした。

「え、わたし、美少女なの？」

　──まじか、こいつ……ボケじゃないのか……。

「そうだよ！　どっからどう見ても美少女だろ！」

　思わず前のめりになってツッコんでしまう。

「……あ、ありがと」

　湊千紗は頬ほおを染めてもじもじとうつむいた。

　──なにその凶悪に可愛かわいい仕草……!?

　やめてくれ。そこで照れるな。別に褒ほめようと思って言ったんじゃない。

「うーん、そっかー、わたし美少女かぁ……」

　湊みなと千ち紗さは腕を組んで、悩なやましげに思案する。そんなポーズがまた絵になる。世の芸術家たちに紹介したい。ここに最高のモチーフがありますよ、と。

「──よし。じゃあ、こうしよう」

　なにやら思いついたらしく、湊千紗は腕組みを解ほどいてカウンターの方を向いた。

「マスター、ちょっとハサミ貸してくれない？」

「……何に使うんだ？」

　グラスを磨みがいていたマスターは顔を上げて、怪け訝げんそうに訊たずねた。

「髪を切るの」

　湊千紗はこともなげに言った。

「髪型を残念にして、美少女じゃなくなるのよ」

「──ちょっ!?　待て待て待てっ！」

　慌あわてたなんてもんじゃない。心臓が口から飛び出るかと思った。

「ん？」

「ん、じゃねえよ！　なに考えてんだ!?　髪は女の命だろ！」

　生まれてはじめて、女子に向かって本気で怒ど鳴なってしまった。

　湊千紗はむぅと反抗的な目つきになる。

「……織お田だくんと漫才やりたいんだからしょうがないじゃん」

「どんだけだよ!?」

　信じられない！　重すぎる！　美少女とは関係なく、そんなやつとは組みたくないわ！

「……馬鹿言うな」

　マスターも一言で斬きり捨てて作業に戻った。俺はほっと息を吐き、おもちゃを雑に扱う幼児に言い聞かせるような気持ちで注意する。

「せっかくそんな綺き麗れいな髪なんだから、大事にしなよ……」

「え……あ、その……ありがと」

　湊千紗は頬ほおを染めてもじもじとうつむいた（二分ぶり二回目）。

　……だから褒ほめてるわけじゃねえ。いちいち照れるな。

　笑顔、泣き顔、照れ顔。これらは女子の三大武器だ。俺たちが今しているのは話し合いである。話し合いは非武装でやっていただきたい。

　あとこれは口には出さないけど、どんな髪型にしたって湊千紗は変わらず美少女だろう。湊千紗は本物だ。髪型で誤ご魔ま化かしてる雰ふん囲い気きイケメン・美人とは違う。

　なんにせよ、まじで髪を切られたらたまったもんじゃない。別の理由を考えよう。

　だが、これが意外に難しい。おそらく目立ちたくないとか、人前で漫才をする度ど胸きようなんてないとか、そういった俺のメンタル的な問題じゃ、この強情な女を納得させることはできないだろう。もっと違う方向性で攻めなければ。となると、そうだな…………よし。

　どうしようもない現実ってやつを突きつけてやろう。

「てゆーか根本的に、俺と湊さんじゃコンビとして成立しないよ」

「……どういうこと？」

　小首を傾かしげる湊みなと千ち紗さに、俺は淡々と告げる。

「俺と湊さんじゃ、格差がありすぎる」

「格差？」

「たとえば、お姫様と奴ど隷れいがいきなり漫才をやったとして、家臣たちが笑うと思う？」

「……それは、ネタの出で来き次第じゃない？」

「いいや、答えは確実にＮＯだ。戸惑いが大きすぎて笑いとかそれどころじゃない」

　笑いにおいてもっとも重要なのは心の余裕である。さっきの俺もそうだったけど、混乱している人を笑わせるのは不可能に近い。

「……うーん、まあ、言ってることはわかるけどさ」

　しかし、湊千紗はあまりピンときてないようだった。

「いくらなんでもたとえが飛ひ躍やくしすぎでしょ。姫と奴隷って。クラスメイトじゃん」

「……それは、湊さんがトップの人間だからそう思うんだよ。実際、まじでそれくらいの差はあるから」

「そんなことないって。織お田だくんの自虐ネタは嫌いじゃないけどさ、卑屈なのはよくないと思うよ？」

「いや、ネタとか卑屈とかじゃなくて厳然たる事実だよ。俺と湊さんの漫才じゃ絶対すべる。それどころか下手したら俺、男子たちの嫉妬にあっていじめられる」

「いやいや、大丈夫だって。我が校にいじめはありません。心配しすぎ」

「いやいやいや、湊さんは湊ファンの恐ろしさを知らないでしょ」

「いやいやいやいや、残念ながらわたしにファンなんていませんー」

「いやいやいやいやいや、腐るほどいるわ」

「いやいやいやいやいやいや、百歩譲っていたとしてもみんな品行方正ですー」

「いやいやいやいやいやいやいや────」

「いやいやいやいやいやいやいやいや────」

　……いくら俺が真剣に説いても、湊千紗はそれを断るための言い訳としか思ってくれず、一向に取り合ってくれなかった。

　話は平行線のまま時間だけが過ぎ去り、日が暮れる。

　結局、「今日はそこらへんにしておけ」とマスターから告げられてしまい、決着がつかないままお開きとなった。ちなみに、湊千紗がおごってくれることになっていたコーヒー代はマスターがタダにしてくれた。初回サービスだそうだ。マスターまじツンデレ。

　──め、めちゃくちゃ疲れた……。

　店を出て湊千紗と別れると、俺は盛大にため息をついた。なんというか、神経を物理で殴なぐられ続けたような感じ。気力をすべて使い果たしていた。まあ、こんなに長々と会話したのは久しぶりだし、相手が湊千紗となればそれも当然か……。

　だが、いくら疲れていたとしても、最低限言っておかねばならないことがあった。

　俺はひとつ、大事なことを忘れていた。





　　　　＊






　翌日。朝のＳＨＲ前のけだるい時間である。

　普段なら寝たふりか、ケータイをテキトーにいじっているか、本を読んでいるか、そんな風に過ごしているのだけど。この日は、あまりにいつもと違うことが起こった。

「おはよう、織お田だくん。昨日はありがとね」

「────っ!?」

　愕がく然ぜんとしたのは俺だけじゃなかったはずだ。

　確認する余裕はなかったけど、その場にいた全員が目を丸くしていただろう。

　なにしろ誰も気に留とめない無価値な雑草である俺に、誰もが気にかける高たか嶺ねの花の湊みなと千ち紗さがにこやかに挨拶をしたのだ。しかもなんだか意味深に。これはもはや事件だった。

「ん、どうしたの？」

　──いや、どうしたのじゃねえよ！　察せよ！

　さりげなく周囲を窺うかがうと、みんなこちらに注目していた。女子は疑問、男子は嫉妬。

　視線にこめられた苛か烈れつな感情が渦うず巻き、平和な教室が瞬またたく間まに殺伐とした空気になる。

　……やばい。どうしよう。どうすればいいんだ？　どう対応するのが正解なんだ？　わからん。処理の限界を超えている。フリーズ寸前。ほとんど本能で席を立つ。この窮地を脱する、もっともシンプルな手段を取った。

「あっ」という湊千紗の声を置き去りにして、俺はその場から逃亡した。

　教室を飛び出し、廊下でたむろっていた同級生たちの間をすり抜け、一目散に男子トイレに駆かけ込んだ。個室に入り、カギをかける。

「──はあっ、はあっ、はあっ……くそっ……」

　全力疾走で乱れた呼吸を整えながら、俺は自分の失態を呪った。

　──教室では絶対に話しかけないでくれ。

　昨日の段階で、湊千紗にそう頼んでおくべきだった。凡ぼんミスにもほどがある。あの女の天然具合は十分わかっていたはずなのに……。やっちまった……。最悪だ……。

　…………手紙の君には、情けない姿を見られたくなかったな。

　この期に及んでこんなことを考えてしまう自分の女々しさに、軽く死にたくなった。




　だが、落ち込んでばかりもいられない。

　子し葉よう高校の男子生徒の間には、湊千紗に関して暗黙の了解がある。

　曰いわく、抜け駆け禁止。いかなる事情があろうとも、彼女に迷惑をかけてはならない。煩ぼん悩のうを一切捨てた清せい廉れん潔けつ白ぱくな人間のみが、彼女にアプローチすることを許される。破ったやつは死刑……とかなんとか。さすがに死刑は嘘うそにしても、しかし、湊千紗のファンの中に過激派がいるのは──本人は認めなかったけど──事実である。

　だからもし、そんなやつらに先ほどのことを問とい糾ただされてもいいように、何か言い訳を考えておく必要があった。むろん何事もなければ、それが一番なんだけど……。

　──やはり人生、そう甘くはない。

　朝のＳＨＲをすっ飛ばし、一時間目開始のチャイムで教室に戻り、針のむしろを五十分たっぷりと体感して、授業が終わると同時に、俺は捕まった。

「織お田だくん、ちょっといいか？」

　ぽんと肩を叩たたかれて、そのまま体育館裏までご同行願われた。おとなしく従った。相手は五人。抵抗するだけ無駄だと思った。

「それじゃ、どういうことか説明してくれるか？」

　体育館の壁を背にして、五人に囲まれた状態で尋じん問もんがはじまった。

「な、なんのこと……？」

　まずはダメ元でとぼけてみる。

「湊みなとさんのことに決まってるだろ。織田くん、休み時間は十分しかねえんだ。つまんねえ会話はなしにしようぜ」

　五人の中心に立つ男子が言った。口調は穏やかだけど、目はまったく笑っていない。

　深ふか川がわ雅まさ樹き。長身、イケメン、さらに一年にしてバスケ部のエースという、絵に描いたようなリア充様だ。つまり俺とは正反対。悪いやつではないと思うが、友達には絶対なれそうもないタイプである。

「……み、湊さんに直接訊きけばいいんじゃないの？」

　これははぐらかしたかったというより、探りを入れるための質問だった。俺がトイレにこもっている間、あの女がどう動いたのか知らないと迂う闊かつなことは言えない。

「訊いたけど、『なんでもないから気にしないで』としか話してもらえなかったんだよ」

　……そうか。いちおう最低限の空気は読んでくれたようだ。では便びん乗じようさせてもらおう。

「そ、そう！　別になんでもないんだよ。あれは手違いみたいなもんだから忘れてくれ」

「いや、そうもいかない。念のため織田くんからも話を聞いておかないと、気になってみんな授業に集中できない」

　……そんなん知るかよ。

「うちのクラスの成績のためにも、織田くんには話す義務がある」

「…………わかった。話すよ」

　黙秘権を行使したところで得はない。尋問が拷ごう問もんになる前に、俺は口を割った。

「湊さんが鍵を落としたみたいだったから、捜すのを手伝ってあげた。それだけだよ」

　もちろん嘘うそである。トイレの中で必死に考えたものだった。いくら抜け駆がけ禁止といえど、困っているところを助けただけで責められる道理はない。湊千ち紗さが何も言っていないなら、これで通じるだろう。……嘘がバレたら怖いけど、そんときはそんときだ。

「鍵って何の？」取り巻きＡが言った。

「さあ？　そこまでは聞いてない。結局すぐ湊みなとさんが自分で見つけたから、現物も見てないし」

「本当か？」取り巻きＢ。「嘘うそだったら沈めんぞ」取り巻きＣ。

「……本当だよ」

　わかりやすい脅おどしに若干気け圧おされながらも、俺はあくまでしらを切った。

「それじゃ、なんでさっきは逃げたんだ？」

　さすがというか、深ふか川がわの指摘は他よりも鋭かった。だが、この質問は想定済みだ。

「……恐れ多かったからだよ。別に大したことしてないのにありがとうなんて、俺にはもったいなさすぎて、つい……」

「なるほど。それは一理あるな」深川はうなずいた。

「たしかに」「そうだな」「わかる」他のやつらも納得したご様子だ。

　──バカじゃねーの？

　思わずツッコミそうになるが、なんとかこらえて愛想笑いを浮かべた。

「よし、わかった。少々無礼なところもあったが、今回は不問に処しよす」

　……不問に処すて。高校生が使う言葉かよ。ほんと、リア充様はいちいち上から目線だな。まあ、実際に上だからいいんだけど。それに、思ったより理性的な対応でほっとした。

　話が穏おん便びんにまとまったところで、俺はあえてこんな質問をした。

「ちなみに、もしこれをきっかけに俺が湊さんと仲良くなったりしたら、どうする？」

「は？　そんなこと考えてんのか？」

　深川の目が吊つり上あがる。うわ、こえぇ……。思わず腰が引ける。

　でも、喫茶３１０のマスターに比べれば、耐えられないことはない。

「……い、いや、もしだよもし。現実にはありえないからこそ、もしそうなったらどうなるかな？　っていう興味本位の質問」

「……そうだな、もしそうなったら」深川は端的に言った。「ぶっ飛ばす」

「わかりました。ありがとうございます」

　嫌いや味みでも皮肉でもなく、俺は深川に感謝した。言げん質ちを取った。

　──断る理由が、できた。

「……まじで湊さんに手を出したら、ただじゃおかねえからな」

　最後にそう凄すごまれて、俺は釈しやく放ほうされた。

　長く重たい息を吐き、伸びをしながら天を仰ぐ。抜けるような青空が広がっていた。





　　　　＊






　そんなこんなで、なんとか無事に放課後を迎むかえることができた。

　が、波は瀾らんの一日はまだ続く。

　最後の授業であった体育を終えて教室に戻ると、机の中に謎なぞのメモが入れられていた。

『放課後はコーヒーに限る。ただしブラックとは限らない』

　なんのイタズラだよ？　と不審に思ったけど、すぐに犯人に見当がついた。むろん、ブラックコーヒーが飲めない湊みなと千ち紗さである。つまりこれは呼び出しのメッセージだろう。

　……気づかなかったことにしようか、悩なやむ。

　しかし、今日スルーしたところで別の日にアプローチされるだけだろう。だったら早いうちにきっちり話をつけておいた方がいい。また今朝みたいなことがあっても困るし、深ふか川がわたちについた嘘うその口裏を合わせておく必要もある。

　…………はぁ、行くしかねえか。

　非常に気は進まなかったが、俺は二日連続で喫茶３１０の敷居を跨またいだ。

「ふふふ、よくぞここまで辿り着いた」

　店内に入ると、空のティーカップをさながらワイングラスのように持った湊千紗に、魔王的なセリフで出で迎むかえられた。

「……おい小僧、こいつをなんとかしてくれ」

　マスターがげんなりとして言った。すでに一ひと悶もん着ちやくあったみたいだ。せっかく理想の喫茶店を作ったのに、女子高生に好き放題されるとか同情するしかない。

「……なんとかできる自信はありませんが、ブレンドをもらえますか？」

「ああ、今日は特別に百円でいい」

「本当ですか？　ありがとうございます」

　またあのコーヒーが、それも百円で飲めると思うと素直に嬉うれしかった。

「ちょっと！　さっきは千円って言ったよね!?　だからわたし紅茶にしたんだけど！」

　湊千紗が激しい剣けん幕まくでマスターに詰め寄る。ＭＣにツッコむ若手芸人みたいだ……。

「時価だからな」

　マスターはさすがの貫かん禄ろくで堂々と言い返した。

「短時間で変わりすぎでしょ！　どこの株式相場よ！」

「うるせえ。騒ぐとおかわりやんねえぞ」

「あ、ごめんごめん！　だからちょーだい」

　湊千紗はぺこぺこしつつ、持っていたティーカップをカウンターに置いた。

「コーヒーだけじゃなくて、紅茶もあるんですか？」

　意外に思って訊たずねる。メニューがないから、てっきりコーヒーしかないと思っていた。

「ただのティーバッグだよ。バカ舌専用だ」

「ティーバッグだったの!?」

　驚きよう愕がくする湊千紗。

「そうだよ。気づいてなかったのか？」

「気づかないよ！　バカ舌だもん！　って、誰がバカ舌よ!?」

「お前だ」

「うぐっ……てか、紅茶は三百円だったよね？　原価いくらよ？　ぼったくりでしょ！」

「そうでもない。うちの水を使って俺が直じき々じきに淹いれてるからな」

「……たしかに、プロが淹れれば安物でもそれなりの味になるもんね」

「そうだ。ほら、おかわりだ」

「わーいありがと──って、今雑に熱湯かけただけだよね!?　プロの仕事をしてよ！」

「……仲良いですね」

　ふたりのやりとりに俺はしみじみとつぶやいた。

「どこがよ!?　わたし、いじめられてるだけじゃん！」

　……いや、どう見てもノリノリである。こんなに生き生きとしている湊みなと千ち紗さははじめて見た。それだけマスターに心を開いているということだろう。

「ふん、小僧が来たからはしゃいでいるんだろう。さっきはここまでうるさくなかったぞ」

「ちょっ、変な言い方しないで！　それじゃ織お田だくんが来てわたしがハイテンションになってるみたいじゃん！」

「違うのか？」

「そうだけど！　あんなメッセージでちゃんときてくれるとかまじ嬉うれしいよ！」

　認めたよ！　てか、あんなって自覚あったんだ。やっぱり無視してやればよかった……。

「タダにしてやるから、もう座れ」

　マスターは面倒くさそうに言って、ずらっとコーヒー豆が並べられた棚に向かった。俺の分を淹れてくれるようだ。ありがたい。楽しみだ。

　湊千紗も「タダならいいか」と納得して引き下がった。

　昨日と同じテーブルに、俺と湊千紗は向かい合って座る。

「えーと、とりあえず、今朝はごめんね……」

　手抜きの紅茶を一口飲んで、湊千紗が気まずそうに言った。

　今朝とはもちろん、あの衝撃的な挨拶のことだろう。

「まさか、あんな空気になるなんてね……」

「……だから言ったじゃん」

　俺がため息まじりに返すと、湊千紗は心配そうな眼まな差ざしをこちらに向けた。

「深ふか川がわくんたちに拉ら致ちられてたけど、大丈夫だった？」

　……なんだよ。やけにしおらしい態度だな。調子狂くるうじゃねえか。

「な、なんとかね」

　俺はぎこちなく肩をすくめた。

「……で、そのことについて頼みがあるんだけど」

「なに？」

　最重要事項、口裏合わせについて説明をする。

「ん、わかった」湊千紗は素直にうなずいてくれた。

　ついでに、深川たちから受けた脅おどしについて、ざっくりと伝えさせてもらう。

「うわー、すごいね……」

　湊みなと千ち紗さはもはや笑うしかないといった感じの苦笑を浮かべて、

「迷惑かけて、ごめんなさい……」と深く頭を下げてきた。

　……だから、なんでそんなに殊しゆ勝しようなんだよ。内心で小さく舌打ちをする。

　たしかにあの挨拶は軽率だった。けど、それは注意しなかった俺が悪いし、第一、実害を及ぼしてきたのは深ふか川がわたちだ。湊千紗が謝る必要はない。

　……まずいな。これはあまり、よくない流れだ。このままだと俺の中の『美少女＝性しよう悪わる』という公式が否定されかねない。早々に話をつけさせてもらおう。

「ま、とにかく。これでコンビは組めないって俺の言い分もわかったでしょ？」

　お母さんが娘を諭さとすような優しい口調で、俺は言ってやった。

　湊千紗は「うぅ……」とうなり、「ちょっと待って」と頭を抱えた。

　なにやら思案している様子。十秒ほどでおもむろに口を開く。

「えーと、織お田だくんの話によると、困っているわたしを助けるためなら近づいてもいいんだよね？」

「ああ、内容にもよるだろうけど」

「漫才の相方を引き受けるってのは、助けるうちに入らない？」

「……それは、難しいな」

　理屈は悪くない。筋は通っている。でも、そんな簡単な話じゃない。

「なんでよ？」

「近づいてもいいにしたって、さすがに近づきすぎ」

　あの嘘うそで深川たちが見逃してくれたのは、落とし物捜しを手伝うというその場限りのものだったからだ。

「別に恋人になるわけじゃないんだし、ぎりセーフじゃない？」

「余裕でアウトだよ」

　ビデオ判定どころか、観客席からもアウトだってわかるくらいのアウトっぷりだ。

「……えぇー、でもさ、本当にわたしのことが好きだったら、その人たちは応援してくれるんじゃないの？」

「いいや、そんな物わかりがいいやつはいない」

　往生際が悪い湊千紗に、俺は断言する。

「恋は理屈じゃないんだよ」

「うわ、なにその名言」

　湊千紗はくすっと笑みをこぼした。

「……茶ちや化かすなよ。真面目まじめに言ってるんだぞ」

「あ、ごめん……」

　湊千紗はしゅんとして、「じゃあ、どうしたらいいの……？」と力なくつぶやいた。

「どうしようもない。俺を相方にするのは諦あきらめてくれ」

　同情しちゃダメだ。自身に言い聞かせるためにも、あえて厳しい言い方をした。が、

「……それはやだ」

　駄だ々だをこねる子どものように首を振られてしまう。

「……わがまま言うなよ。どうしても漫才やりたきゃ、他の相方を探せばいいだろ？」

「やだ。それじゃ意味ない」

「なんで？」

「……わたしは、わたしとこれまで文通をしてくれた織お田だ慶けい人とと、漫才がしたいの」

「──っ」

　上目遣いで見つめられ、その暴力的なまでの可愛かわいさに、心を盛大に揺さぶられた。

　くそ、やめてくれよ……。

　そんな甘えた声で、そんなぐっとくるセリフを言わないでくれ……。

「……ごめん」

　突き放すのがつらくなり、俺はそれ以上何も言えなくなる。

　湊みなと千ち紗さもうつむき、言葉をなくしたように黙り込んだ。

　……胸が痛い。俺は何も悪くない、はずだ。助けてやる義理はない。無む茶ちやを言っているのは湊千紗の方だ。なのにこの罪悪感はなんだ？　純粋な子どもの夢を踏みにじったような気分である。ストレスで吐きそう。なんでこんな思いをしなきゃいけないんだよ。

　……やっぱり、美少女と関わるとろくなことがない。

　それから数分。マスターが「ブレンドできたぞ」と言うまで気まずい沈黙は続いた。

「あ、どうも」

　俺は助かったという思いで、カウンターに置かれたコーヒーを取りに行く。そのとき、昨日と同じようにマスターから小声で話しかけられた。

「小僧、俺のコーヒーはうまいか？」

「あ、はい、最高です」

　お世辞ではないので、するりと返すことができた。

「そうか」

　マスターはまんざらでもなさそうにうなずき、こう続けた。

「なら、これからずっとタダで飲ませてやる」

　え、まじで？　と一瞬喜びかけるが、いやいやそんなうまい話があるものか。

　ベタすぎる格言が脳裏をよぎる。タダより高いものはない。

「その代わり、あいつの言うことを聞いてやってくれ」

　……ほらきた。

「お前にも都合はあるだろう。それはわかる。だが、それでもあいつのために協力してやってくれないか？」

「……そ、それは」

　俺が口ごもると、マスターは「頼む」と頭を下げてきた。

「ちょっ、勘かん弁べんしてください……」

　激しく動揺する。目上の人、しかもマスターのような貫かん禄ろくある人からそんなことをされたら、いたたまれないなんてもんじゃない。これなら「言うこと聞かなきゃ殺す」と脅おどされた方がまだマシだ。

　マスターは顔を上げて、俺の説得を続ける。

「あいつは、たしかにわがままでくそ生意気だが、根はいい娘こなんだ」

「…………そんなの、わかってますよ」

　心の底に押し込んでいた本音が漏れてしまう。『美少女＝性しよう悪わる』の公式がゆっくりと崩れていく。そうだ。わかってる。なにしろ俺は、あいつと四ヶ月以上も文通をしたのだ。そのやりとりの中ではもちろん、昨日と今日の会話でも、湊みなと千ち紗さから悪意を感じたことは一度もなかった。……認めざるを得ない。

　湊千紗はわがままだけど、嫌なやつではない。美少女だけど、性悪じゃない。

「あいつとの文通は楽しかったんだろ？　相方になればもっと楽しいんじゃないのか？」

　……それもわかってる。正直に言うと、俺だってやりたくないわけではないのだ。というか、やりたい。湊千紗とは今まで会った誰よりも話が合う。むちゃくちゃなボケのセンスにも惹ひかれている。そして光栄なことに、湊千紗も俺を認めてくれている。過大評価だとは思うが、すげえ嬉うれしい。湊千紗が美少女じゃなかったら、「はい喜んで！」と即答していただろう。むしろこちらからお願いしたいくらいだ。

　ちらりと、湊千紗を一いち瞥べつする。

　さらさらの黒髪から、うれいを帯おびた横顔がのぞいていた。

　……あー、ダメだ。やっぱりどう見たって、笑っちゃうくらいの美少女である。

　なんとか力になってあげたい。そう本能的に思うと同時に、断るべきだ、関わったらダメだ、と心の古傷が警けい鐘しようを鳴らす。

　……いかん、頭がくらくらしてきた。そもそもどうして美少女とは関わりたくないんだっけ？　好きになって振られて傷つきたくないからだ。俺は単純な男なので、美少女がそばにいたら高確率で好きになってしまう。でも美少女は俺なんかを相手にしてくれない。美少女に恋した時点で失恋が確定する。だから美少女には近づかない。絶対に負けない方法は戦わないことである。

　……でも、ここで断ったら胸にずっと罪悪感が残り続けるだろう。それもつらい。

　どうすりゃいいんだ。誰か教えてくれ……。

　どうしたら俺は傷つかずに、誰も傷つけずに、この場を切り抜けられる……？

　湊千紗からマスターの方に視線を戻すと、実にいい香りが鼻先をかすめた。

　カウンターに置かれたコーヒーに目がいく。

　そういえばブレンドができたから呼ばれたんだっけ……。

「……これ、飲んでもいいですか？」

　のどが渇かわいていることに気づき、マスターに訊たずねた。

「ああ」とマスターの短い返事。

「いただきます」

　白いカップを手に取り、ゆっくりとすする。

　──うまい。脳がしびれるほどうまい。ほんと最高。

　そこでふと、魔が差す。そして、脳がしびれていたので自制がきかなかった。

「…………本当に、タダで飲ませてくれるんですか？」と俺は口走っていた。

　マスターはにやりと笑った。「ああ、約束する」

　……よし、それじゃあスタンスを変えよう。

　君子危うきに近寄らずから、虎こ穴けつに入らずんば虎子を得ずへ。

　このコーヒーがタダで飲み放題なら、多少のリスクは背負ってもいい。

　要するに、好きになるから傷つくのだ。だったら好きにならなきゃいい。それだけのことである。むろん、これはかなり困難だろう。湊みなと千ち紗さの魅力はゲームだったらカンストしてる。魅力というか、もうほとんど魔力といってもいいくらいだ。

　でも、このコーヒーのためだ。

　仕方ない。

　湊千紗の魅力には抗あらがえるかもしれないが、このコーヒーの魅力には抗えない。

　俺はカップを持ってテーブルに戻り、告げる。

「湊さん、さっきの言い訳を採用する」

「え……？」

　湊千紗はおそるおそる顔を上げた。

「困っている湊さんを助けるため、って理屈で押し通す」

「…………それって、つまり」

　沈んでいた顔つきが、みるみる喜色に染まっていく。

「コンビを組んでくれるってこと!?」

「待て。まだそこまでは言ってない」

　椅子から身を乗り出す湊千紗を手で制する。

「ひとつ条件がある」

「……な、なに？」

　湊千紗は上げていた腰を下ろして、緊張した面持ちで訊たずねてくる。

「すべったら手助けしたとは言えないだろ？　──だから、絶対に爆笑を取ること」

　笑いには怒りを収める力がある。嫉妬を上回る笑いを提供することができれば、もしかしたら許してもらえるかもしれない。また、それだけの結果を出せれば、変な下心でコンビを組んだわけではないとわかってもらえるかもしれない。……かもしれないばっかで大変不安だけど、その可能性に賭けるしかない。

　湊千紗は眉まゆをひそめて疑問を口にする。

「……爆笑が取れるかどうかなんて、やってみなくちゃわかんなくない？」

「だから、爆笑が取れると確信できるほどのネタを作れたら、組んでもいいってことだよ」

「──なるほどっ、そういうことね！」

　湊みなと千ち紗さはコンビ結成がもう決まったかのような勢いではしゃいだ。

「ありがとう織お田だくん！　やった！　すごい嬉うれしい！」

　その喜びに水を差したいわけじゃないが、釘くぎは刺しておかねばなるまい。

「……言っておくけど、そう簡単にはＯＫ出さないからな。昨日も言ったように、普通にやったらほぼ確実にすべるんだから」

「あははっ、なに言ってんの？　そんなことないよ！　絶対爆笑に決まってんじゃん！」

「……根拠は？」

「だって、わたしと織田くんだもん！」

　はじけるような笑顔でぐっと親指を立てた。

　──っ…………まあ、その前向きさは見習ってもいい。

「あと、わかってると思うけど、このことは文化祭まで絶対に秘密だからな」

「ん、りょーかい」

「教室で絡むのも禁止だからな？」

「ふふっ、わかってるって。織田くんはほんと心配性だなー」

　念押しすると、湊千紗はけらけらと笑った。

　……まじでわかってんのか？　と激しく不安になる。信じるしかないけど。

「んじゃ、改めてこれからよろしくね」

　湊千紗はぺこりと会釈をした。

　……なんだか照れくさい。俺はそっぽを向いて「……よろしく」とだけ返した。

　我ながら素っ気なかったかと思うが、湊千紗は実にごきげんな様子だ。

「あ、そうだ」と胸の前で手を合わせて、にこやかに言う。

「これからは織田くんのこと慶けい人とって呼ぶね」

「──え？　なんで？」

　ふいに下の名前を呼ばれて猛烈にどきりとした。

「だって、織田くんだとなんか他人行儀じゃん」

「そ、そうかな？」

「そうだよ。だから、慶人もわたしのこと千紗って呼んで」

「…………」

　いや、さすがにそれは無理だ。照れくさいどころじゃない……。

「それより湊さん。文化祭っていつだっけ？」と俺は露ろ骨こつに話を逸そらした。

「だから、湊さんじゃなくて、千紗」と湊千紗はジト目になる。

「……まあ、それはおいおいってことで。とりあえず文化祭がいつか教えて」

「……十一月の第四土曜日だよ。てか、文化祭の日付くらい普通に知ってるでしょ？」

「い、いちおうの確認だよ。ほら、今までまったく興味なかったし」

　不満げな湊千紗から目を逸らして、誤ご魔ま化かすようにつぶやく。

「えーと、ってことは、約三週間後か……」

　微妙な期間である。爆笑必ひつ至しのネタを用意して稽けい古こもしなければならないと思うと短く感じるが、少なくともその間は湊みなと千ち紗さと一緒に過ごすことになると思うと長く感じる。

　まあ、ゴールがあるとわかっているだけマシか……。

　というわけで、それから。

　どんなネタがいいかを脱線しまくりながら二時間ほど話し合い、けれど具体的なことは何も決まらず、最後に電話番号とメルアドを交換させられて、この日はお開きとなった。

　ちなみにコーヒーは四回もおかわりさせてもらった。マスターが「遠えん慮りよするな」とカップが空くごとに──なんなら空く前に──淹いれてくれたのだ。タダにしてくれると言ったのはマスターだけど、さすがにちょっと恐きよう縮しゆくしてしまった。

　そして湊千紗は「なんで慶けい人とだけタダなの!?　ひいきだ！」と自分が一番ひいきしてもらってることに気づかず、マスターに自分にもタダでブレンドを淹れろと訴えた。

　マスターは鼻で笑って、こう返した。

「そういうことは一度でも払ってから言え」

「うぐっ……！」

　……それでも、最終的にはタダにしてもらってたけどね。というか、湊千紗が払うといってもマスターは受け取らないと思う。真にかっけえ男は優しさをひけらかさないものなんだな。ただのツンデレとも言うけど。

　店を出るとすっかり夜だった。秋も深まってきており、少々肌寒く感じた。

　湊千紗は夜の空気をいっぱいに吸い込み、

「今日はいっぱい話せて楽しかったねっ」と星空よりも輝く笑顔で言った。

　俺は聞こえなかった振りをした。

　……そんなわかりきったこと、いちいち言うな。

　予想通り、いや予想以上に、湊千紗とお笑いについて話すのは楽しかった。

　空を仰いで、思う。

　──俺はこの女に惚ほれないでいられるのか？

　……無理かもしれない。

　やけに星が見えるなと思ったら新月だった。

　なんとも頼りない夜空に、俺の自信は強烈に揺らいだ。






　第二章　乙女のプライバシーに関わるので、その質問にはお答えできません






　極上のコーヒーと引き替えに、平穏な日常を失った三日後。

　三連休の最終日である月曜の夜。湊みなと千ち紗さからこんなメールが届いた。





　　　さっきお笑いのＤＶＤを色々レンタルしてきた！

　　　だから明日、慶けい人との家に行くね☆






　ね☆　じゃねえよ。なに勝手に決めてんだよ。俺は速攻で『無理』と返信した。

　別にうちに来ちゃダメということはない。両親は仕事でほとんど家にいないし、誰に気き兼がねする必要もない。しかしだからこそまずい。年頃の男女が部屋でふたりきりという、大変あれな状況になってしまう。もちろんふたりきりになったからといって、何か変なことをするわけではない。俺は紳士だ。女子に乱暴するような真ま似ねは死んでもしない。でもそうは言っても男である。美少女にプライベート空間に入られたら落ち着かない。なんというかランジェリーショップに入るような、そういう類たぐいの抵抗感がある。やましい気持ちがなくても、いやないからこそ、そういう状況は避けたいのだ。

　だがしかし。

　そんな俺の心情を慮おもんぱかってくれるほど、湊千紗は物わかりのいい女子ではなかった。

『じゃあ明日の放課後、教室に残って』とその場では諦あきらめたようなメールが返ってきたものの、いざ放課後ふたりきりになると、

「なんで慶人の家に行くのが無理なのか一四○文字以内で教えて」と詰め寄ってきた。

「……えーと、ほら、散らかってるから」

　自宅で男女がふたりきりになることについての男子的葛かつ藤とうを説明するのは困難なので、俺はありきたりな言い訳をしどろもどろに答えた。

「そんなの気にしないよ。なんならわたしが片付けるし」

「余計なお世話だ。……だいたい、俺の家で何をやるのさ？」

「一緒にお笑いのＤＶＤを観みるの。昨日メールでレンタルしてきたって言ったでしょ」

「……なんで一緒に観る必要がある？」

「もちろんネタ作りのためだよ。プロの漫才を参考にしながら、あれこれ話し合おう」

「なるほど。わかった。それ自体は賛成。でも、別にうちで観なくてもいいだろ」

「え？　じゃあバス代かかっちゃうけど、うちで観る？」

「……いや、普通に喫茶３１０でいいだろ」

「あそこにはＤＶＤプレイヤーなんてないもん」

「…………」

「慶人に選ばせてあげる。慶人の家か、わたしの家か、どっちがいい？」

　湊みなと千ち紗さはにんまり笑って、究極の選択を突きつけてきた。

　俺は観念して「……わかった。うちでいいよ」と言った。消去法である。女子を家に入れるか、女子の家にお邪魔するか、どちらが心理的ハードルが高いかといえば、やはり後者だった。湊千紗の家族と会ったとき、どんな挨拶をしていいかわからん。

　……それにしても、なんだかんだで湊千紗を甘やかすマスターの気持ちがちょっとわかってしまった。湊千紗の〝お願い〟は断るのが非常に難しい。こいつがわがままを言うのはたぶん、心を開いている相手に限られる。だから悔しいけど、わがままを言われて悪い気はしないのだ。むしろ嬉うれしく感じてしまう。

　つくづく思う。ほんと美少女って生き物はずるいよな……。




　まあ、そんなわけで。学校を出て我が家に向かう。

　子し葉よう高校は坂の頂上に建っており、我が家はその坂を下りてしばらく歩いたところにある。通学時間は平へい坦たんで十分、坂で十五分くらい。毎日だらだらと坂を上り下りするのはしんどいけど、徒歩で通学できるってのは悪くない。なんの特徴もない子葉高校を志望したのは、それが最大の理由だったりする。

　道中、湊千紗には十メートルほど離れてついてきてもらった。むろん人目につかないようにするためだ。湊千紗を家に招くなんて深ふか川がわとかに知られたら、確実に処刑される。

　いじましい工作を働いた甲か斐いはあった。誰にも俺たちの関係がバレることなく、無事に我が家に到着した。ごくありふれた一軒家だ。俺の部屋は二階にあり、その階段が地味に急であることを除けば、それなりに住み心地のいい家である。

　ここまで来たら誰かに目撃される恐れもないだろう。

　電柱の陰に隠れていた湊千紗を「湊さん、もういいよ」と呼んでやる。

　湊千紗は無駄に低い姿勢で駆かけ寄ってきて、「ふっふっふ、ついに敵のアジトを突き止めたわ」と言った。どうやらスパイごっこをやってたようだ。小学生かよ……。

「てか、湊さんじゃなくて千紗って呼んでって、何度言ったらわかるの？」

　俺にツッコむ気がないことを察したのか、湊千紗は素すに戻って苦情を述べた。

「やー、ごめん、つい癖くせで」

　曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かす。湊千紗はむぅと頬ほおをふくらませた。

「……その癖、直す気あるの？」

「あるある──ま、とりあえず上がってよ」

　鍵を開けて、逃げるように家の中に入った。湊千紗はやれやれと嘆たん息そくして俺に続き、

「おじゃましまーすっ」

　営業マンのようなハツラツとした声で挨拶した。

「誰もいないよ」

「あ、そうなの？　ご両親は？」

「ふたりとも仕事。帰りもだいたい遅い。なんなら帰って来ない日もざら」

「へえ、じゃあ慶けい人とは家でもぼっちなんだ」

　失敬なことを言って、湊みなと千ち紗さは慈愛に満ちたような微笑を浮かべる。

「寂しいときはいつでも連絡してくれていいからね？」

「ほっとけ！　……慣れてるから大丈夫だよ」

　むしろひとりの方がやりたい放題できて、思春期としてはいいことずくめである。

「そこ座って。カバンはテキトーに置いていいから」

　リビングに案内し、四十インチのテレビの正面、ふたりがけのソファを勧めた。

「ん、ありがと」

　湊千紗は言われた通りソファに腰を下ろし、カバンを足下に置いた。

　俺はその様子をチラ見しつつダイニングキッチンへ。冷蔵庫を開けて声をかける。

「飲み物、ウーロン茶とジュースどっちがいい？」

「んー、牛乳はない？」

「え、あるけど……なんで牛乳？」

「手ぶらじゃなんだと思って、クッキーを持ってきたんだよ」

　湊千紗はカバンから「じゃじゃーんっ」と得意げにタッパーを出した。

　なるほど。たしかにそれなら、ウーロン茶やジュースよりも牛乳の方が合うな。コーヒーや紅茶も捨てがたいけど、喫茶３１０の味を知ってしまった今、自分でそれらを淹いれようとは思わない。俺はふたり分の牛乳を用意してリビングに戻った。

　ソファの前のテーブルにグラスを置いて、はたと気づく。

　……あれ、そういや俺はどこに座ろう？

　一瞬考えて、カーペットに腰を下ろした。不自然な位置関係だけど、致いたし方かたない。

「なんでそっち？　こっちにきなよ」

　湊千紗がぽんぽんと自分の隣を叩たたいた。……まあ、スペース的には余裕がある。あるけど、それはなんか、なあ？　一言でいうと心臓に悪すぎる。

「……ここでいいよ」

「なに遠えん慮りよしてるの？」

「別にそういうわけじゃないよ」

「──あっ！」

　湊千紗は顔を赤らめて、スカートの裾を押さえた。

「さてはスカートの中をのぞこうとしてるな！」

「してねえよ!?」

　とんでもない濡ぬれ衣ぎぬである。だが言われてみるとたしかに、床からの目線とソファの高さは同じくらいだった。それに気づくと同時に、男の悲しい性さがとしてついスカートの奥に目がいく。ふとももとスカートが織りなす、神秘の隙すき間ま。残念ながら、否、幸いにして、秘密の花園が見えることはなかった。でも、もうちょっと脚を開いてくれたら──

「やっぱ見てるよね!?」

「見てねえよ！」

　断固として否定するも、さすがにこれは説得力に欠けていた。

「……慶けい人ともやっぱ男の子なんだね」と湊みなと千ち紗さは思い切りジト目になった。

「そりゃ男だけど誤解すんな。誓ちかってのぞこうとなんてしてねえよ」

「じゃあこっちに座りなよ」

「……わかったよ」

　嘆たん息そくして立ち上がる。のぞき呼ばわりよりはましだ。俺は渋々、湊千紗の隣に移った。

　端に寄れば三十センチは離れられる。……それでも、やっぱり近いな。前方に集中すれば視界にはほとんど入らないけど、なんかうっすらと体温とか甘い香りとか、女子の存在感がいやでも伝わってくる。鼓こ動どうが速まる。やばい。顔が熱い。

「うわ、なんかこの距離感、思ったより照れるね……」

　そう言って、湊千紗は「たはは」とはにかんだ。

　……やめろ。そういうこと言うな。余計に意識しちゃうだろ。

「──それより、早くＤＶＤを観みようよ。なにしにきたんだよ」

　妙な空気を打開すべく、俺はぞんざいに言った。

「そ、そうだねっ」

　湊千紗はカバンからＤＶＤケースを取り出す。四本もあった。

「結構あるな」













「これでも絞った方なんだよ」

「……今日、何時に帰るつもりなの？」

「六時くらいかな」

　ただいまの時刻は午後四時を回ったところ。

「二時間じゃ全部観みられないよね」

「うん、だから部分部分早送りしながら観てこう。まずはこれから」

「はいよ」

　湊みなと千ち紗さからＤＶＤを受け取って、ゲーム機兼ＡＶプレイヤーに挿入する。一昔前に流は行やったネタ番組の傑けつ作さく選だ。最初に観るものとしては妥当なところだろう。

「クッキー食べてよ」

　ＤＶＤをセットしてソファに座り直すと、湊千紗がタッパーを開けて勧めてきた。

　ミルク色とブラウン、二色のクッキーがたっぷり詰まっている。

「あ、うん、いただくよ」

「わたしの手作りだから、味わって食べるんだよ」

「え、まじで？」

「まじまじ」

　……そりゃ、素直にちょっと楽しみだな。

　湊千紗の手作りお菓子はモンドセレクションが向こうからやって来るべき、とまでクラス内で絶賛されている。その評判にはかなりの身内びいき、美少女補整がかかっているのだろうが、実際どれほどのもんなのか、一度食ってみたいと思っていたのだ。

　……しかし、女子の手作りだと思うと、素そ朴ぼくなクッキーが途と端たんに十倍はありがたいものに思えるな。底辺根性が染みついた身体が拒否反応を起こさないかちょっと心配である。

　ともあれ、期待に胸を膨らませて、ミルク色の丸いクッキーをひとつ口に運ぶ。

「──うまっ」驚きに目を瞠みはった。

　さくさくとした食感と、濃厚な味わいが舌の上に広がる。

　……すげえ。お世辞抜きで本当にうまいぞ。普通に金を出してもいいレベルだよ。

　ひいきも補整もなかった。まさしく評判通りの味である。

「え、なんでこんなにおいしいの？」

　と、俺は素すで訊たずねてしまった。湊千紗は嬉うれしそうに笑う。

「いちおう、プロの娘ですから」

「そういえば、お母さんがパティシエなんだっけ」

「正しくはパティシエールだけどね」

「……どう違うの？」

「ウェイターとウェイトレスみたいなもの」

「なるほど」要するに、男女の差ね。

　そこで俺はブラウンの方のクッキーにも手をつける。こちらはカカオが香ばしい、甘さ控ひかえめのココアクッキーだった。うん、こっちもうまいな……。

「……ほんと、すげえな。プロの娘っていうか、プロそのものじゃん」

　照れくさいのであまり褒ほめたくはなかったけど、正直な想おもいが口をついて出た。

「あはは、ありがと。でも、わたしなんかまだまだだよ」

　謙遜ではなく、本当にそう思っているようだ。

「……まだまだ？　これで？」

「うん」

　湊みなと千ち紗さはうなずき、悔しそうと嬉うれしそうが半々くらいの口調で言う。

「わたし、休日はお母さんが働いてるお店でバイトさせてもらってるんだけどね、そのたびに痛感するもん。あぁ、すごいなぁ、敵かなわないなぁ、もっとがんばらなきゃなぁって」

「…………」

「でも、それが当たり前なの。一人前のパティシエになるには十年はかかるんだから。世間のイメージより厳しい世界なんだよ」

「…………」

　湊千紗の態度があまりに真しん摯しすぎて、俺は返答に困ってしまった。

　噂うわさには聞いていたけど、彼女にとってお菓子作りは、想像以上に特別なことみたいだ。

　……たぶん、生きがいだと胸を張れるくらいに。

　──いいな。湊千紗に対して、はじめての感情を抱く。尊敬。羨望。憧どう憬けい。

　そして、焦しよう燥そうと嫉妬。

　同い年の女がこうも一生懸命生きているのに、俺はただ漠ばく然ぜんと日々を過ごしているだけ。

　十代のガキなんて大抵そんなもんだよ、と誤ご魔ま化かすこともできなくはない。けど、そうはしたくなかった。この気持ちを大事にしたかった。胸が熱い。こんなにまっすぐな想いを前にして、それでも何も感じないほど、俺は冷めた人間じゃなかった。

　……てか、手紙とはいえ、俺はこいつにクリエイターになりたいとかほざいてたのか？

　うわ、めちゃくちゃ恥ずかしい……。半端もんが本気のやつに夢を語るとか、ださいなんてもんじゃない……。ほとんど釈しや迦かに説法じゃねーか。

「…………もしかして、将来パティシエになるのが湊さんの夢なの？」

　愚問。聞くまでもない問い。もしかしなくてもそうに決まっている。でも訊たずねずにはいられなかった。彼女の口から、もっとこの話が聞きたいと思った。

　だが、湊千紗は頬ほおを染めてさっと目を逸そらした。

「……お、乙女のプライバシーに関わるので、その質問にはお答えできません」

　しまった。質問がストレートすぎたか。そこまで赤せき裸ら々らには語ってくれないようだ。

「いいじゃん。話してよ」

「……恥ずかしいからやだ。スリーサイズなら教えてあげる」

「そっちの方が恥ずかしいだろ……」

「えーと、上から」

「言わなくていいよ！」

「99、55、88」

「峰みね不ふ二じ子こかよ！」正確には99・９、55・５、88・８だけどな！

　──てゆーか、ちくしょう！　そこボケんのかよ！　がっかりだ！

　……いや、このがっかりっていうのは夢について聞けなかったからで、スリーサイズについてではない。だってそりゃ、ほんとの数字を言うわけないし、こっちだって聞いたところで別にどうでもいいし。いや、まじで。本気で。嘘うそじゃない。信じてくれ。




　残念ながら、夢の話はそのままうやむやのうちに流されてしまった。

　何度も脱線をしてしまったが、それからようやく俺たちはＤＶＤを観みはじめる。

　早送りしながら観ると湊みなと千ち紗さは言ったけど、あいにくそんな器用な真ま似ねはできなかった。傑けつ作さく選というだけあってふたりして夢中になってしまい、途中で雑談を挟はさんだりしつつ、じっくり丁寧に観てしまった。四本消化する予定が、最初の一本でもうタイムアップだ。

　時刻を確認したとき、俺は愕がく然ぜんとした。これまででもっとも早く感じた二時間だった。

「しょうがない。この続きはまた明日ね」

　当たり前のように湊千紗は言った。

「え、明日も来るの？」

「ダメ？」

「……しょうがねえな」

　俺はこれ見よがしにため息をついた。でも、心はしっかりと弾はずんでいた。決して口には出さないけど、すげえ楽しかったのだ。これなら毎日来てくれたって構わなかった。

　ちなみに、ＤＶＤの返却期限は大丈夫なのかと思って訊きいたところ、

「うん、一週間レンタルだから」とのことだった。

　で、翌日。昨日と同じポジションでＤＶＤをチェックした。この日もやっぱり、一本しか消化できなかった。でもそれにより、さらに翌日以降も湊千紗はうちに来た。

　手作りお菓子の差し入れも毎日いただいてしまった。マドレーヌ、ロールケーキ、ババロア。もしこのことを他の男子たちに知られたら、俺は舌を引っこ抜かれて胃をかっさばかれるだろうな……。

　言うまでもなく、味はどれも絶品だった。しかし湊千紗的には、満足いく出で来きではないらしい。コンビニが基準の俺の舌では、ハイレベルすぎてよくわからなかった。

「ちゃんとしたものと食べ比べれば、まだまだだってわかるよ」

　……いや、たぶんそれでもわからんと思う。

　ＤＶＤ鑑賞は一日一本のペースを守り、金曜日まで続いた。最後の一本を観終わったとき、なんだか妙に寂しく感じてしまった。祭りのあとの寂しさ的なやつだ。だからだろう。

「四日間、お邪魔しました」

　玄関で湊千紗にそう言われて、思わず俺は「バス停まで送るよ」と言ってしまった。

「別に大丈夫だよ」湊みなと千ち紗さはくすりと笑った。「バス停、すぐそこじゃん」

「……それでも送るよ」

　たしかに湊千紗の言う通り、バス停までは百メートルもないくらいの距離である。外はすっかり夜だけど大通りだし、危険なこともないだろう。でも名な残ごり惜しかったというか、もう少し湊千紗と話したかったのだ。

「そんなにわたしといたいの？」

　一緒に家を出た俺に、湊千紗はからかうように言った。

「……別に。ちょっと散歩したかっただけだよ」

「なんだ。じゃあ、もっと話したいと思ってたのはわたしだけか」

「……そうだよ。残念だったな」

　にやにやと笑う湊千紗から目を逸そらし、俺はことさらぶっきらぼうに答えた。

　それからバス停までの一分ほど、バスがくるまでの五分ほど、さっきのＤＶＤのあのネタはあーだ、あのコンビはこーだと他た愛あいない話をした。的外れな意見も多々あるけど、湊千紗は本当に楽しそうにお笑いのことを語る。幼稚園児百人分にも匹敵しそうな天てん真しん爛らん漫まんな笑み。ふと、考えなくてもいいことが脳裏をよぎる。

　この笑顔を知っているのは学校で俺だけなのか……。

　夜空には半月が浮かんでいた。日に日に満ちていく月が、なぜだか俺の心を表わしているように思えた。それをまだ半分と捉えるか、もう半分と捉えるかは微妙なところだが、

　……まだ大丈夫だ、と俺は心の中でつぶやいた。





　　　　＊






　文化祭まで残り二週間を切った、月曜日の放課後。場所は久々の喫茶３１０。

「さて、まずはテーマをどうするかだね」

　まるで修学旅行の計画を練るみたいなうきうきとした調子で、湊千紗は言った。

　先週はほとんどＤＶＤを観みるだけで費ついやしてしまったので、今日はきちんと話し合い、ネタの方向性を決めようという趣しゆ旨しだった。

「すでになんか考えたりしてる？」

　試しにそう振ってみると、湊千紗は「ちょっと待って」とカバンから手帳を出した。

　黒いカバーで、表紙に『秘』とでっかく書かれている。

「もしかしてネタ帳？」

「うん。──あ、これとかどう？」

　手帳をぱらぱらとめくっていた湊千紗の手が止まる。いいネタがあったらしい。

「『ゴリラとジュリエット』」

「…………ごめん、どういうこと？」

　それだけ聞いてもまったく意味がわからなかった。

　──ああゴリラ、あなたはどうしてゴリラなの？

　……うん。まじで意味不明。悲劇なのか喜劇なのかすらわからなかった。

　湊みなと千ち紗さは首を横に振った。

「わたしにもわかんない」

「おい。自分で書いたんだろ」

「だって浮かんだフレーズをメモしてるだけだもん。いちいち覚えてないよ」

　……たしかに、メモを見返したら自分でもわけわかんないってこと、よくあるけどさ。

「だったら他のを言えよ」

「はいはい」と湊千紗はまたネタ帳をめくり、「──あ、『時をかけるゴリラ』は？」

「なにそれ」

「わかんない」

「…………」

「あとは『ゴリラ座の怪人』、『崖がけの上のゴリラ』、『プラダを着たゴリラ』とかはどう？」

「……うーん、そうだなあ」

　俺は考える振りをして、真顔で答えてやった。

「帰っていい？」

「いいわけないじゃん!?」

「……だったら、ふざけてないで真面目まじめにやれよ」

「ふざけてないよ！」

「じゃあ、その謎なぞのゴリラ推しはなんなの？」

「それはほら、慶けい人とへの手紙で最初に書いたのがゴリラネタだったじゃん？　だから、ここ一番ではやっぱゴリラかなと思って」

　……そういや、そうだったな。すっかり忘れてたわ。

「すべては、ゴリラからはじまったんだよ……」

　斜め上を向き、遠い目をする湊千紗。その横顔が無駄に綺き麗れいで、思わず見み惚とれてしまった。──って、いやいや、落ち着け俺。ゴリラでいい顔をする女にときめいてどうする。んなもん、美少女じゃなくてもごめんだわ。

　がっくりと肩を落とす俺に、湊千紗はふふっと微笑ほほえみかける。

「でも、ゴリラってなんか面白くない？　語感とか雰ふん囲い気きが」

「……まあ、それはわからんでもないけどさ、文化祭でやるテーマじゃないだろ」

　もっと普遍的というか、大勢の人が共感できる題材を選ぶべきだ。

「えぇー、そうかな？」

「そうだよ」

「わたしならゴリラだけでご飯三杯はいけるよ？」

「その感性、めっちゃ特殊だからな」

　……文通の頃からわかっちゃいたけど、湊千紗はせっかく独特のセンスがあるのに、その使い方が下手すぎる。どんだけ速い直球でも、ストライクに入らなければ意味がない。

「ちょっとその手帳貸して」

　こいつにまかせると埒らちが明かなそうだ。自分でよさそうなのを探してみることにした。

「えー、恥ずかしいなぁ」と言いつつも、湊みなと千ち紗さはあっさり渡してくれた。

「さんきゅ」礼を言って、俺は手帳をめくっていく。

　思ったより丁寧にメモしてあり、様々なフレーズや設定が丸っこい字で記されていた。

　……わけわかんないのばっかだけど。

　しかし大量にあるだけあって、いくつか目を惹ひく設定もあった。中でも気になったのが『バストアップ体操』だ。頭の上で手を合わせて上半身をくねらせる『コンブの舞！』とか、両手を振り回して全身を揺らす『タコのサンバ！』とか、こんなの効果あるわけないじゃんって動作が簡単なイラストつきで書かれていた。

　これは、ありかもしれない。身体のことは誰にとっても共感しやすいし、動きで笑いを取ることもできる。構成は、バストアップしたい湊千紗が俺に相談してくる感じだ。

『わたし、バストアップのために色々頑張ってるんだけど、全然効果がないんだよね』

『たとえばどんなことしてるんだ？』

『コンブの舞！』

『そりゃ効果ねえだろ！』

　──とまあこんな風に展開していけば、それなりのネタに仕上がると思う。湊千紗が美少女っていうのも有利に働く。優れた人間がしょうもないことで悩なやむ姿は意外性があって笑いを誘さそえるはずだ。ついでにギャップ萌もえで男子の嫉妬も押さえ込めるかもしれない。

「これとか、いいんじゃない？」

　俺はメモを指さして、湊千紗に見せた。

「あ……」

　すると、湊千紗は顔を赤らめてうつむいた。え、なにその反応……。

「……それは、設定とかじゃなくて、ただの個人的なメモ」

「…………なんか、ごめん」

　俺は手帳をお返しした。

　湊千紗は黙って受け取った。

　かつてないほど長い沈黙に陥おちいった。

　マスターに助けを求める視線をやると、「知るか。てめえでなんとかしろ」と言わんばかりにそっぽを向かれた。

　……まさかボケでなく、本当に悩んでいたとは。

　気にすることないのに。湊千紗くらい可愛かわいければ、胸の大きさなんて些さ細さいなことだ。

　実際にそう励ましてあげようかと思ったが、デリケートな問題なのでふれないでおく。

　とにかく、『バストアップ体操』はボツにすることにした。

　惜しい気もしたけど、さすがに気まずすぎる。

「やっぱり、文化祭ってことを意識した方がいいよな」

　空気を変えるため、やや声のトーンを上げて俺は言った。

「そ、そうだねっ！」

　湊みなと千ち紗さも今の事故はなかったことにしたいらしく、すぐに食いついてくれた。

「観客の大半はうちの生徒ってわかってるわけだし、なんだったら内輪ウケを狙ねらってもいいと思うよ」

　たとえば先生いじりとか。テレビやネットなど、不特定多数に発信されるものでは禁じ手と言っていいが、文化祭なら有効な手段だ。子し葉よう高校や地元をネタにすれば、確実に笑いは取りやすくなる。……が、湊千紗は首を傾かしげた。

「んー、あとで追加する分にはいいと思うけど、それありきで考えるのはちょっと違くない？　まずは王道の漫才を作ろうよ。その方が楽しいと思う」

「……まあ、それもそうだな」

　安あん易いな方法に頼るより、実力で勝負した方がやり甲が斐いがある。俺もやるからには本気でやりたいし、これは納得。とはいえ、観客の好みをあえて外すこともないだろう。

「内輪ウケは置いといても、高校生向けのテーマにはした方がいいと思うよ」

「うん。それはわたしも同感」

　湊千紗も素直にうなずいてくれた。俺は続けて言う。

「あと、感情を大きく見せるのがいいと思う」

「感情？」

「テンションは高い方がいいってこと。振り切った喜怒哀楽って、なんかそれだけで笑っちゃうだろ？」

「あー、たしかに。喧けん嘩か漫才とか面白いもんね」

「そんでできれば、男女のコンビってところも生かせたらいいかな」

　ふむ、と湊千紗はしばし考え込み、自信満々で口を開いた。

「つまり、ゴリラだね！」

「ふははっ」

　まさかのゴリラ再登場に、俺は思わず噴き出してしまった。

「どんだけゴリラ気に入ってんだよ。なんなら今から動物園に行くか？」

「うん！」

「いい返事!?」

「じゃ、マスターちょっと行ってくるね」と、まじで立ち上がる湊千紗。

「いや、行くわけねえだろ！」手を上下に振って座らせた。

　俺にウケて気をよくしたのか、湊千紗は得意満面で言う。

「うん、やっぱゴリラは面白いよ！　ここは思い切って、これで勝負してみない？」

「するかアホ。調子に乗んな」

　……まあ、合間にちょっと挟はさむくらいなら、いいかもしれないけど。

「むぅ……じゃあ、他には何があるのよ？」

　俺の対応が冷たかったからか、湊みなと千ち紗さはむくれて言った。

「……そうだな」

　否定するだけというのもなんなので、俺も思考を巡らせてみる。

　高校生、喜怒哀楽、男女……導き出される結論は──

「恋、かな」

「あははっ！」

　真剣に出した答えなのに、なぜか笑われた。

「……何がおかしいんだよ」

「だって、すごいキメ顔で恋とか言うんだもん。どこのイケメン俳優よって思うじゃん」

「……すいませんね。身の程もわきまえずに、恋とかキモいことほざいちゃって」

「ちょ、すねないでよ。ごめんごめん」

　俺が自虐モードに入ると、湊千紗は苦笑して手を合わせた。

「てか、さすが慶けい人とだね。恋愛ってすごくいいテーマだと思うよ」

「……別に気を遣わなくていいよ」

「いや、ほんとだって。もうこれで決定だよ」

　湊千紗は満足げに微笑ほほえんだ。まじで採用してくれるらしい。

「流れはどういう風にする？」

「うーん……まあ、俺が湊さんに恋愛相談をするって感じが妥当じゃない？」

「あー、それで、慶人の相談にわたしがボケていけばいいのね？」

「そう」

　冴さえない男子がハイパー美少女に恋愛相談をする。共感しやすい自然な構図だ。

　そして、完璧な見た目とは裏腹に残念なアドバイスしかできないというギャップ。

　……うん、爆笑必ひつ至しってレベルまでいけるかはわからないけど、試しに一本作ってみる程度の価値はある。『バストアップ体操』のときはどうなることかと思ったけど、なんとか無事に方向性を見み出いだすことができた。

「んーっ」と伸びをして、「今日のところはここまでだね」と湊千紗は言った。

　時計を見て「そうだな」と応じる。時刻は十八時を過ぎていた。

　最後に湊千紗はこんな提案をしてきた。

「そうだ。明日までにそれぞれ一本作ってくることにしようよ。そんで、出で来きがいい方をベースにするの」

　反対する理由はなかった。俺は「いいよ」と軽くうなずいた。





　　　　＊






　…………新たな教訓。安やす請うけ合あいはするもんじゃない。

　翌朝。

　登校して着席するなり、俺は机に突っ伏した。途と端たん、睡魔が徒党を組んで襲おそってくる。十秒目を閉じていたら、そのまま意識を失ってしまいそうだった。

　簡単に言うと、徹夜をした。

　そして、なんの成果も得られなかった。

　一睡もしないで頑張ったにもかかわらず、湊みなと千ち紗さと約束した漫才のネタを、たったの一本も完成させることができなかった……。

　原因はわかっている。実力に対して理想が高すぎるのだ。振りに対してボケる、ボケに対してツッコミを入れる。それなりのものだったら、いくらでも考えることができた。

　だが、所しよ詮せんはそれなりである。全体で通してみるといまいちパンチに欠けていた。

　……こんなんじゃ、湊千紗には見せられない。

　そう思う度に、書きかけのネタを全ボツにした。最初からやり直し。絶望的な気分を味わいながらも、妥だ協きようする気には到底なれなかった。

　どうしてここまでやるのだろうと、自分でも思う。別に俺は、Ｐ１に出たいわけじゃない。むしろ出たくない。だから、ネタが作れなくても何も問題はない。約束つったって仕事じゃあるまいし、破ったところで何かペナルティがあるわけでもない。

　けど、湊千紗に負けたくなかったのだ。

　文通の際、偉えらそうに批評してしまった手前もある。だから最低でもあのレベルは超えなければと思った。なにより、「……なんだ慶けい人とって大したことないじゃん」とがっかりされるのがたまらなく嫌だった。想像するだけで胸が苦しくなった。

　それがなぜそんなに嫌なのかは、この寝不足の頭では考えられない。

　……この程度で構成作家になりたいとか抜かしてんだから、まったく笑わせるよな。

　──いや、笑えない。笑ってる場合じゃない。ここで笑うから俺はダメなんだ……。

　少しはあいつを見習え。自分が未熟だと思い知ったら、もっと頑張るしかないだろう。

　放課後まではまだ六時間以上ある。ノートはあとで湊千紗に写させてもらおうと思い、それから俺は授業そっちのけでネタ作りに励んだ。

　しかしどれだけ意気込もうと、結果が伴ともなうとは限らない。

　何枚ものルーズリーフを紙くずに変えて、気がつくと昼休みになっていた。

　弁当も食べず、ほとんど意地になってボケを考え続ける。笑いのゲシュタルト崩壊が起こっていた。もはや何が面白くて何が面白くないかわからなくなっていた。

　てゆーか、周りがうるさくて集中できない……。いくら休み時間とはいえ、もうちょっとなんとかならんのか……。きゃっきゃうふふと騒ぎやがって。青春の押し売りとかまじ悪質。占いの結果なんてどうでもいいだろ。どうせいいことしか信じないくせに。

　…………図書室にでも行こうかな。集中できそうな場所に移動した方がよさそうだ。

　と、そこで。ケータイがブーンとふるえた。どうせ通信キャリアからのお知らせとかだろうけど、いちおうポケットから出して確認する。

　新着メールが一件。送信者は、湊みなと千ち紗さだった。

『調子悪そうだけど、大丈夫？』

　どきりとして、思わず窓際前方に目を向ける。我がクラスでもっとも華やかな女子グループ。その輪の中にいる湊千紗がケータイを胸に抱え、心配そうな顔つきでじっとこちらを見つめていた。……おいやめろ。他のやつに感づかれるだろ。

『超大丈夫だよ！　むしろベストコンディション！　だからあんまこっち見んな』

　俺は速すみやかにそう返信して、軽く笑みを浮かべてみせた。湊千紗はいくらかほっとしたようで、とりあえず視線は逸そらしてくれた。そしてまたメールを打ってくる。

『大丈夫ならいいけど、でもほんとに顔悪いよ？』

『顔は生まれつきだ！』

『ああ、めんごめんご[image: ]☆　顔色ね。色が抜けてた[image: ]』

　……めんごも大概だけど、なんだその顔文字は。謝る気ゼロだろ。

　湊千紗がすぐそばにいるぼっち宛てにこんなメールを送ってると知ったら、みんな死ぬほど驚くだろうな……とか思いつつ、徹夜のテンションで俺は返す。

『それはつまり俺が色っぽくないってことか！　失敬な！』

『や、色っぽくはないでしょ。全然うまくないよ？　慶けい人とがこんなつまらないこと言うなんて、やっぱり体調悪いんじゃない？』

　……うぐ、まさか湊千紗からダメ出しされてしまうとは。たしかにかなりキテているのかもしれない。しかし心配されたくはなかったので、真実を冗談っぽく伝える。

『悪いのは体調じゃない。俺に寝不足を強いる、この社会だ！』

「どうしたの千紗？」

　俺のメールでくすりとしていた湊千紗に、隣の女子が声をかけた。

「誰とメールしてんの？」「もしかして男？」他の女子もからかうように続く。

　湊千紗に男!?　聞き耳を立てていた不ふ埒らちな男子どもがざわついた。

「ち、ちがうよっ。い、妹だよ。夕飯のことで。今日わたしが当番だから」

　湊千紗は慌あわててそう否定して、ケータイをポケットにしまう。

「え～」「ほんとに～？」「ほんとだよ」「てか、千紗って妹いたんだ」「あ、うん」

　さすが女子高生。話題がぽんぽん飛ぶ。彼女たちの興味はメール相手から湊千紗の妹のことに移り、俺のことはバレずに済んだ。画面を見られたらアウトだったことを思うと、地味に結構やばかったな……。

「……湊さんの妹とか会ってみてえな」「あぁ、ぜってー可愛かわいいもんな」「いくつだろう」

　近くの男子たちの雑談が耳に入る。たしかに。俺も興味なくはない。

　だが、そんなことより今はネタだ。ケータイをしまい、ルーズリーフに向き直る。

　……あーでもダメだ。いい加減眠い。これ以上の思考は無理だ。限界。五分だけ、いや昼休み中はもう休もう。そんで五、六時間目でラストスパートをかけて放課後までになんとか一本仕上げるんだ。

　──あ、しまった。五時間目って体育じゃん。ちっ、まいったな。さすがに体育をやりながらネタは考えられない。見学するにしても、ルーズリーフを持ってたらあからさまに不自然だ。うーん、だったらいっそ保健室に行って、五時間目は丸々サボっちまうか？　きちんとベッドで仮眠を取れば、かなり頭はすっきりするはずだ。六時間目だけでできるかは不安だけど、この場合必要なのは集中力だし、その方が結果的に効率いいだろう。

　よし。決まりだ。俺は席を立って、ふらふらと保健室に向かった。

　養護教諭の神楽かぐら先生は俺の顔色を見ると、すぐにベッドを貸してくれた。保健室のベッドは予想以上に寝心地がよく、目を閉じると同時に意識は夢の世界へ旅立っていった。
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「慶けい人と、そろそろ起きて」

「…………んん……？」

　耳に心地よいソプラノ。身体を揺すられる感かん触しよく。徐々に意識が覚かく醒せいへと向かう。

「おはよー」

　目を覚ましたら、天使がいた。しかし翼も頭上の輪っかもない。

　当たり前だ。そこにいたのは天使ではなく、湊みなと千ち紗さだった。

「──えっ!?」

　驚きよう愕がくしてベッドから半身を起こす。

「どうして俺の部屋に湊さんがいるんだよ!?」

「なに寝ぼけてるの？」湊千紗はくすくすと笑った。「ここ、保健室だから」

「……あ、そうか」

　ツッコまれて、保健室で寝ていたことを思い出す。

「しかしよく寝たね。もうとっくに放課後だよ？」

　呆あきれたように言って、湊千紗はベッドの端に腰掛けた。どきりと胸が高鳴る。そんな気軽に、同じベッドに乗らないで欲しい。ちょっと無防備すぎやしないか……？

「慶人？　まだ寝ぼけてるの？」

「──あ、なんでもない。もう完璧起きた」

　身体にはまだ若干の疲れが残っていたけど、おかげさまで眠気は吹っ飛んでいた。

「あれ、神楽先生は？」

「今はいない。会議だって」

「そう。……てか、もう放課後ってまじ？」

「まじだよ。ほら」

　湊千紗は壁にかけられた時計を指さす。もうすぐ十六時。ってことは、うわ、三時間以上も寝てたのかよ……。六時間目に起きるつもりだったのに……。

　少なくないショックを受けながら「……湊さんはいつきたの？」と訊たずねる。

「三十分くらい前」

「三十分？　その間、ずっとここにいたの？」

「うん」

「なんですぐ起こしてくれなかったんだよ？」

「すごいぐっすりだったから、もうちょっと寝かせてあげようと思って。まあ、さすがに飽きてきたから起こしちゃったけど」

「飽きてきた？」

「あ、えっと……待ちくたびれたってことだよ。てか、寝てるのは姫で、起こすのは王子の役目でしょ。立場逆じゃん」

「……俺は王子なんて器うつわじゃないからね」

「そうだね。たしかに、お姫様みたいに可愛かわいい寝顔だったよ」

　くくっ、と湊みなと千ち紗さは意地の悪い笑みを浮かべた。

「あんまり気持ちよさそうだったから、つい写メ撮っちゃったよ」

「撮ったの!?」

　ついじゃねーよ！　なにやってんだよ！

「待ち受けにしていい？」

「いいわけないじゃん！　消せよ！」

「ゃ、やだ……」

　湊千紗は胸を抱いて縮こまり、消え入るような声で言った。

「……いや、その反応やめろよ。俺が婦女子を襲おそう最低男みたいに見えるじゃん」

「ご、ごめんなさい……謝りますから……ひどいことしないで……」

「だからやめろって！」

　このタイミングで先生が戻ってきたらどうすんだよ！　俺、下手したら退学になるよ!?

「うん。そんだけツッコめるなら、もう体調は大丈夫そうだね」

　と、湊千紗は優しげに微笑ほほえんだ。不意打ちの思いやりに、俺は一瞬息が詰まる。

「……まあ、メールで言った通り、ただの寝不足だからな」

　写メについての抗議も忘れて、素直にそう返していた。

「徹夜でもしたの？」

「ああ」

「昨日、そんなえっちな番組あったっけ？」

「俺がえっちな番組で徹夜する男みたいな言い方すんな」

「えっ、ちがうの!?」

「ちげえよ！」

　まじで驚いてんじゃねえよ。失礼にもほどがあるわ。

「じゃあ、なんで徹夜なんかしたの？」

「…………漫才のネタができなかったんだよ」

　いくらか躊ちゆう躇ちよしたけど、どうせすぐにバレることなので正直に打ち明けた。

「え、それで寝てないの？」湊みなと千ち紗さは目をぱちくりとさせた。

「ああ。……しかも結局できなかった。ごめん」

　軽く頭を下げると、湊千紗は「……そうだったんだ」とつぶやき、

「ありがとね」となぜか礼を言った。

「は？　なんで？」

　約束を破ったんだぞ？　普通は責める場面だろ。

「だって、それだけ一生懸命になってくれたってことでしょ？　……えへへ、ネタができてなくても、そっちの方がわたしは嬉うれしいな」

　そう言って、湊千紗は輝くような笑みを浮かべた。

「──っ」

　数秒、呼吸が止まった。心臓も止まっていたかもしれない。

　──か、可愛かわいすぎるだろ！　なんだよそれ!?　めっちゃ抱きしめたい！

　寝起きには刺激が強すぎて、よこしまな気持ちがドバドバとあふれた。

　もしこれが努力の報酬なら、明らかにもらいすぎである。美少女に対してなんら思うところがなければ、間違いなくここで惚ほれていただろう。

「……それに」

　激しく動揺している俺に、湊千紗はばつが悪そうに言った。

「ネタはわたしもできてないし」

「なんだ、湊さんもか──って、はあ!?　できてないってなんで!?」

「カヌレのせいなの」

「はい？」

「──そう、あれはおとといのことであった」

　大仰な口ぶりで、湊千紗は次のような言い訳をのたまった。

　おととい、バイト先の同僚がカヌレの型をプレゼントしてくれた。銅製のそれは買ったらそこそこの値段がするようで、前から欲しいと思っていた湊千紗は歓喜した。その日のうちに生地を仕込み──半日以上寝かせる必要があるらしい──、昨夜さっそく焼いてみた。そしたら運か実力か、一発で思いの外ほかうまく焼くことができた。楽しくなってしまった湊千紗はそこから様々なレシピの生地の仕込みを行い、気がついたらネタを作る時間がなくなっていたのだそうだ。

「タネを作ってネタを作れず。おあとがよろしいようで」

　そんなしょうもないオチをつけて、湊千紗はぺこりと頭を下げた。

　それで綺き麗れいにまとめたつもりか。当然ツッコむ。

「よろしくねえよ。それぞれ一本作って来ようって言ったのは湊さんだろ？　さすがに忘れてたってのはひどいぞ」

「ぅ……や、でも、完全に忘れてたわけじゃないよ？　オーブンの待ち時間とかでちょっとはやったの。……でも、わたし恋愛経験とかあんまなくて、だから恋ってテーマがひとりで考えてみると意外に難しくて……だから……その……ごめんなさい」

　湊みなと千ち紗さの声はだんだんと小さくなっていき、最後は叱られた子どものようにしゅんとしてしまった。……やべ、ちょっと言い方がきつすぎたか。開き直られるのはむかつくけど、落ち込まれても困る。

「……いや、こっちこそごめん。できてないって結果は同じなのに、そんな責められる筋合いもないよな」

「ううん。慶けい人とががんばっている間、わたしはすやすや寝てたんだもん。慶人には責める権利があるよ」

　ごめんなさい、と湊千紗はもう一度しっかりと頭を下げた。

「わたしが甘かったです。お詫わびになんでもするので許してください」

「……女子がなんでもとか迂う闊かつに言わない方がいいよ」

「大丈夫」湊千紗は顔をほころばせた。「なんでもの中にえっちなのは含まれてないから」

「じゃあ、なんでもではないじゃん」

　どのみち、そんなお願いをする度ど胸きようはないけど。──あ、思いついた。

「なら、さっき撮ったっていう俺の寝顔写真消してよ」

「あー、それもなんでもの中に入ってないわ」

「それくらいは入れとけよ!?」

「だって、最近はなんでもに関する表現の規制が厳しいんだもん」

「もんじゃねえ。どんな言い訳だよ。都条例か」

「来年にはなんでも税ができるって噂うわさもあるし」

「ねえよそんな噂。あっても信じんな。財務省に怒られるぞ」

「なんでもをなんでもないように使えたことが幸せだったと思うよね」

「わかった。もうなんでもって言いたいだけだな？」

　半眼で告げると、湊千紗は「あははっ！」と楽しげに笑った。

　俺も我が慢まんできずに噴き出して、

「あー、どうしてこんな風にネタを作れないんだろ……」

　思わずそんなつぶやきが漏れた。湊千紗と話してればどんどん連鎖していくのに、ひとりでネタを書いてるときはまったくこうはならなかった。

「ひとりで考え込むより、ふたりでしゃべりながらやった方がいいってことじゃない？」

「……ま、そういうことだな」

「んじゃ、今後はそういう方針にしよう。慶人にまた徹夜させるわけにはいかないしね」

「心配しなくても、もうしねーよ」

「じゃあ、喫茶３１０に行こう。早くカヌレも食べてもらいたいし」

「持ってきてんのかよ……そういや、昼飯食ってないから腹減ったわ」

　というわけで、神楽かぐら先生に書き置きをして保健室を出た。いったん教室に戻り、カバンを回収してから喫茶３１０へ。

　まずは弁当を処理させてもらい、そのあとマスターのブレンドと湊みなと千ち紗さのお菓子という最強コンボのデザートをいただく。デザートというにはいささか重たかったが、カヌレは期待以上にうまかった。外側はかりかりとしていて、甘くほろ苦い味わい。対して内側はふんわりしっとり、甘くなめらかな口溶け。なにこれカヌレすげえと思った。実ははじめて食べたのだが、今まで食った洋菓子で一番好きかもしれない。そう伝えると、湊千紗は目をきらきらさせて喜んだ。

「ほんとに!?　じゃあ明日はもっと作ってくるよ！　千個くらい！」

「そんなにはいらん」

　ちなみに、マスターにはなぜか差し入れしていなかった。元一流パティシエなら貴重な意見をもらえるんじゃ？　と思って理由を訊たずねてみたところ、「あの人、糖尿病予備軍だから」となんだか悲しい答えが返ってきてしまった。引退してコーヒーにはまったのは、その反動でもあるんだとか……。

　お腹なかを満たしたら、共同でネタ作りをはじめる。やはりふたりでやると効率が段違いだった。迷ったら意見をくれるし、なにより楽しい。それこそ、これだけ楽しければ徹夜なんて余裕だと思った。




　そして。それから金曜日までの四日間。

　恋というテーマだけで俺たちは八本のネタを作った。

　出で来きにはかなりのムラがあった。そのときのノリだけで作ったような、次の日見るとどうしようもないやつもあれば、確実に面白いと自信を持てるものもあった。

　ただしそれでも、Ｐ１で爆笑を取れるかというと微妙なところだ。少なくとも俺はＯＫを出さなかった。試してみたいという気持ちもなくはなかったが、すべったときの恐怖が勝った。そうそう簡単に踏ん切りがつくものではない。

　というか、このとき俺が考えていた最良の選択は、Ｐ１には出ずにこの関係をだらだらと続けていくことだった。喫茶３１０で極上のコーヒーを飲みながら、湊千紗と他た愛あいない雑談を交わす。それだけでもう大満足だ。わざわざリスクを冒す必要性を感じなかった。

　しかし、湊千紗はあくまでＰ１の舞台にこだわった。

「これならいけるって！」「お願いだから出ようよ」と何度も何度も頼んできた。

　その切実さは、たかが文化祭程度に向けるものには思えなかった。

「どうしてそこまでＰ１にこだわるんだよ？」

「……ゆ、優勝賞品のおこめ券が欲しいの」

「いや、おこめ券を欲しがる女子高生ってなんだよ」

「失敬な。おこめ券は女子のマストアイテムだよ。セブンティーンにも載ってた」

「え、まじで？」

「まじまじ。デート中にさりげなく使えば、家庭的な印象を与えられるって書いてあった」

「家庭的っていうか、所帯じみてるだろ……」

「特に織お田だ慶けい人ととの漫才で手に入れたやつは、効果が五倍になるらしいよ？」

「らしいよじゃねえ。なんで天下のファッション誌に俺の名前が載ってんだ」

「これがほんとのラブコメだね」

「うっせえ！」

　……しかし、おこめ券は冗談にしても、湊みなと千ち紗さが俺との漫才にこだわってるのは確かなようだ。その気持ち自体は、正直かなり嬉うれしい。でも腑ふに落ちない。疑問はふたつ。

　湊千紗が俺に会いたいと言ってきたのは、つまりＰ１のために動き出したのは、文化祭の一ヶ月前だ。遅すぎるとは言わないけど、そんなに思い入れがあるのならもっと早く、夏休み前くらいには──その段階だと俺は会っていなかったかもしれないが──声をかけてもよかったと思う。

　そして、今さらになって気づいたのだが、湊千紗はお笑い好きを周囲に隠していたのではなかったのか？　なのに漫才をやるのはどう考えても矛盾している。

　そのあたりを訊たずねてみると、湊千紗は言葉を濁にごした。

「……それは、色々と複雑な事情があるんだよ」

「色々って？」

「…………乙女のプライバシーに関わるから言えない」

　前にも聞いた言い訳だった。何か隠している。それは間違いない。でも、そのことについて俺はあまり深く考えなかった。そりゃまあ、言いたくないことくらいあるだろう。

　ただそうすると、俺も主張を曲げるわけにはいかない。

　結局、Ｐ１についてはこの日も保留のままとなった。






　第三章　男子のプライバシーに関わるので、その質問にはお答えできません






　金曜の夜。湊みなと千ち紗さから電話がかかってきた。

『あ、もしもし慶けい人と？　明日ひまだよね？』

　……もうちょっと言い方を配慮してくれ。それだと「あんたに休日の予定なんかあるわけないよね？」とも聞こえるだろ。というか、そうとしか聞こえない。そして実際そうなので、俺は謎なぞの敗北感を味わいながら「……まあ、特に予定はないけど」と返した。

『よかった！』

　湊千紗はスーパーボールのように声を弾はずませた。

『んじゃ、朝の十時に駅前集合でよろしく！』

「は？」

『明日に備えて早く寝なよ！』

「いや、寝なよじゃねーよ。説明してくれ」

『え？　説明ってどういうこと？』

「説明の説明を求めんな」

『あ、すっごい面白いボケ思いついた！　説明王エジソン！』

「切るぞ」

『……実はお母さんが招待券をもらって、それをわたしにくれたんだ。せっかくだし、バイト休んで行ってきなって。そこでずる賢いわたしはひらめいた。ここは慶人を誘さそってごきげんを取ろう。そうすればコンビ結成の道が開けるかも！　って』

「……なるほど」

　そのたくらみをバラしてる時点で、ちっともずる賢くはないと思うけど。

「で、招待券ってなんの？」

『それは当日のお楽しみってことで』

「……不安すぎるんだが」

　まさか、原付や深夜バスで旅をさせられるとか、そんなことじゃねえだろうな。

『大丈夫。悪いようにはしないから。てか、すっごい可愛かわいい生き物が見られるよ！』

「可愛い生き物？」

『ヒントは水で、最寄り駅までは電車で三十分くらい』

　それでピンときた。水族館だ。まさに電車で三十分ほどのところに、水族館と遊園地が併設されたテーマパークがあった。小学校の卒業遠足で行った思い出深い場所なので、よく覚えている。あそこのシロイルカは大変可愛かった。条件は見事に一致している。

「……わかった。行くよ」

　絶叫系が苦手なので遊園地にはあまり興味ないけど、水族館には心惹ひかれた。あの幻想的で心安らぐ独特の空間が結構好きなのだ。タダで行けるなら断る理由はなかった。

『やった！　ありがと！』

　……ここでありがとうが出てくるのが、湊みなと千ち紗さの厄やつ介かいなところだ。お礼を言うのは誘さそってもらったこっちの方だろ。なんというか、俺と出かけるのがそんなに嬉うれしいのかよ、とか思春期男子的な勘違いをしてしまいそうになる。

「……えーと、何時に駅前だっけ？」

『十時だよ！　遅刻しちゃダメだからね！』

「はいはい」

　んじゃおやすみ、と定型の挨拶を交わして、通話終了。

　充電器をケータイに差して、俺はベッドに寝転がった。休日に出かけるなんてずいぶんと久々だ。それも誰かと一緒なんて、高校生活でははじめてのことである。さらに女子と一緒ってことになると、人生でもはじめて──って、ちょっと待て。

　休日に、女子と、お出かけ、だと……？

　…………それって、もしかして、デートじゃね？

　それから俺は二時間以上も苦悩して、いやこれはデートではないと結論づけた。なぜなら湊千紗はコンビ結成のために俺を誘ったからだ。これをデートと呼ぶなら喫茶３１０でのネタ作りや、前にうちでＤＶＤを観みたこともデートになるだろう。それはいくらなんでも無理がある。部活動をグループ交際っていうくらいのおかしなことだ。

　なので、断じてデートではない。何も意識する必要はない。普段と同じように、バカな掛け合いを楽しむだけだ。




　翌朝。文化祭をちょうど一週間後にひかえた土曜日。

　待ち合わせの十分前に、俺は駅前へとやってきた。

　いい陽気の週末とあって、駅前はそこそこの人でにぎわっていた。老ろう若にやく男なん女によみんな浮かれた顔つきで、休日を満まん喫きつすることに自信満々といった具合だ。

　千紗はまだ来ていないようだった。人通りが多いと言ってもあの女は目立つ。もし来ているならすぐに見つけられるだろう。

　五分ほど経たったところで、ふいに二の腕をぽんと叩たたかれた。びくっとして振り向くと、そこにはファッション誌から抜け出てきたような美少女が…………あれ？

「おはよう慶けい人と」

「お、おはよう……？」

　挨拶されたのでつられて返すが、いやいや明らかにおかしい。縮尺が。ちっちゃい。

　ツインテールと白いＰコートが抜群に似合うその少女は、たしかに湊千紗に勝るとも劣らない逸材であったが、しかしどう見ても十歳前後にしか見えなかった。黒ずくめ的なやつらに薬でも飲まされていなければ、この娘こが湊千紗なんてことはありえない。

「は？　え？」

　事態についていけず動揺していると、また後ろからぽんと肩を叩かれた。

「あはははははっ！」

　振り返ると、おなかを抱えて爆笑する失敬な女がいた。

「おはよ、慶けい人と。びっくりした？」

「──っ」

　息をのんだのは驚いたからではない。見み惚とれてしまったからだ。

　ベージュのジャケット。膝ひざ丈たけの白いふわっとしたワンピース。黒スト。新鮮な私服姿は普段の三倍は魅力的に見えるが間違いない、本物の湊みなと千ち紗さである。

　……ってことは、こっちの可か憐れんな女の子は？

「ふふっ、驚かせてすいません」

　彼女は申し訳なさそうに笑って、深々とお辞儀をした。

「はじめまして、湊七なな海みです。いつも姉がお世話になっております」

　……あぁ、そういうことか。プチドッキリをかまされたことにようやく気づく。

　ちくしょう、下らないことしやがって。妹も一緒に来るなら最初からそう言えよ。デートなんじゃないかと悶もん々もんとした昨夜の二時間はなんだったんだ……。

　だが、文句はつけないでおいてやる。ドッキリでマジギレするのも大人げないし、怒りよりも安あん堵どの気持ちの方が勝っていた。

　いくらデートではないにせよ、やはりふたりきりで出かけるのはハードルが高い。湊千紗の私服姿を見て、改めてそう思った。正直、まともに見られないくらい可愛かわいい。もちろん妹の方も天使級に可愛かわいいのだが、さすがにこのくらいの年齢なら異性として意識することはない。七なな海みちゃんがいてくれた方が心の平穏は保ちやすい。よし、決めた。湊みなと千ち紗さは目に毒なので、今日はこの七海ちゃんと積極的に絡んでいくことにしよう。













「えーと、お姉さんのクラスメイトの織お田だ慶けい人とです。よろしく、七海ちゃん」

　俺は保育士ばりの愛想のよさで自己紹介をした。

「はい、こちらこそ本日はよろしくお願いしますね」

　七海ちゃんはにこやかに笑って、もう一度お辞儀をした。湊千紗の妹とは思えないくらい礼儀正しく、しっかりした娘こである。うーむ、俺もこんな妹欲しいな……。

「…………慶人ってロリコン？」

　湊千紗がジト目で、名めい誉よ毀き損そんで告こく訴そしてもいいくらいの嫌疑をかけてきた。

「なんでだよ」

「だって、わたしに対してと態度が違いすぎる」

「……そりゃ、クラスメイトと年下の女の子では対応も変わるだろ」

　正確には〝湊千紗〟と〝それ以外の女子〟なんだけど、そこまでは言えない。

「んー、まあ、それもそうか」

　幸い、湊千紗もそれで納得してくれた。

「……でも、いちおう言っておくけど、変な目では見ないでよね」

「見るわけねーだろ」

　呆あきれたようにツッコむ。すると、七海ちゃんが不満げな声を上げた。

「えー、見てくれないんですかー？」

「…………」俺は絶句して、まじまじと七海ちゃんを見つめる。

「冗談ですよ？」七海ちゃんはぺろっと舌を出した。

　……なるほど。礼儀正しくしっかりしていても、そこは湊千紗の妹ってわけか。ただの小学生と侮あなどってると、痛い目に遭あいそうだ。ちょっと気を引き締しめていこう。

「ふふっ、末すえ恐おそろしい妹でしょ？」

　湊千紗はなぜか自慢げにそっと耳打ちしてきた。

　顔が近いことにどぎまぎしつつ、「……まったくだよ」と俺は嘆たん息そくした。

　これは覚悟しなければならない。今日はえらい疲れる一日になりそうだ……。




　だが、現実は俺の覚悟を容易に上回ってきやがった。

　湊千紗が仕込んでいたドッキリはひとつじゃなかったのだ。

　妹なんて比較にならないほど派手で、冗談では済まされない危険なやつが……。

　電車に揺られること三十分。そして、とある施設の無料送迎バスで十五分。

　……そこはどこからどう見ても、俺が想定していた水族館ではなかった。

　この世の楽園であり──地獄だった。

「とーちゃく！」

　バスから降り、施設の正面玄関の前で、湊みなと千ち紗さはクイズ番組の司会者のように言った。

「なんと！　今日の目的地はここ、『ハワイアンブルー』でした！」

「でしたじゃねええええええええええええええええええええええっ!?」

　他のお客の迷惑も顧かえりみず、俺は全力で叫んでしまった。

　ハワイアンブルー。大型屋内温水プール施設。平たく言うとスパリゾートである。

　つまり水着である。

　私服姿でもかなりやばいのに、水着姿なんて見たら卒倒しかねないぞ。

「電車で三十分じゃねえじゃん！　バス乗ってるじゃん！」

　俺は泣きそうになりながら怒ど鳴なりつけた。

　ドッキリでマジギレは大人げない？　そんなもん知るか！

「最寄り駅まではって言ったじゃん。水って大ヒントも出したし」

　湊千紗はしてやったりの笑みを浮かべた。

「可愛かわいい生き物は!?」「七なな海み」「たしかに可愛いけどさ！」

　妹を生き物呼ばわりすんな！

「そんな慶けい人とさん、可愛いだなんて照れちゃいますよ」

　七海ちゃんは赤らめた顔を両手で挟はさみ、嬉うれしそうにもじもじとした。

　──くそ、可愛い生き物としか言いようがない！

「……七海ちゃん、きみのお姉さんのこと殴なぐってもいい？」

　俺は盛大にため息をついて、暗い声で七海ちゃんに訊たずねた。もちろん冗談だったけど、

「は？　いいわけないでしょう。そんなことしたらぶっ飛ばしますよ」と本気で睨にらまれた。

「あ、すいません……」

　女子小学生に対して、俺の心は一瞬で平伏した。……この娘こ、物腰は柔らかいけど、実際のところ姉よりずっと好戦的な性格っぽい。そして重度のシスコンだと確信した。

　七海ちゃんから湊千紗に視線を戻す。

「……てか、水着とか持ってきてねーんだけど？」

「だいじょぶ。水着もタオルもタダで貸してくれるから」

「…………帰ってもいい？」

　ダメ元で訊ねてみると、湊千紗はにっこり笑った。

「いいわけないじゃん。そんなことしたらぶっ飛ばすよ？」




　ぶっ飛ばされたくはないので、俺は渋々ハワイアンブルーの中に入った。湊姉妹といったん別れて、更衣室でレンタルした水着（ごくありふれたトランクスタイプ）に着替える。

　ロッカーのカギ兼サイフのリストバンド──施設内で使えるＩＣカードみたいになっていて、出るときに清算するシステムらしい──をつけて、更衣室を出る。

　そこは常とこ夏なつの南の島だった。

　目の前に広がった非日常的空間に、「おお……」と思わず声が漏れた。

　ビーチを模した波の出るメインプール。こいつは奥に行くほど水深が深くなる構造らしく、屋内プールとは思えないくらいでかい。波打ち際にはビーチチェアで寝ている人がちらほらいて、さすがに砂浜はないがほんとにビーチみたいだ。

　そばにあった案内図によると、他には定番の流れるプール、数十人は入れるジャグジーなどがあり、そしてウォータースライダーが五本もあるとのことだった。

　……思ったよりすげえぞ、ハワイアンブルー。

　しかもこれだけ充実した施設でありながら、さほど混んでいないのが素晴らしい。時期はずれだからってのが大きいんだろうけど、それにしたって空すいている。こんなんで経営は大丈夫なのか？　と心配になるくらいだ。ただまあ、俺は経営者じゃないので空いている方がありがたい。……うん、いいね。ついさっきまでめっちゃ帰りたかったのに、思いの外ほかテンション上がってきた。

　女子の着替えは遅いとはよく言われるが、それは本当のようだ。俺から遅れること十分以上。もう先にプールに入ってしまおうかと思いはじめたところで、ようやく湊みなと姉妹はやってきた。

「慶けい人とさん、お待たせしました」

　声に振り向く。水着姿の七なな海みちゃんが立っていた。

　黒いキャミソールに、ドット柄のミニスカートを合わせたような水着だ。落ち着いた色合いでいて、たくさんのフリルが女の子らしさをばっちり演出している。

「おー、よく似合ってるじゃん」

　やはりテンションが上がっていたのだろう。素直に賞しよう賛さんを口にできた。

「あは、ありがとうございます。欲情しちゃいますか？」

「それはないけど」

「ええーっ、なんでですか？　慶人さんって女性に興味がない嗜し好こうの方ですか？」

「ちゃんと女性に興味がある嗜好の方だよ」

　可愛かわいらしいとは思うけど、小学生は女性のカテゴリーに入らない。

　七海ちゃんはむぅとうなり、一転、にやりとした笑みを浮かべ、

「では、お姉ねえのほうはどうでしょう？」と振ってきた。

「…………」

　俺は言葉に詰まった。もちろん姉妹は揃そろって更衣室から出てきたので、湊千ち紗さは七海ちゃんの隣に立っている。でも、無む理り矢や理り意識から外していた。

「ちょっと、七海は褒ほめてわたしは無視？　やっぱりロリコンなの？」

　不満げにそう言われてしまうと、観念して視線を向けざるを得ない。

　ビキニ。白とピンクのストライプ。ポニーテール。鎖骨。二の腕。生足。

　直視するのはあまりに危険だと判断し、断片的に情報を切り取った。それでもごくりとのどが鳴り、鼓こ動どうがえらいことになる。そして我が慢まんできずに、全身を拝んでしまった。

　──胸、思ったよりあるじゃん!?

　──くびれぱねええええええっ!?

　──脚なげええええええええっ！　きれえええええええええええええっ！

　──これは、欲情してしまう……っ！

　耐えきれなくて、三秒と保もたずに顔を背けた。ダメだ。これはまじでダメなやつだ。スタイルよすぎ。望遠鏡で太陽見るより危ない。血液が沸ふつ騰とうしてしまう。あと、地味にポニテがいい。普段の清せい楚そっぽさではなく、健康的な色気を感じる。髪型が違うだけでこうも印象が変わるか。本気でやばい。可愛かわいいなんてもんじゃねえ……。

「……なんか言ってよ。そんなに変？」

　変なわけないだろ！　とツッコむこともできない。

「お姉、慶けい人とさんは照れてるんですよ」

　七なな海みちゃんが助け船を出してくれた。小学生にフォローされるのも情けないけど、非常に助かる。まじで七海ちゃんがいてくれてよかった。湊みなと千ち紗さとふたりきりなら死んでた。

「そうなの慶人？」

「……それより早く泳ごうぜ！　おっ、あそこでうきわとか借りられるみたいだぞ！」

「あっ、こら逃げるな！」

　逃げじゃない！　戦略的撤退だ！

　うきわのレンタルは一日五百円と有料だったが、この場を誤ご魔ま化かせるなら安いものだ。俺のおごりで湊千紗と七海ちゃんのためにひとつずつ借りて、なんとか感想については勘かん弁べんしてもらった。




　まあ、そんなこんなで、いざプールへ。まずはメインの波の出るプールだ。

　あたたかい室温に水は適度に冷たくて、プールの中はとても心地よかった。なにより、身体がほぼ水中に隠れるのがいい。おかげで視覚的な脅きよう威い度は格段に下がり、これならなんとか平常心を保てそうだった。

「慶人さん、引っ張ってください！　馬車馬のごとく！」

　きゃっきゃとはしゃぐ七海ちゃんに命じられるがまま、俺は七海ちゃんの浮き輪のひもを引っ張り、波に逆らって泳いだ。そんで、ある程度沖まで行ったら今度は波に乗り、浮き輪をビート板のようにしてバタ足で押す。

「きゃあああああああっ！」と歓かん声せいをあげる七海ちゃん。

　うまく波とタイミングが合うと、沖から浜まで一気にすいぃーっと戻ってくることができた。浮き輪でボディーボードをしている感じだ。すげー気持ちいい。

「慶人！　わたしにもそれやって！」

　湊千紗が俺の背中をぺちぺちと叩たたいて、自分の浮き輪のひもを俺に持たせようとした。

「──っ!?」

　直接素肌をさわられて、俺は一瞬でダメになった。浮き輪のひもじゃなくて、ビキニのひもを引っ張ってもいいですか？　と言いそうになるくらいのダメっぷりだった。

　──くそっ、油断した！　警戒すべきは視覚だけじゃなかった！

　身　体　的　接　触！

　より怖いのはこっちの方だ！　手とか足くらいならまだしも──むっ、胸とかぽよんと当たってみろ!?　理性ゲージは一撃で吹っ飛ぶぞ！

　俺は歯がみして、熱くなった頭を冷やすために潜水する。その際、湊みなと千ち紗さの下半身が視界に入りかけた。泡を食って、というか泡を吐いて、懸命に意識から追い出す。水底にはりつき、ぎゅっと目を閉じ、息が続くぎりぎりまで落語の『寿じゆ限げ無む』を心の中で唱となえた。

「──ぷはっ！　はあっ、はあっ、はあっ……」

「…………なにしてんの？」

　水面から顔を出して荒々しく呼吸している俺に、湊千紗は怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「な、なんでもない。てか、波の出るプールもう飽きたわー。流れるプールに行こうぜ！」

「えっ、ちょっ!?　わたしにも波乗りジョニーやってよ！」

　……波乗りジョニーって。むろん他意なんてあるわけないのだが、なんだかジョニーすらやらしい響きに聞こえてくるぞ。

「ねえ、わたしにもやってやって！」

　などと、また煩ぼん悩のうを刺激するようなことを大声で言う湊千紗に、

「あとでやってやるから！」

　心にもないことを言って、俺は波の出るプールから上がろうとする。

「今やってよ！」

「うっさい！　それより俺は猛烈に流されたいんだ！　七なな海みちゃんもそうだよね!?」

「へっ？　あ、はい」

　七海ちゃんを勢いでうなずかせると、俺は居い丈たけ高だかに告げる。

「ほら！　妹がこう言ってんだから、お姉ちゃんは我が慢まんしなさい！」

「なにそのお母さん口調!?　てか、流されるなら波でもいいじゃん！」

「はあ？　なめんな！　あんな人工の波で俺が満足できるわけねえだろ！　流れるプールこそ本物なんだよ！」

「いやいや！　普通に考えて流れるプールの方がしょぼいでしょ！」

「黙れ小娘！　水を語るならウンディーネと契約してからにしろ！」

「なに言ってんの!?」

「行くぜ！　流れるプール！　俺たちの戦いはこれからだ！」

　少年誌の熱血主人公ばりに叫び、俺は問答無用で流れるプールへと移動した。

　……まあ、ほんとに少年誌の主人公なら、ここは波の出るプールでくっついたりポロリをしたりと、ラッキースケベな場面に出くわすんだろうけどな。漫画を読んでるときは俺もこんなとらぶるにお目にかかってみたいもんだぜ、と思ったものだが現実では無理。耐えられない。相手がどうでもいいビッチならともかく、湊千紗みたいな純粋な女子にそういう感情は抱きたくない。

　つーわけで。それ以降はポジション取りに細心の注意を払った。お互いにその気がなくとも、動きにくい水中ではうっかりぶつかってしまう恐れがある。だから常に七なな海みちゃんを間に挟はさむようさりげない移動を繰り返し、湊みなと千ち紗さとは一定の距離を保った。

　逆に、七海ちゃんとはびっくりするくらい距離が縮まった。

　意外ってほどでもないけど、俺と七海ちゃんはかなり馬が合った。小学生とは思えない高い精神年齢と、姉譲りの独特のセンス。それでいて湊千紗と違い、余計な緊張を強いられることもない。ただただ楽しいばかりである。知り合いの妹ではなく、数年来の親友のように接することができた。湊千紗が「……わたし、ちょっと疲れたからあっちで休んでるね」と言ってからも、ふたりで散々遊び回った。やたら長い流れるプールを三周して、ウォータースライダーを五回以上もすべった。

「おなか空すきましたね」

　思い出したように七海ちゃんが言った。言われてみれば、と俺も腹に手をやる。気がつくと十四時を回っていた。そりゃ腹も減るわな。

「おごるよ。なに食べたい？」

　お兄さんぶりたいわけじゃないけど、年上としてそう言った。

「ロコモコなるものを食べてみたいです！」

　七海ちゃんは変に遠えん慮りよせず、素直にリクエストを述べてくれた。無邪気でよろしい。

　プールから上がり、海の家みたいなデザインのフードコートエリアに足を向ける。

「えへっ」と、七海ちゃんがおもむろに腕を絡めてきた。

「──ちょ、なにしてんの？」

　いくら異性を感じないとはいえ、ここまで寄り添そわれるとさすがにドキリとしてしまう。

「だめですか？」

　七海ちゃんは上目遣いで言う。

「前からお兄ちゃんが欲しかったんですよ。だから、ちょっと甘えさせてください」

「……しょうがないな」

　この子は将来確実に魔性の女になるなと思った。湊千紗も大概だけど、七海ちゃんの方がより自覚的に男を振り回しそうだ。まあ、無自覚の方がよりタチが悪いとも言えるけど──って、そういや湊千紗！

　別行動になってからもう一時間以上も経たっている。そのうち戻ってくるだろうと思っていたけど、それはあまりにも気遣いに欠ける態度だった。なぜならここではケータイなどの連絡手段はない。合流するなら俺たちが迎むかえに行ってやらねばならなかった。つまり今の俺たちは、湊千紗をほったらかしにしているに等しい。

「……湊さんのこと忘れてた」

　俺のつぶやきに、七海ちゃんもはっとした。ジト目になって非難してくる。

「……お姉のことを忘れるなんて慶けい人とさん、最低ですね」

「いや、七海ちゃんも忘れてたよね!?」

「慶けい人とさんが楽しすぎるのがいけないんですよ！」

　……責任をなすりつけあっても仕方がない。

　俺たちはとりあえず、湊みなと千ち紗さが休んでいるはずのビーチエリアへと向かった。しかしビーチチェアでくつろいでいる人たちの中に、湊千紗の姿はなかった。待ちくたびれてどこかに行ってしまったのだろう。……これは、まいったな。

「迷子センターで呼び出してもらいますか？」と七なな海みちゃんは言った。

　悪くないアイデアだが放置された挙あげ句くに放送で呼び出しなんてされたら、どんな聖人君子でもキレるだろう。それは最後の手段として取っておきたい。

「……その前に、手分けして探してみよう」

「……そうですね」

「十分後にここで待ち合わせしよう」

「わかりました」

　七海ちゃんには流れるプール方面に行ってもらい、俺は反対方向へ足早に向かった。




　当たりを引いたのは俺だった。

　幸いにも湊千紗はすぐに見つかった。普通にジャグジーを満まん喫きつしていた。やはり呼び出しをしないでよかった。俺は胸をなで下ろし、「ここにいたのか」と近づいた。

　湊千紗はゴミを見るような目で俺を見て、「あ、ロリコンだ」と冷やかに告げた。













　ロリコンと言われるのは今日三度目だが、ついに疑問ではなく断定されてしまった。

　……やばい、めちゃめちゃ怒ってらっしゃる。こうなったら正々堂々謝るしかない。

「ほったらかして、大変申し訳ありませんでした」

「…………」

　深々と頭を下げた俺に、湊みなと千ち紗さは無言でそっぽを向いた。

　……さすがに言葉だけじゃ簡単には許してもらえないか。そう思った俺は嘆たん息そくして、

「おわびになんでもおごるからさ、メシ食いに行こうぜ」

　と、わかりやすく誠意を示した。まあ本当のことを言うと招待券のお返しとして、元からメシくらいはおごらせてもらうつもりだったけど。でもこの際だから、口実として利用してもいいだろう。こういうところの食べ物は高そうだが、デザートもどんとこいだ。

　しかし、湊千紗は首を横に振った。

「……いい、いらない」

「へ？」思わず間の抜けた声が漏れる。「……え、なんで？」

　メシであっさり機嫌が直ると高をくくっていたので、俺は軽く動揺した。

「食欲ない」

「は？　体調でも悪いのか？」

「悪くない。やんなるくらい健康」

「……だったら、とりあえず行こうぜ。食べ物見ればなんか食いたくなるよ」

「やだ。気が乗らない」

「……七なな海みちゃんもおなかを空すかせて待ってるぞ」

「──うっさいロリコン！」

「……っ」

　予想外に強い罵ば声せいに鼻はな白じろむ。さすがに言い返さないわけにはいかない。

「だからロリコンじゃねえって言ってるだろ」

「じゃあ訊きくけど」

　湊千紗はぞくりとするような鋭い目つきで睨にらんできた。

「なんでわたしのこと露ろ骨こつに避けるの？　なんでわたしは未いまだに湊さんなのに七海のことは最初から七海ちゃんって呼ぶの？　なんでわたしといるときより七海といるときの方が楽しそうなの？」

「…………」

　早口でまくしたてられ、俺は言葉を失ってしまう。

　単純に説明に困ったというのもあるが、それ以上に驚いていた。

　そりゃ怒られるとは思っていた。教室での淑しゆ女くじよモードは別として、素すの湊千紗は喜怒哀楽をはっきりと出してくる女だ。マスターのような貫かん禄ろくある大人にさえ、不満があったらきっちりともの申す。ただし、そこにはまったく嫌いや味みがない。罪を憎んで人を憎まずを地でいくような、気持ちいいくらいのカラッとした怒りなのだ。

　だから、不満を述べるためというより相手を責めるためみたいな、こういう問い詰め方をされるとは思っていなかった。

　端的に言えば、ショックだった。幻げん滅めつしたとか失望したとか、そういうことではない。

　湊みなと千ち紗さに俺の知らない面があったことがショックだったのだ。

　俺はどこかで、自分は湊千紗の理解者であると思っていた。

　湊千紗の本当の姿を知っているのは、学校で自分だけだと思っていた。

　でも、そうじゃなかった。当たり前だ。数え切れないほど交わした手紙に加えて、近頃は毎日のように一緒にいるから忘れそうになるけど、湊千紗との本格的な付き合いはまだ二週間ちょっとなのだ。たったそれだけの間で相手のことを全部知った気になるなんて、思い上がりも甚はなはだしい。

　そのことに気づいて、俺は呆ぼう然ぜんと押し黙ってしまった。──すると、

「…………うぅ……ごめん」

　降りた沈黙に耐えかねたように、なぜか湊千紗が泣きそうな顔で謝ってきた。

「……え、なんで湊さんが謝るの？」

　湊千紗の心情の変化についていけず、俺はおろおろと訊たずねる。

「だって、慶けい人とは全然悪くない。むしろ感謝してる。七なな海みを楽しませてくれてありがとう」

　思い切りなじられたかと思うと、今度はお礼を言われてしまった。わけがわからん。女心難しすぎだろ。なんで義務教育で教えてくれないんだよ。

「……でも、なんか、悔しかったの」湊千紗はすねるように言った。

「なにが？」

「だから、わたしといるときより七海といるときの方が、慶人が楽しそうなのが」

「…………」

　まあ正直、それは否定できない。七海ちゃんといるときの方が自然体でいられるのは確かだからだ。その様子が普段より楽しそうに見えると言われたら、そうなのだろう。

　だけど、それはあくまで見た目の話だ。実際に湊千紗と七海ちゃん、どちらと一緒にいるときの方が楽しいかっていうと──うん、七海ちゃんの方が上だわ。や、だって七海ちゃん、まじで可愛かわいいんだもん。妹的な意味で。純粋に楽しさだけで比べたら、七海ちゃんが僅きん差さで勝っちゃうわ。

　ともあれ、湊千紗がどうして怒ったのかは理解できた。

「要するに、嫉妬してたってことか？」

「……うん、そう」

　こくりと湊千紗はうなずいた。

「……やつあたりしました。ごめんなさい」

「ふはははははっ！」

「──なんで笑うの!?」

　湊千紗は顔を真っ赤にして声を荒げた。

　なんでって、水着姿もまともに見られない情けないこの俺が、みんなの憧あこがれである湊みなと千ち紗さにやきもちを焼かせたのだ。そりゃ笑うだろ。笑うしかないだろ。

　もちろん、この場合の嫉妬は男女のそれとは違う。湊千紗が嫉妬したのは俺をお笑いの相方にしたいからだ。お笑いとは人を楽しませるものである。自分より俺を楽しませる誰かが現れたら、たしかに苛いら立だつのも無理はない。言うなれば、テニスのダブルスのペアが他の誰かと自分以上に息が合っているのを見てしまった、みたいな感じである。

　しかしそれでも、俺はおかしくてたまらなかった。ずっと振り回されてると思っていたけど、そうか、今日に限っては俺が湊千紗を振り回していたのか。湊千紗には悪いけど、それは実に痛快だった。

　その上でさらに、『やつあたりしました。ごめんなさい』ときた。素直すぎんだろ。舌の根も乾かぬうちに自分から謝ってくるとか、どんだけやつあたりが下手なんだよ。

「──はははははははっ！」

「いくらなんでも笑いすぎでしょ!?　全然笑うところじゃないから！　今までで一番の爆笑をこんなところで出さないでよ！」

　湊千紗にはまだまだ、俺の知らないところがたくさんあるだろう。

　だが、確信を持って言える。どこまでいっても、湊千紗は湊千紗だ。

　もっと知りたい。少しでも多く、この女のことを知りたいと思った。

　七なな海みちゃんと遊ぶのは最高に楽しいけど、湊千紗はそれ以上に面白い。

　楽しいと面白い。

　お笑い好きの俺がどっちを選ぶかは、言うまでもない。

「──ふう」ようやく笑いが収まり、「とりあえず」と俺は言った。

「これからは湊さんのこと……千紗って呼んでもいい？」

「ぇ……」

　湊千紗はきょとんとして、照れたように頬ほおを染め、涙目で怒ど鳴なってきた。

「──むしろそう呼ばなきゃ怒るから！」

　いい加減、意地を張るのはやめにしよう。

　美少女に恋をしたって傷つくのはわかってるけど。

　それでも俺は、こいつのそばに居続けたい。

　だから。

　もう湊千紗──千紗に惚ほれてもいいんじゃないかと、そう思った。




　それから七海ちゃんと合流して、三人で腹ごしらえをして、体力の限界まで遊び尽くした。今が人生のピークと言われたら信じるしかないくらい、それは素す敵てきな時間だった。

　また、俺は開き直ってたっぷりと千紗の水着姿を堪たん能のうした。水着の食い込みを直す仕草を見てしまったときは鼻血が出るかと思った。興奮を隠せずにいると七海ちゃんから、

「あまりえろい目でお姉のこと見ないでください……潰つぶしますよ？」

　と脅おどされた。「何を？」とは怖くて訊きけなかった。





　　　　＊






　私服に着替えて更衣室を出る。時刻はちょうど十九時を回ったところだ。

　営業時間は二○時までで千ち紗さは「ぎりぎりまで遊んでこうよ」と言ったが、あまり遅くなるのもどうかと思ったし、外が暗くなってからカップルたちが露ろ骨こつにいちゃつき出したのも目に余った。七なな海みちゃんにそういうのを見せるのは教育上よろしくない。俺の精神にはもっとよろしくない。あれだ、家族と食事中にラブシーンが流れるような気まずさである。なもんで、この時間で切り上げさせてもらった。

　女子の着替えが遅いことはすでに知っている。どうせまたしばらく待つことになるだろうと思い、自販機で缶コーヒーを買ってロビーのソファに腰を下ろした。思わずため息が漏れる。あー、すげーつかれた……。

　甘ったるい缶コーヒーをちびちび飲んでいると、予想より大分早く七海ちゃんが近づいてくるのが見えた。ただしひとりだ。別々に出てきたのか？

「あ、いいもの飲んでるじゃないですか。わたしにもくださいよ」

　七海ちゃんはそう言って俺から缶コーヒーを奪い、無許可で口をつけた。うわ、俺のファースト間接キッスが……。いや、別に全然構わないけど。

「ありがとうございます。とてもおいしかったです」

　七海ちゃんは笑顔で空き缶を俺に返した。全部飲みやがったな……。そこはやはり小学生か、姉よりも遠えん慮りよがないな。

「そりゃよかった」と俺は苦笑する。

「わたしはお姉と違って、コーヒーの味がわかる大人の女ですからね」

「缶コーヒーでコーヒーの味を語られてもな……」

　カップラーメンでラーメンを語るようなもんだぞ。

　空き缶を捨てるために立ち上がり、「で、そのお姉は？」と訊たずねた。

「まだ更衣室です。髪を乾かすのに手間取ってます」

「あー」

　たしかにあのボリュームじゃ大変そうだ。

　空き缶を処理してソファに戻り、「待ってあげればよかったのに」と俺は言った。

「いえ、この隙すきに慶けい人とさんとふたりきりになっておこうと思いまして」

　冗談っぽく答えて、七海ちゃんは俺の隣に腰掛け、ふわりと微笑ほほえむ。

　見事に男心をくすぐる所しよ作さである。しかもある程度計算してやってるっぽいんだよな。

　ほんと末すえ恐おそろしい。十年後くらいにはどこかの社長を籠ろう絡らくして、会社の資産を自由自在に動かしてそう。

　ただ末がなんであれ、今はまだ小学生。惑わされたりはしない。でもだからこそ、あえて甘やかすのがなんとなく楽しくて、「まだなんか飲む？」と訊たずねてあげた。

「いえ、大丈夫です。慶けい人とさんと間接キスしたかっただけですから」

「……ちょっとそのボケは切れ味よすぎるな」

「ふふ、たくさん遊んでくれたお礼ですよ。今日は本当にありがとうございます」

　七なな海みちゃんは丁寧にお辞儀をした。

「とても楽しかったです。おかげでいい思い出ができました」

「や、こちらこそすげえ楽しかったよ」

　少々大げさな物言いに、俺は恐きよう縮しゆくしてしまう。本当に礼儀正しい子だ。わがままとのバランスが絶妙である。まさに理想の妹。なんでも言うことを聞いてあげたくなる。あれ、やっぱり俺、惑わされてね……？

「ところで慶人さん、ひとつお願いがあります」

「……なに？」

　自身に疑問を抱いたところだったので、思わずちょっと警戒してしまう。

「連絡先を教えてください。お姉の前だとなんか怒られそうなので、今のうちに」

「あはは、りょーかい」

　俺は快く応じた。そんなことならおやすいご用である。

　なんか怒られそうって言い方が地味に面白かった。たしかに千ち紗さの前で交換したら、なんか怒られそうだ。あと七海ちゃんが微妙に千紗を恐れてる感じが、姉妹の力関係が垣かい間ま見みえて愉ゆ快かいだった。

　連絡先の交換が済むと、七海ちゃんはにひひと悪役っぽい笑みを浮かべた。

「ありがとうございます。これでいざというとき、お姉を脅おどすことができます」

「……いざというときって？」

「チャンネル争いとか、デザートの取り合いとか」

　……ずいぶんと平和な〝いざ〟であるが、当人たちにとっては切実な問題なのかもしれない。ひとりっ子の俺は逆にちょっとうらやましい。

「ちなみに、どうやって脅すつもりなの？」

「そうですね。たとえば、あらかじめお姉の恥ずかしい写真を撮っておいて、『慶人さんに送るよ？』とちらつかせれば、かなり効くと思います」

　……そうか。だったらぜひ積極的に争っていただき、はずみでこちらに送って欲しい。着替え中とか、風呂上がりとか──って、アホか。小学生の前でやらしいこと考えるな。

「てか、小学生でもケータイ持ってるんだね」

　なんでもいいから話題を逸そらそうと思い、とりあえずそう訊ねた。

「今時珍めずらしくもないですよ。特にうちはわたしが日々の買い物をすることが多いので、ないと困るんです」

「へえ、偉えらいね」

「まあ、母子家庭なんで」

「あ、そうなんだ」

　その情報は初耳である。でも、千ち紗さの口から一度も父親の話を聞いたことがなかったので、それほど意外ではなかった。

　興味はあったがあまり家庭の事情にツッコむのもなんだ。また話題を変える。

「そういや今さらだけど、七なな海みちゃんっていくつなの？」

　小学校の高学年くらいって認識だけで、まだ具体的な年齢は聞いていなかった。

「上から99、」

「スリーサイズじゃねえ」

「え、ちがうんですか？」

「違うに決まってるだろ。しかもそのボケ、姉とかぶってるぞ」

「このボケは湊みなと家の伝統ですから」

「どんな伝統だよ……」

　人様の教育方針に口出ししたくはないけど、もっと伝えるべきことがあるだろ……。

「でも慶けい人とさん、スリーサイズ以外でわたしのどこの数字に興味があるんですか？　左手薬指のサイズですか？　婚約指輪は一緒に選びに行きたい派なんですけど」

「俺もサプライズとかめんどいからそっち派に賛成だけど、ちげーよ。普通に年齢だよ」

「なんだ、それなら最初からそう訊きいてくださいよ」

「え、悪いの俺？」

「十一歳です」

　無駄にボケを重ねた割に、七海ちゃんはあっさり答えてくれた。

「ちなみに五年生です。慶人さんの守しゆ備び範はん囲いに入ってますか？」

「入ってない」

「そうですか。残念です。来年まで待ちます」

「いや、六年生も範囲じゃないから」

　ツッコむと、七海ちゃんは「ふふっ」と笑った。

「いやあ、さすがはお姉が選んだツッコミですね。ボケ甲が斐いがありますよ」

「……そりゃどうも。そういう七海ちゃんも、さすが千紗の妹って感じだけど」

「いえいえ。お姉に比べたらわたしなんて胸元にも及びませんよ」

「結構及んでるじゃん」

「胸元といえば最近わたし、ブラジャーを使い始めてですね」

「ちょっ、待て！　そんなこと赤せき裸ら々らに語るな！」

　どんな話の広げ方だよ。勘かん弁べんしてくれ。他の人に聞かれたら白い目で見られるだろ。下手したら通報されるかもしれん。

「では、慶人さん。今度はわたしからの質問に答えてください」

「いいよ」

　俺は即座にうなずいた。どんな質問でもブラジャーの話題よりはましだろう。

「お姉のどこに惚ほれたんですか？」

「──っ!?」噴いた。「な、ななっ、なんのことかなっ？」

「あははっ、それで誤ご魔ま化かしてるつもりですか？」

　けらけら笑う七なな海みちゃん。俺はため息を漏らし、「……そう見える？」と訊たずねた。

「見えます」即答だった。「最初の方は微妙でしたけど、お昼以降はもう丸見えでした」

　……そうか。丸見えか。じゃあやっぱり、そうなんだろうな。惚れてもいいと思った途と端たんに、俺は千ち紗さに惚れてしまったわけだ。今なら素直に認められる。俺は千紗が好きだ。

「……もしかして、千紗も気づいてるかな？」

「んー、それはないと思いますよ。お姉は恋愛方面にはおそろしく鈍どん感かんなので」

「ならよかった」

「それより慶けい人とさん。早く質問の答えをお願いします」

　七海ちゃんが話を戻した。恋に恋するお年頃なのか、きらきらとした瞳をしている。

　……千紗のどこに惚れたか、ねえ。

「んなもん、恥ずかしくて言えるか」

「えぇー、わたしは慶人さんの質問に答えたのに。不公平ですよ」

「質問の重みが違うだろ」

「教えてくれたら、妹であるわたしが全力で応援しますよ？」

「……まじで？」

「まじです」七海ちゃんは力強くうなずいてくれた。

　……おお、それはかなり心強いな。湊みなと姉妹の絆きずなは相当なものだ。七海ちゃんの支援を得られるなら、もしかしたら一パーセントくらい勝算が見込めるかもしれない。それでも一パーかよって感じだけど、そりゃ元のスペック差が半端じゃないから仕方がない。

「てか、七海ちゃん的にはいいの？　俺と千紗がくっついても」

「いいですよ」

　七海ちゃんはにっこり微笑ほほえむ。

「たしかに、慶人さんはお姉には不相応な冴さえない方ですけど」

「おい」

「でも、あんなに楽しそうなお姉を見せられたら認めるしかないです。一日じっくりと試験させていただいた結果、慶人さんはぎり合格です」

　……今日って遊びじゃなくて、試験だったのかよ。しかもぎりかよ。

「ま、そんなわけなんで、わたしは慶人さんに期待してるんですよ。時間は残り少ないですが、お姉に最高の思い出を作ってあげてください」

「……残り少ない？」

　その言い方に、違和感を覚えた。たしかに文化祭まではあまり日がないけど……。

「少ないでしょう？」と七海ちゃんは眉まゆをひそめ、とんでもないことを口にする。




「日本を発たつまで、あと八日しかないんですから」




「──は？」

　どくんと心臓が大きく跳ねた。

　──日本を発つ……？　なんだ、それ……？

　愕がく然ぜんとする俺に、七なな海みちゃんは「え？」と目を瞬またたかせる。

「……もしかして、聞いてないんですか？」

「何を？」

「…………すいません。今のは聞かなかったことにしてください」

「いやいや、無理だよ」

　気まずそうに顔を背ける七海ちゃんに、俺は詰め寄る。

「どういうことか説明してくれ」

「……なんでもないので、気にしないでください」

　なんでもない？　その反応が、なんでもあることのなによりの証あかしだろ。

　これまで感じたことのない焦しよう燥そうで、俺は軽いめまいを覚えた。

「七海ちゃん、頼む。教えてくれ」

「……慶けい人とさん、痛いです」

　弱々しい声に我に返る。七海ちゃんの両肩をがっしりと掴つかんでいた。慌あわてて離す。

「あ、ごめん……」

「……いえ、こちらこそ、すいません」

　七海ちゃんは伏し目がちに謝ると、そのまま口をつぐんでしまった。千ち紗さが秘密にしているなら自分が言うべきではない。そんな風に気を遣ったのだろう。

　七海ちゃんを困らせるのは本意ではない。俺は七海ちゃんから話を聞くことを諦あきらめた。

「ごめん、お待たせー」

　タイミングがいいのか悪いのか、そこで千紗が姿を現す。

「……あれ、どうしたの？」

　すぐに俺と七海ちゃんの様子がおかしいことを察して、千紗は首を傾かしげた。

「なんでもないよ」

　努めて明るい口調で俺は言った。その無駄な明るさがなんでもあることのなによりの証だったが、千紗は深くツッコまないでくれた。

「……そう？　んじゃ、帰ろうか」




　帰りのバスと電車はプールではしゃいだのが嘘うそだったみたいに、重く沈んだ空気になった。千紗が気を遣ってあれこれ雑談を振ってくれたが、俺も七海ちゃんも先ほどの一件で動揺していて、うまく乗ってあげることができなかった。

　地元の駅に帰ってくる。時刻は二○時前。乗り換えがスムーズにいった分、行きより時間はかからなかった。なのに、行きの何倍も長く感じた。

　ここから俺は徒歩で、湊みなと姉妹はまたバスだ。今日はこれで解散だろう。

　そう思ったのだが、

「七なな海み、悪いんだけど、ちょっとそこのマックで待っててくれない？」と千ち紗さが言った。

「え、どうして？」

「慶けい人ととちょっと話したいことがあるの」

　真剣なトーン。話とはもちろん、不自然な態度についてだろう。どうやら先ほどはスルーしてくれたのではなく、単にふたりきりになるタイミングをうかがっていただけらしい。

「……わかった」

　七海ちゃんは神しん妙みようにうなずいて、二十四時間営業のマクドナルドに入っていった。

「あそこで話そう」

　七海ちゃんを見送り、千紗は百メートルほど先にある小さな神社を示した。

「……ああ」と俺は短く答えた。

　お互い無言のまま歩いて、神社の境けい内だいに。正月や夏祭りなど特別な時期は大勢の地元民でにぎわうが、今は閑散としていて俺たちの他に人ひと気けはなかった。

　外灯のそばの寂れたベンチに並んで腰掛ける。じっとしていると結構肌寒い。でも、寒さを気にする余裕なんてなかった。それよりも、好きな女の子と完全にふたりきりというシチュエーションで、まったくわくわくしないことの方がはるかに重大な問題だった。

「で、七海と何があったの？」

　千紗は単刀直入に切り出してきた。

「…………」

　なんて答えようか迷う。七海ちゃんにはあんなに迫ったくせに、今はこの場から逃げ出したくてしょうがなかった。千紗の口から真実を聞くのが怖かった。

　でも、先送りにしても意味がない。いくらか逡しゆん巡じゆんして、この質問を返答とした。

「……千紗、海外に行くのか？」

「…………やっぱり、その話か」

　千紗は一度大きく息を吐いて、「うん」とうなずいた。

「文化祭の次の日にね、わたし、というか我が家は、フランスに引っ越すの」

「…………」

　嫌な予感が的中して、俺は何も言えずにうつむいた。自分が今どんな顔をしてるかわからないけど、千紗に見られたくない顔なのは確かだった。

「黙っていてごめんなさい……」

　沈痛な声音。俺がへこめばへこむほど、千紗もいたたまれなくなる。それがわかっていても、気丈に振るまうことはできなかった。

「……なんで教えてくれなかったんだ？」

　全身に力が入らず、うつむいたまま訊たずねる。

「変に気を遣って欲しくなかったの」

「気を遣う？」

「たとえば、日本での最後の思い出として慶けい人ととＰ１に出たい、とか言ったら、すごい断りにくくなるでしょ？」

「……あぁ、そりゃたしかに」

　納得した。

　相方に気を遣わせて漫才やるのもしんどいだろうし、その気持ちは理解できた。

「……引っ越しの理由はなんなんだ？」

「お母さんが、向こうでお店を開くことになったの」

　千ち紗さは丁寧に説明してくれた。

　開業資金はこちらが持つから、今度こそ共同で店を開こう。

　先月、千紗のお母さんは海外修業時代からの親友に、そう声をかけられたのだそうだ。

　フランスでパティスリーを開くのは、千紗のお母さんの長年の夢だった。

　願ってもないオファーである。しかし千紗のお母さんは悩なやんだ。千紗のお母さんにとって一番大事なのは娘たちの幸せだ。だから返事をする前に、千紗と七なな海みちゃんに相談をした。あなたたちが日本に残りたいならこの話は断るとも言った。

　でも、そんな心遣いは無用だった。幸せを願う気持ちは一方通行ではない。

　千紗も七海ちゃんもお母さんのことが大好きで、心の底から尊敬していた。

　海外での生活に不安がないわけではなかったが、ふたりとも喜んでそれを受け入れた。

「…………千紗だけ日本に残ることはできないのか？」

　それが無む茶ちやだってことはわかっているけど、訊たずねずにはいられなかった。

「ごめん、無理」

　千紗はきっぱりと答えた。

「これは、わたしの夢でもあるの」

　今まで乙女のプライバシーとして教えてくれなかった、千紗の夢。

　お母さんにも話したことがないというその夢を、千紗は俺に語ってくれた。

「本当ならね、お母さんの夢はとっくに叶かなってるはずだったの」

　最初に親友と店を開く計画を立てたのは、十年も前のことだった。その頃、湊みなと家はフランスに住んでいたらしい。

　千紗の両親も親友も若かったけど、とにかくやる気に満みち溢あふれていた。一日でも早く、自分たちの店を持とうと夢中だった。唯一にして最大の問題は開業資金だったが、これも銀行から融資してもらう目め処どが立った。もう一歩で夢が叶うところまで近づいた。

「だけどね、お父さんが事故で亡くなっちゃったの」

「…………」

　母子家庭であることは先ほど七海ちゃんから聞いたばかりだ。死別だったのか……。

　……夢を目前にして、突然の不幸。頼れる親戚もいない海外で、幼い娘ふたりを母親だけで育てるのは容易ではない。ましてや、借金をして飲食店の経営なんて大冒険、できるわけがない。そう判断した千ち紗さのお母さんは夢を諦あきらめ、帰国した。

　でも、今なら──。

　娘はしっかり者に成長して、パートナーも十全な資金を貯ためられた今なら、あのとき叶かなえられなかった夢を実現できる。今度こそ、というのはそういうことらしい。

「お母さん、お父さんと夢の両方なくして絶対つらいはずなのに、そんな素そ振ぶりは一切見せずにわたしたちを育ててくれたの。だから、今度はわたしが支えてあげたいの」

「…………」

　そのひたむきな想おもいに引っ張られるように、俺は顔を上げて千紗を見つめた。

「お母さんのお店で、パティシエールとして働くのが、わたしの夢なの」

　そう言って、千紗は穏やかに微笑ほほえんだ。

　照れるでも誇るでもない。

　ただ、自分はそうするんだ、そうするのがわたしの人生なんだ。

　そんな確固とした意思が伝わってくる、優しくて、どこまでもまっすぐで、

　俺を完かん膚ぷ無なきまでに撃ち抜く微笑みだった。

　────勘かん弁べんしてくれよ。

　それが正直な想いだった。

　こんな話、聞きたくなかった。こんな笑顔は、見たくなかった──

　我ながら身勝手な感想である。つい数時間前、千紗の新たな一面を知ることができ、もっともっと千紗のことが知りたいと、そう願ったくせに……。

　ひどい女だ。

　これだけ人を夢中にさせておいて、どっかに消えてしまうなんて……。

　最低で最悪だ。

　やはり美少女は詐さ欺ぎ師だった。やはり美少女なんかと関わってはいけなかった。

　ときめきは毒に変わる。思い出は心を焼きつくす爆弾となる。

　……だけど、嘆いてはいけない。

　だって、千紗の夢が叶うんだから、これは喜ぶべき話なんだ。

「話してくれてありがとう。……応援するよ」

　俺は気力を振り絞り、なんとかそう言ってやることができた。

「──ありがとう」

　千紗は満面の笑みで応えてくれた。……あぁ、だから、そんな笑顔を見せないでくれ。

「…………慶けい人と、泣いてるの？」

　千紗が呆ぼう然ぜんと俺を見つめていた。言われて、やけに視界がにじんでいることや、鼻の奥がつんとしていることや、謎なぞの液体が頬ほおを伝っていることに気がついた。

「……え、うそ、なんで？」

　千紗は狼ろう狽ばいして、無防備に顔を寄せてくる。

　──なんでだと？　そんなこともわかんねえのか？

　かっと頭に血がのぼった。無性に腹が立った。悲しみがそのまま怒りに転じたようだ。

　そのふざけたことを抜かす唇くちびるを奪って、抱きしめて、押し倒してやろうか。

　手に入れられないなら壊してしまえ。そんな、ひどく幼稚な破壊衝しよう動どうに駆かられる。

「おねがい、泣かないで……」

　てめえこそ泣きそうじゃねえかという顔つきで、千ち紗さが手を伸ばしてくる。

「──さわんなっ！」

　ほっそりとした指が頬ほおに届く寸前、千紗を突き飛ばす勢いで立ち上がった。

　いま千紗にふれられたら、本当にどうにかなってしまいそうだった。

「──っ」

　突然の激げき昂こうに、千紗は目を見開いて絶句した。

　その怯おびえた表情に、怒りは一瞬でしぼんだ。

「あっ……ご、ごめん……えーと、なんというか、ちょっといま、混乱してるんだよ。引っ越しのことに、驚いてて……」

「……ううん、こっちこそ、ごめんなさい」

　おたおた謝罪すると、千紗は力なく首を横に振った。

「あと、泣いてるのはあれ、感動のせいだから！　俺って、家族の絆きずなとかに弱いんだよ」

　続けてまくしたてると、千紗はいたわるような声音で、

「……ありがとう」と言った。そして、「……ごめんなさい」と。

　瞳からは涙がこぼれていた。……千紗は、静かに泣いていた。

　俺に拒絶されたのがショックだったのか、単に俺からもらい泣きしたのか、あるいは俺を泣かせてしまったことに罪悪感を抱いたのか…………なんにせよ、原因は俺だった。

　……どうすりゃいいんだよ。

　ただでさえ落ち込んでいるのに、その上好きな女を泣かせてしまい、俺はもう立っているのもやっとだった。どうしようもない無気力に陥おちいる。訊ききたいこと、言いたいことはいくらでもあったが、口を開く気にはなれなかった。……だが、むしろそれは幸いだったかもしれない。仮に気力があったとしても、どうせ無意味な言葉しか出てこない。

　──フランス行きなんてやめて、ずっと俺のそばにいてくれ。

　答えはわかりきっていた。湊みなと千紗はやると決めたら絶対にやり通す女だ。俺がどんなにみっともなくすがりついたって、止めることはできない。そもそも止めていいとも思わない。せめてものプライドとして、彼女の足を引っ張ることだけはしたくなかった。

　…………しかし、黙ってた理由が気を遣って欲しくなかったから、ねえ……。

　小学生の妹に鈍どん感かんと言われるだけあるわ。まったく千紗らしい、的外れな配慮である。

　それならいっそのこと、引っ越しをタテにした卑ひ怯きような言い方を、俺はして欲しかった。

　そうすれば義務感でＰ１に出られた。決して心を許すことはなかった。

　こんなにも傷つくことはなく、あっさりと別れることができた……。

　自分がとびきりの美少女だっていう自覚もない、この罪な女にはわからんだろう。

　文通をして、相方になってと迫られて、うちで一緒にＤＶＤを観みて、手作りのお菓子をもらって、協力してネタを作って、プールなんかに連れて行かれて、大切な夢を語ってくれて、他の人には見せない特別な笑顔を見せてくれて──

　俺がどれだけ嬉うれしく思ったか、俺がどれだけ千ち紗さのことを好きになってしまったか──

　……こいつには、わからんだろう。

　諦てい観かんのため息をつき、空を仰ぐ。今こ宵よいは見事な満月だった。その美しさにしばし見み惚とれて、思う。でも、千紗の笑顔の方がずっとずっと綺き麗れいだよな……。




　ほどなくして。

「……ごめん、行こう」と千紗は弱々しく言って、ベンチから立ち上がった。

　涙は止まっていたがまだその瞳は赤く、七なな海みちゃんを心配させてしまうかもなと思った。

　でも、どうすることもできない。

　重苦しい沈黙に耐えながら俺たちは並んで歩き、マクドナルドの前で、

「じゃあ」「……うん」と実に簡単な挨拶をして別れた。

　悪いとは思ったが、七海ちゃんと顔を合わせる余裕はなかった。

　帰宅した俺はベッドに腰掛け、何をするでもなく、ぼーっとした。

　そうして一時間ほど経たった頃に、千紗からこんなメールが送られてきた。

















　　　帰りのバスからついさっきまで、ずっと七なな海みから怒られていました。

　　　妹のまじ説教はなかなか心にくるものがあります。

　　　でもそのおかげで、自分がいかに間違っていたか気づくことができました。

　　　よかれと思って引っ越しの件は黙っていたのですが、今は後悔しています。

　　　あまりに浅はかな考えでした。

　　　勝手な自己満足で慶けい人とのことを傷つけてしまいました。

　　　本当にごめんなさい。




　　　Ｐ１についてですが、わたしからはもう何も言いません。

　　　もしこれ以上わたしと関わりたくないなら、遠えん慮りよせずにそう言ってください。

　　　わたしはそれを受け入れます。当たり前ですが、一切恨んだりはしません。

　　　慶人はもう十分、わたしに楽しい思い出をくれました。

　　　なので気にせず、慶人のしたいようにしてください。

　　　どんな答えでも感謝するのみです。






　…………なんて返信するべきか。

　長時間ベッドの上で熟考し、頭を冷やすために途中三度もシャワーを浴びて、悩なやんで悩んで悩み抜いたがそれでも結論は出せなかった。

　いつの間にか、俺はケータイを握にぎりしめたまま寝落ちしてしまった。





　　　　＊






　目を覚まして最初にしたことはメールのチェックだった。

　昨夜の出で来き事ごとはすべて夢だった、と思いたかったのだ。

　しかし、千ち紗さから送られてきたメールはしっかりと記憶のまま残っていた。

　……夢じゃない。つまり一週間後に、千紗は日本からいなくなってしまう。

　非情な現実に打ちのめされて、思考がネガティブな方向に走る。千紗の泣き顔がフラッシュバックした。頭をかきむしり、「うぁぁあぁあぁぁっ……！」とのたうち回る。目覚めたことを後悔するほどの苦痛だった。

　痛むのは精神だけじゃない。全身に筋肉痛。水泳は筋肉痛になりにくいと聞いたことがあるけど、さすがに運動不足の身で一日中はしゃげば当然か……。

　心身ともにずたぼろ。人生最悪の寝起きだった。

　時刻を確認すると正午過ぎ。何時に寝たかはわからないが、大寝坊なのは間違いない。

　…………早く、メールの返信をしなければ。

　たっぷり眠ったおかげか、答えは割とすんなり出た。

　ロボットのような冷淡さで、指が動く。





　　　すいません。

　　　一晩考えたのですが、やはり俺は、千ち紗さとはコンビを組めそうもありません。

　　　Ｐ１の件はなかったことにしてください。

　　　ただ、千紗のことを嫌いになったとか、そういうことではありませんので、

　　　そこは誤解しないでください。

　　　フランスでのご活躍を陰ながらお祈りしております。






　一晩かけて出した結論がこれかよ……。情けなくて死にたくなる。

　──慶けい人とのしたいようにしてください。

　千紗のメールにはそう書いてあったけど、こんなもんは見え透いた建前だ。本当はＰ１に出たいに決まっている。好きな女が望むことだ。それも、日本で最後に。これで叶かなえてやらなきゃ男じゃないと思うし、できることなら叶えてやりたいとも思う。

　しかし、理性は明確にＮＯと言っていた。

　千紗と一緒にいる限り、俺は毎秒千紗への想おもいが強くなる。

　現状でもかなりやばいのに、コンビを組んでＰ１なんかに出てしまったら、本当に尋じん常じようじゃなく千紗のことが好きになっているだろう。

　そのとき、千紗と別れる喪失感に、果たして俺は耐えられるのか？

　……無理だ。どう考えても。確実に心が壊れる。想像するのも恐ろしい。

　俺は、死ぬとわかっていて戦地に赴けるような勇者ではない。

　千紗にフランスでの人生があるように、俺にもこの先の人生があるのだ。千紗に比べたらそれはなんの価値もないしょぼいものかもしれないけど、それでも俺は生き続けねばならないのだ。だからここは千紗の言葉に甘えて、すっぱりと撤退すべきなのだ。

　──なのに、なんでだよ……。なんで送信ボタンを押せないんだ……！

　メールの送信ボタンを押す直前で、なぜか俺の指は石化したように固まってしまった。

　──どうした？　何を躊躇ためらっている？　お前は自分が可愛かわいいんだろ？　傷つくのを最小限に抑えたいんだろ？　だったら早く送信ボタンを押せ。爪よりも小さな送信ボタンがまるで引き金に思えた。その拳銃は俺のこめかみにぴったりと突きつけられている。押せ。押すんだ。早くぶっ放せ。そしたら楽になれるぞ。

　──……っっっ！　ああ、ちくしょう！　ダメだ！　どうしても押せない……！

　いったんメールを破棄して、俺はケータイを枕に叩たたきつけた。

　……別に、まだいいよな。早いに越したことはないが、返信は今日中にすれば大丈夫だろう。極めて重要なことだし、勢いにまかせるのもよくないしな。

　のどがからからに渇かわいていた。

　寝起きで十分以上も全力の葛かつ藤とうをしていたのだから、それも当然である。

　重たい身体を起こす。ゾンビのような足取りで自室を出て、階段を下りて、キッチンへ。冷蔵庫に入っていたオレンジジュースでのどをうるおし、長いため息をついた。

　…………さて。どうしよう。

　自室に戻ってきて、俺は困り果てる。昨日とは打って変わって、なんもやることがねえ。というより、なんもやる気がしねえ……。漫画も小説もゲームも、今は楽しめるような精神状態じゃない。しかしぼーっとして過ごすのもつらい。何かで気を紛らわせないと、千ち紗さのことばかり浮かんできてしまう。

　あれこれ考えた結果、本やゲームよりも受動的なメディア、映像で時間を潰つぶしてみることにした。テレビはこの時間退屈なのしかやってないので、パソコンを起動してＹｏｕＴｕｂｅで何か面白い動画がないか探してみる。しばらくテキトーにリンクを飛んでいると、ひいきにしているお笑いコンビの漫才にたどり着いた。前に観みたことのあるネタだったが、さすがとしか言いようがない腕についつい笑ってしまう。

　だが、漫才の途中でふいに、泣きそうになった。

　千紗と一緒に観たＤＶＤを思い出したのだ。

　…………バカじゃないのか。

　お笑いなんか観たら、千紗のことを思い出すに決まってるじゃんかよ……。

「……千紗」

　思わずぽつりと、そんなつぶやきが漏れた。……って、なに声に出してんだよ。我ながらきもい。自分の女々しさにどん引きしてしまう。

　このままじゃいかん。千紗に心を囚われたままじゃ、何をするのもままならない。

　意を決して、ベッドの上に放置していたケータイを手に取る。新規メッセージの作成。先ほどと同じ文面を打って、今度こそ、と指に力をこめる。

　もう千紗のことは忘れなければならない。

　もうあいつとの時間は終わったのだ。もうあいつと過ごすことはないのだ。もうあいつとしゃべることはないのだ。もうあいつと笑い合うことはないのだ……。

　言い聞かせるたびに、胸がえぐられるように痛む。

　──ダメだ。千紗と会いたい。千紗と話したい。そう思わずにはいられない。

　──ダメだ。千紗と会っても、千紗と話しても、痛みはひどくなるだけだ。

　──忘れろ。忘れろ。忘れろ。忘れろ。忘れろ。忘れろ。忘れろ。忘れろ。忘れろっ！

　──忘れろ忘れろ忘れろ忘れろ忘れろ忘れろ忘れろ忘れろ忘れろ忘れろ忘れろ……！

　──忘れるんだ！

　──わああああああああああああああああああああああっすれられねえ！

　──くそ！　なんで忘れられないんだよ!?　そんなに難しいことじゃないはずだ！　元のぼっちだった生活に戻るだけだろ！　それがなんでこんなにもつらいんだよ!?

　頭をがしがしとかきむしり、重苦しいため息を吐つく。胃がなんだか嫌に熱い。呼吸が荒くなり、涙がにじむ。もう一度ため息。もう一度。大きく。吸って、吐く……。

　……ああ、ちくしょう。めちゃくちゃしんどい……。もうほとんどノイローゼだ……。

　ほんとになんでまた美少女なんかと関わってしまったんだろう……。後悔してもしきれない。喫茶３１０のコーヒーなんかにつられなきゃよかった。たとえ世界一のコーヒーだって、この痛みには決して見合わない。ほんとにバカなことをしたと思う。

　ほんとに、ほんとに、ほんとに…………………………………………ほんとうに？

　──ぶーんっ！　ぶーんっ！

「っ!?」

　突然のバイブ音に息をのんだ。手の中でケータイがふるえていた。せき立てられるように画面を確認する。着信。表示されている名前は──湊みなと七なな海み。

　どくんと心臓がはねた。相手はこれから関係を断とうとしている女の妹。出るべきではない。だが無視できなかった。切れる直前まで逡しゆん巡じゆんし、結局通話ボタンを押してしまった。

「……もしもし」

『おそいです！　わたしからの電話はワンコールで出てください！』

　開口一番、文句を言われた。

『これだから最近の若いモンは！　電話もまともに取れないんですか？　いつまでも学生気分でいてもらっちゃ困るんですよ！』

「…………」

　お前はどこのパワハラ上司だよと思いつつも、俺は沈黙を返すことしかできなかった。

『黙らないでくださいよ。わたしがすべってるみたいになるじゃないですか』

　やや不安げな声。いや、みたいじゃなくて、まごうかたなきどんずべりだ。

　……でも、電話は取って正解だったかもしれない。

　七海ちゃんの明るい声音を耳にして、ほんの少しだけ心が軽くなっていた。

「……えーと、七海ちゃん。どうしたのかな？」

『ええまあ、大した用ではないのですが、ちょっとお訊たずねしたいことがありまして』

「なに？」

『もうお姉のこと振りました？』

「……ふ、振る？」

　それは一体なんの話だ……。

『相方の件についてですよ。メールの返信はどうされたのかな、と思いまして』

　ああ、そうか。そりゃ、そのことに決まってるよな。

「……いや、まだ返信はしてない」

『それはなぜです？　うじうじ答えに悩なやんでるからですか？　それとも、惚ほれた女を捨てるのが心苦しいからですか？』

「…………言い方はあれだけど、どちらかといえば後者かな」

『──ということは、やはりお姉のことを振るご決断をされたわけですね？』

「…………うん、まあ、本当に申し訳ないけれど」

『いえ、わたし的には好都合です』

「え？」

『それなら慶けい人とさん、これからわたしとデートしてください』

「は!?」

『失恋の痛みを癒いやすのに最適なのは新たな恋ですよ。あんなサイテー鈍どん感かん女のことなんてさくっと忘れて、わたしといちゃこらいたしましょう』

「いちゃこらって……」

『なんですか！　わたしじゃ不満だっていうんですか!?』

「……いきなり怒ど鳴なるなよ」

　ケータイを耳から少し遠ざけ、顔をしかめる。

『すいません。でも実際、今のうちにわたしを押さえとくのは結構アリだと思うんですけどいかがでしょう？　将来、確実にいい女になりますよ？』

「……まあ、それは否定しないけど」

『胸もお姉より絶対に大きくなりますし』

「それはわかんないだろ」

　水着姿を見た限り、千ち紗さはそこそこのサイズだった。

『いえ、自信あります。慶人さんは気づいてなかったでしょうけど、昨日のお姉の水着、パッドでかなり盛ってましたよ？』

「まじで!?」

『まじです。女としてそこは黙っていてあげようと思ってましたが、ご迷惑をかけたお詫わびとして、暴露させていただきました』

「…………」

　やー、でも、正直聞きたくなかったな、それは……。

　バストアップ体操とか知っちゃってるだけに、その事実は切なすぎる……。

『それで、デートの方はどうでしょう？　断ったら慶人さんがロリコンの性犯罪者だって通報しますけど』

　すげえ真っ向からの脅おどし。ここまでされると潔さすら感じる。

「……ちなみに、具体的な内容は？」

『甘いものが食べたいので、お付き合いしてください』

「……りょーかい」

　それくらいならいいかと思った。昨日迷惑をかけた詫びもしたかったし、どうせ家にいても鬱うつ々うつとするだけだ。なんなら、七なな海みちゃんに千紗とのことを相談してもいい。

『では、今から三十分後にうちまで迎むかえに来てください』

「え、今から？」

『はい。場所はメールで送ります。一秒でも遅れたらドタキャンとみなし、通報しますね』

「えっ、ちょっ!?」

　抗議する前に電話は切られていた。

　……というわけで。自己最速で身支度を整え、俺は家を飛び出した。するとタイミングよく、バスがやってくるのが見えた。あれを逃したら終わりだ。筋肉痛に泣きそうになりながらも根性で走り、間一髪で乗り込むことができた。

　それから約二十分後。最寄りのバス停に到着する。湊みなと一家が住まうマンションはもう目と鼻の先だ。時間を確認すると、あと三分。なんとか間に合ったようだ……。

　……てか、ここで合ってるよな？

　七なな海みちゃんからのメールでマンション名を確認して、俺はおそるおそる小こ綺ぎ麗れいなエントランスに入った。特別高級なマンションってわけではないし、部屋にお邪魔するわけでもないのだけど、ここに千ち紗さが住んでるのかと思うとそれだけで緊張した。

「もしもし、たぶん着いたんだけど」

　七海ちゃんに電話をかけて、エントランスにいることを告げる。

『ちっ、三十分ジャストですね。今から下りますのでちょっと待っててください』

　舌打ちは聞かなかったことにして、しばしその場で待つ。

「お待たせしました」

　七海ちゃんはご機嫌な様子で現れた。もこもこした可愛かわいらしく暖かそうなワンピース。子どもっぽいのにお洒落しやれにも見えるのは、やはり素材がいいからだろう。

「それでは行きましょうか」

「どこに行くの？」

「近所のパティスリーですよ。そこのケーキはどれも絶品なんです」

「へえ」

　プロの娘、千紗の妹がそういうのなら、それはよっぽどの店なんだろう。

　マンションを出て並んで歩く。パティスリーまではだいたい十分くらいらしい。

「…………千紗は、どうしてる？」

　その道すがら、我が慢まんできずに俺は訊たずねてしまった。

「気になりますか？」七海ちゃんはにやにやと笑った。

「…………そりゃ、まあ」

「振る決心をされたんじゃなかったんですか？」

「……そう、だけど」

「わたしに乗り換えていただけるんですよね？」

「それはない」

　一億歩譲って乗り換えるにしても、お前もフランスに行くんだろ。意味ねえじゃん。

「ひどい！　あんなにわたしの柔やわ肌はだにさわったくせに！　あれは遊びだったんですか!?」

「……とりあえず、大声はやめてくれ」

　まじでロリコンの性犯罪者として通報されてしまうだろ……。あと柔肌ってのは、昨日のプールでのことね？　たしかにあれは遊びだよ。

「やっぱり、お姉に未練たらたらですか？」

「……やっぱりって」

「じゃなきゃ、わたしの電話になんか出ないでしょう？」

「…………」

　仰おつしやる通りだ。小学生に軽々と見み透すかされてしまった……。俺の器うつわの小ささが知れる。

「それで、お姉がどうしてるかですが、それはご自分の目で確かめてください」

「……え、どういうこと？」

「察しが悪いですね」

　七なな海みちゃんは呆あきれたように肩をすくめる。

「今わたしたちが向かっているのは、お母さんとお姉が働いているお店ですよ」





　　　　＊






　千ち紗さが働いているお店。

　これを聞いた時点で、当然ながら、俺はすぐさま帰るべきだと思った。

　だって、俺はあいつのことを知れば知るほど、好きになってしまう。

　そして、あいつのことを好きになればなるほど、別れがつらくなる。

　絶対に見てはいけない。千紗の働いている姿なんて、そんなの魅力的に決まっている。

　それがわかりきっているのにわざわざ見に行くのは、台風の日に海岸に行く愚かものと同じレベルだ。シャレになんねえぞ。命が惜しくないのかよ。

　帰る。帰ろう。帰るんだ！

　しかし肉体が理性を凌りよう駕がした。俺の足は意思に反して、一向に止まってくれなかった。

　洋菓子店よつばに到着してしまった。

　銀座とか表参道とかにありそうなオシャレ丸出しという感じではなく、素そ朴ぼくで庶民的な印象を受ける店構えだ。レンガの壁は童話に出てくる家みたいである。七海ちゃん曰いわく、多くの地元民に愛されている老舗しにせの名店らしく、実際お客さんの入りは上々のようだった。

　ショーウィンドウの向こうに視線が吸い寄せられる。

「見てはいけない！」と脳が怒ど鳴なる。「うっせえ見せろ！」と目が叫ぶ。

　激戦を制したのは──目であった。

　白いコック服に、クリーム色のスカーフとエプロン。パティシエの制服姿の千紗は、「もう好きにしてくれ……」と瞳からハイライトが消えるほど可愛かわいかった。

　釘くぎ付づけとなり、そのまましばらく、千紗が働いている姿をじっと観察する。

　ショーケースの前で悩なやんだ様子のおばあちゃんに、千紗はにこやかに話しかける。内容までは聞こえないが、ケーキを手で指し示しながら熱心に解説をはじめたのがわかる。まるでケーキのひとつひとつが自慢の宝物でもあるかのように。誇らしげに。幸せそうに。おばあちゃんは笑顔でいくつかのケーキを注文する。千紗はとびきりの笑顔で頭を下げて、ショーケースから丁寧にケーキを取り出していく。お菓子を介した笑顔のやりとり。もしかしたらこのお店では千ち紗さの笑顔が商品で、お客さんの笑顔が通貨なんじゃないか？　半ば真剣にそう思った。

　それくらい千紗は、心から嬉うれしそうに笑うのだ。どのお客さんに対しても。営業スマイルなんかではない。断言する。何を賭けたっていい。だって喫茶３１０でネタ作りをしていたときと同じくらい、あるいはそれ以上に千紗は生き生きとしていた。

　いい意味で仕事をしている人には見えなかった。陳ちん腐ぷな言い方をすると、輝いていた。

　もしこんな顔でできる仕事があるなら、それは絶対にその人の天職だ。

　ふと、昨日七なな海みちゃんに言われた言葉が脳裏をよぎる。

　──あんなに楽しそうなお姉を見せられたら認めるしかないです。

　……ああ、まったくその通りだよ。さすが七海ちゃん、いいこと言う。

　千紗と離れるのは死ぬほど寂しい。本音を言えば、やっぱり日本に残って欲しい。

　でも、あんな風に笑う千紗を見せられたら、認めるしかない。

　あいつは、夢を叶かなえなければいけない。あいつのためにも、世の中のためにも。

　──千紗の夢を応援したい。昨日は社交辞令で言ったけど、今度は本気で、純粋に。

　誰かをあんなにも笑顔にできる千紗を、誰よりも笑顔にしてやりたい。

　ほかでもない、この俺の手で。

　……では、そのためにまず何をすべきか？　──考えるまでもない。

　ずっと千紗を眺めていたいという欲求に抗あらがい、俺は七海ちゃんの方を向いた。

「ありがとう」

　ここに連れてきてくれたこと、何も言わず俺の棒立ちに付き合ってくれたことに、感謝の気持ちを述べる。

「なんのことかはわかりませんが、礼には及びません。わたしは慶けい人とさんとデートがしたかっただけですので」

　おどける七海ちゃんに俺は軽く笑って、長い息を吐いた。そして真顔で告げる。

「七海ちゃん、ごめん。俺はまだこのお店には入れない」

「……なぜです？」

「このお店のケーキを食べる前に、どうしてもやっておきたいことがある」

「なんですか？」

「千紗に直接、メールの返事をしたい。──俺を相方にしてくれって」

「──わかりました」

　七海ちゃんはにっこり笑って、偉えらそうに言った。

「合格です」

「……ぎりぎり？」俺は苦笑して訊たずねた。

「いえ、余裕の合格です」

「そりゃよかった」

「ま、今回は追試なので当然ですけどね」

「ははっ、なるほど」

「では、お姉を呼んできますので、そこの公園で待っててください」

　七なな海みちゃんは道路の向こう側を指さした。

「え？　でも、仕事中だろ？」

　ありがたい申し出だけど、さすがに仕事の邪魔はできない。千ち紗さが上がるまで待つつもりだった。

「いえ、大丈夫だと思います。たしかお姉は二時から休憩のはずなんで」

　ケータイで時間を見ると、あと数分で二時だった。

「──もしかして、だから三十分で来いとか言ったの？」

　七海ちゃんはふふんと得意げに胸を張った。

「それは単にわたしが待ちたくなかっただけですけど、はいその通りです。計算です」

　……まあ、千紗とお店に迷惑をかけないのなら、なんでもいいや。

「じゃあ、よろしくお願い。無事にことが済んだら、好きなだけケーキをごちそうするよ」

「ほんとですか？」

「ああ、まかせろ」

「素す敵てきです慶けい人とさん。やっぱりお姉じゃなくて、わたしにしときませんか？」

「……五年後にまた声をかけてくれ」

　ほんのちょっとだけ心が揺れかけたのは秘密だ。

「──そうですか。覚えておきます」

　七海ちゃんは嬉うれしそうに微笑ほほえんで、店内に入っていった。




　七海ちゃんに言われた通り、素直に公園で待っていることにした。

　回れ右して横断歩道を渡る。遊具がブランコとすべり台しかない小さな公園だった。おかげで日曜なのに誰もいない。数年ぶりにブランコに乗り、落ち着きなく揺れながら千紗を待つ。一分一秒がものすごく長く感じられた。

　……ほんとに大丈夫なのか七海ちゃん？　と徐々に不安になってきたところで──

「お、お待たせ……」

　横から遠えん慮りよがちの声をかけられた。はっとそちらに首を振る。お店の制服の上にダッフルコートを羽織った千紗が、太陽を背に立っていた。──あぁ、すげえまぶしい。

「……えーと」

　俺はブランコから立ち上がり、ぎこちなく口を開く。話したいことはいっぱいあったはずだ。しかし、いざとなると緊張と気まずさでうまく言葉が出てこない。

「……とりあえず、急に呼び出して、ごめん…………仕事は大丈夫だった？」

「……うん」

　千紗は小さくうなずいた。昨日の今日だし、メールの返信もまだなので当然だけど、とても不安そうな面持ちである。さっきまであんなに素す敵てきな笑顔だったのに……。俺のせいで……。胸が締しめつけられる。早くなんとかしなければと気持ちがはやる。

　──とはいえ、ただ「相方にしてくれ」と頼むのも芸がない。

　俺は昨日、こいつに何度もドッキリをかまされたのだ。ちょっとくらい仕返し──お返しをしても罰ばちは当たらないだろう。お笑い好きにとってはサービスみたいなもんだしな。

「メールの返信も遅れて、ごめん。やっと心の整理がついた。正直に言うから、聞いてくれるか？」

「……うん」

「たぶん、千ち紗さにとってはつらい話になると思うけど……」

　俺はわざと深刻そうに言った。

「……うん、覚悟してる」

　千紗は早くも涙目になる。それでも聞き届けるのが自分の義務とばかりに、じっと俺を見つめた。その健気けなげな姿に速攻でネタばらしをしたくなるが、ぐっとこらえて続ける。

「結論から言うと、千紗が俺を欺あざむいていたことは──許せない」

「……っ」

　千紗は息を詰め、つらそうに唇くちびるを噛かんだ。

「隠したかった千紗の気持ちは理解できる。でも、七なな海みちゃんから聞いたとき、俺は本当にショックだった……」

「…………ごめん、なさい」

　もはや完全に涙声で、千紗はうつむくように頭を下げた。

　……ちょっとやりすぎかな？　やっぱ早めにネタばらしをしてやろう。

「謝らなくていい。ただ、約束してくれ。二度と俺には隠しごとはしないって」




「──パッドで胸を誤ご魔ま化かしたりはしないって」




「……は？」

　千紗は数秒、時間が止まったように固まり、

「なっ、ななななっ──」

　わなわなと全身をふるわせ、みるみるうちに顔を真っ赤に染め上げ、

「──なんでそれを!?」

　驚きよう愕がくと激怒の狭間はざまで絶叫した。

「あはははははははっ！　だから七海ちゃんから聞いたんだよ」

　ドッキリ大成功。俺は笑いが止まらない。今世紀もっとも愉ゆ快かいだった。

「──うぅっ、あ、あのマセガキっ！　言ってはならないことを……！」

　千紗は猛もう然ぜんと地じ団だん駄だを踏み、妹に対して学校の連中が聞いたら耳を疑うような罵ば詈り雑ぞう言ごんをひとしきり吐いた。……やっぱりドッキリは失敗だったかもしれない。七海ちゃん、ごめん。もしものときは責任取ってやるからな……。

「──って、許せないってそれのこと？　じゃあ、引っ越しについては……!?」

　ようやくそのことに気づいた千ち紗さが、半泣き半ギレで訊たずねてくる。

　俺は必死に笑いを噛かみ殺ころして答えた。

「くくっ……超許す」

「──超っ!?　ほんとに!?」

「ああ。その代わり、ひとつ頼みがある」

「……な、なに？」




「────俺を相方にしてくれ」




「……え？」

　ぽかんとアホみたいに口を開け、再び硬直する千紗に、俺は照れ笑いを浮かべた。

「一緒にＰ１に出よう」

　すると千紗はいっぱいに息を吸い込み、感かん極きわまったようにバンザイをして、

「ぃ──………やったあああああああああああああああああああっ──っ！」

　これまでで最高の笑顔を咲かせた。

　誕生日プレゼントをもらった幼児のようなはしゃぎっぷりである。やばい。超可愛かわいい。大好きだ。弱冠十六歳にして、俺は愛ってやつを理解してしまったかもしれない。













「やっぱやめたとかなしだからね!?　ぜったいぜったいぜったいの約束だよ!?」

　幸せな気持ちに浸っていると、千ち紗さが興奮した様子で詰め寄ってくる。世界一可愛かわいい顔が間近に迫ってきて、俺は思わず抱きしめてしまいそうになった。いやもうこの際抱きしめてもいいんじゃね？　と脳内悪魔がささやく。天使の出番はなかった。むしろ天使は目の前にいた。やってしまった。ぎゅっと。甘い香り。たしかな温ぬくもり。柔らかい感かん触しよく（ダッフルコートすげえ邪魔）。これぞ至福……っ！

「ちょっ──!?」

　しかし当然ながら、俺は全力で突き飛ばされた。転びはしなかったけど、天使が腕の中から逃げてしまう。

「どさくさに紛れてなにしてんのっ!?」

　うさぎのような俊しゆん敏びんさでバックステップして、千紗は叫んだ。

「はあ!?　なんもしてねえし！」

「いやめっちゃしてたよ!?」

「てか、不用意に近づくお前が悪い！　ふざけんな！」

「逆ギレ!?」

　俺の華麗なまでの居直りぶりに、千紗は「ぅぅっ……まあいいや」と寛かん大だいにも許してくれた。……あ、あぶなかった。こっそり胸をなで下ろす。せっかくコンビ結成したのに、一瞬で解散になるところだった。……でも逆ギレで許してくれるなら、もうちょっとあちこちさわっておけばよかったな。

「……通報してもいいんだよ？」

　よこしまな思考が表情に出ていたのか、千紗がジト目で言った。結構まじなトーン。

「……あ、相方に対してなんてこと言うんだよ」

　俺は震え声で返した。七なな海みちゃんのときとは違い、もしされたら弁解のしようがない。

　相方という単語が効いたのか、千紗はこの件をあっさりと流して、

「……でも、ほんとにいいの？」と心配そうに訊たずねてきた。

「いいって？」

「……その、あんなに嫌がってたのに、わたしとＰ１に出ても」

「よくねーよ」と俺は笑った。

　そう。いいわけないのだ。だって、どんなに頑張っても失恋は確定しているし、ほぼ確実に深ふか川がわたちにはぶっ飛ばされる。千紗がいなくなったあと、俺は身も心もずたぼろになるだろう。冷静になって考えるほど、Ｐ１に出るのはバカげた行為だと思う。

　だけど、しょうがないのだ。どんな犠牲を払ってでも、千紗の笑顔が見たいんだから。

　恋は、理屈じゃないのだから。

「え、じゃあ、なんで……？」

　戸惑う千紗に、俺はうそぶいた。

「男子のプライバシーに関わるので、その質問にはお答えできません」




　で、そのあと。

　無事にやるべきことを済ませた俺は、ただのお客として洋菓子店よつばに入った。

　約束通り七なな海みちゃんにごちそうするためだ。それに個人的にも、千ち紗さのお母さんが作ったお菓子をぜひとも食べておきたかった。

　千紗のおすすめに従って俺はタルトとマカロン、七海ちゃんはロールケーキとシャルロットを注文した。値段は紅茶もついて一六○○円。思ったより安くてほっとした。

　イートインスペースで、七海ちゃんと向かい合って座る。

「慶けい人とさん、半分こしましょう」

「ん、いいよ」

　どうせなら色んな種類を食べたいので、喜んで応じた。

　七海ちゃんにそれぞれ半分に分けてもらい、「いただきます」と同時に手を合わせた。

「慶人さん、あーん」

「……いや、自分で食べるから」

　七海ちゃんから差し出されたロールケーキをスルーして、最初にタルトをいただく。

　料理漫画ならここで過剰な演出と熱い解説が入るところだけど、俺はあいにくそこまでのグルメではない。だから、端的に言う。

　どれもめちゃくちゃおいしかった。

　……いや、まじで。感動した。甘いってこんなにも奥深い味覚だったのか？　お菓子に対しての認識が根底から覆くつがえされるような、革命的なうまさだった。

　前に千紗が自分のお菓子の出で来きについて、「ちゃんとしたものと食べ比べれば、まだまだだってわかるよ」と言っていたが、なるほどわかった。たしかに千紗の腕前は、まだこの域には達していない。

　……千紗のお母さんってすごいんだな。本場フランスからオファーが来るのも納得だ。

　ちなみにその千紗のお母さんだが、見える範囲にそれらしい人はいなかった。きっと厨ちゆう房ぼうで作業しているのだろう。どんな人か会ってみたかったけど、シェフを呼んでくれなんて言えるわけもないので、さすがにこれは諦あきらめた。

　タルト以外もじっくり大切に味わう。もちろんどれも超ちよう弩ど級きゆうのうまさだった。

　完食したら俺と七海ちゃんはすぐに店を出た。できればゆっくりしていきたかったけど、なぜか千紗から尋じん常じようじゃなく刺とげ々とげしい視線を感じたので退散することにした。

　なぜかっていうか、まあ、七海ちゃんが胸の件で千紗をからかったからなんだけど。

「……ふふ、慶人さん。わたしの命は今晩限りかもしれません」

「……がんばれ」

　力なく笑う七海ちゃんに、俺はそう言ってやることしかできなかった。死ぬなよ……。





　　　　＊






　七なな海みちゃんをマンションまで送って、家路につく。

　帰りのバスの中で千ち紗さにメールを打った。





　　　お仕事、おつかれさまです。

　　　千紗のお母さんのケーキ、どれも人生観が変わるくらいのおいしさでした。

　　　ごちそうさま、とお伝えください。

　　　この味なら向こうでも成功間違いなしだと思いました。

　　　俺なんかには大したことはできないけど、心から応援しています。






　夜の八時過ぎ。千紗からメールが返ってきた。





　　　ありがとう！　さいっこうに嬉うれしい！　ちゃんとお母さんにも伝えとく！

　　　あと、直接だと照れるので、メールで言わせてください。

　　　慶けい人とはぜんぜん「なんか」なんかじゃないです。

　　　慶人に応援してもらえるなら、わたしはなんだってできるような気がします。

　　　わたしとコンビを組んでくれて、本当にありがとう。

　　　今まで生きてきて一番ってくらいに嬉しかったです。

　　　慶人と出会えて、本当によかった。

　　　この先の人生でも、これ以上の出会いはないと思います。

　　　本当の本当にありがとう。






　この晩、俺はそのメールを何度も何度も読み返した。

　そして、読み返すたびに泣けた。






　第四章　底辺かける高嶺の花






　週が明けて月曜日。

　文化祭はいよいよ五日後にまで迫っていた。たったの五日……。片手で足りてしまう日数しか残ってないことに、改めて愕がく然ぜんとする。

　──もう、千ち紗さとの時間は一秒だって無駄にしたくない。

　だから開き直ることにした。もちろんすげえ悩なやんだ。でも、そうするのがベストだと思った。そしたらもう止められなかった。昨日と同じだ。千紗のことになると、身体が勝手に動いてしまうのだ。

　朝。千紗が登校してきて自分の席につくのと同時に、俺は立ち上がった。まっすぐ千紗の方に歩み寄る。騒ぐ心臓に〝落ち着け！〟と叱しつ咤たして、声をかける。

「お、おはよう」

　いきなり噛かみかけたが、その挨拶はきっちりと、千紗やクラスのみんなに届いた。

「えっ……え？」と千紗は目を白黒させる。

　無理もない。教室では一切絡むの禁止。これまでかたくなに守ってきたその約束を、真っ向から破ってみせたのだ。そりゃそんな反応にもなるだろう。

　当然、教室内も騒そう然ぜんとなる。好奇の視線がぐさぐさ刺さるのを感じた。

　──うわああああああああああっ、めっちゃ逃げたい！

　……というのが正直な心境だったが、でも、逃げない。千紗といられるのはあと一週間しかないのだ。俺にとってこの一週間は、その後の高校生活すべてよりも貴重なものである。もはや周りの目なんて知ったこっちゃなかった。

　そんな俺の意図を察してくれたようで、千紗は「おはよ」と挨拶を返してくれた。

　そしてくすりと笑い、「教室では話さないんじゃなかったの？」と続けた。

「ああ、それはもうやめた」

　うなずき、ストレートに告げる。

「全校生徒を敵に回してもいいから、少しでも長く、千紗と一緒にいたい」

「──っっ……ちょ、慶けい人と……そのセリフの破壊力、わかってんの……？」

　千紗は顔を真っ赤にして、「……朝から恥ずかしいこと言わないでよ」と小さくこぼした。

　そのリアクションに、俺も一気に全身が熱くなる。

　……たしかに今のは大だい胆たんすぎたか？　一緒にいたいって、聞きようによっちゃ普通に告白みたいだもんな……。感情が先走り、思ったことをそのまま口にしてしまった。周囲を無駄に刺激してもしょうがないし、千紗に俺の想おもいを悟られても困る。今後は注意しよう。

　それから先生が来るまで、俺と千紗は喫茶３１０にいるときと同じように、遠えん慮りよなく雑談を交わした。クラスメイトたちは突然すぎる事態についていけないのだろう。かなり露ろ骨こつにこちらの様子を窺うかがっていたが、誰も邪魔はしてこなかった。




　混乱状態から抜けだし真っ先に動いてきたのは、やはり深ふか川がわ雅まさ樹きだった。

「織お田だ」

　一時間目が終わってすぐ、深川から声をかけられた。以前と違うところはふたつ。ひとつはくんづけではなく呼び捨てであること。もうひとつは、取り巻きを伴ともなわずにひとりでやってきたこと。他のやつらは未いまだに困こん惑わくの方が強く、様子見を選択したようだった。

　しかし、これをラッキーと捉えるほど俺は楽観的じゃない。むしろ前回よりも強い恐怖を感じた。なぜなら周りと合わせられないほど、深川サマはお怒りでらっしゃるということだからだ。一体どんな制せい裁さいが下るのだろう。でも、最初から覚悟の上だ。

「ついてこい」と顎あごをしゃくる深川に、俺は無言でうなずいた。

　教室を出たところで「……大丈夫なの？」と千ち紗さが心配そうに追ってきた。

「大丈夫だよ」

　なんの根拠もなかったけど、それ以外になんて答える？

「すぐに戻ってくるから千紗は待ってて」

「……でも」

「なんだよ、そんなに俺がいないと寂しいか？」

　からかうように言って、不意打ちで頭を撫なでた。わざと千紗を怒らせて、このいざこざから遠ざける作戦である。とはいえ、さすがに撫でるのはやりすぎたかもしれない。はじめてさわる千紗の髪は予想以上にさらさらで、危うく理性がバーストするところだった。

　ただ、作戦は成功した。

「──っ、そんなわけないじゃん！」

　千紗は俺の手を乱暴に振り払い、教室に戻ってくれた。ほっとする。もしついてこられたらどうしようかと思った。

「……なにしてんだよ」

　どすをきかせた声で深川が言った。殺意ダダ漏れ。ただでさえブチギレ状態だったのが、今のやりとりでいよいよ臨りん界かい点てんを突破したらしい。

「──で、どういう了見で湊みなとさんと仲良くおしゃべりしてんだ？」

　体育館裏につくなり胸ぐらをつかまれ、思い切り凄すごまれた。

　バスケ部のエースだけあって深川は体格がいい。筋肉質で、身長は一八○を優に超えている。対して俺は非力な帰宅部。喧けん嘩かになったら確実に負ける。白状すると、めちゃくちゃ怖い。身体がふるえる。

　だけど、千紗のために戦うって決めたんだ。相手が複数ならともかく、ひとり相手に無条件で降伏するほど、ヤワな覚悟で臨のぞんじゃいない。

「俺、千紗とコンビを組んだんだ」

「はあ？」

　俺は一気にまくしたてる。文化祭後に千紗が引っ越してしまうこと。最後の思い出として千ち紗さがＰ１に出たいと思ったこと。その相方として俺を選んでくれたこと。俺は全力で千紗の願いを叶かなえてやりたいこと。

「…………」

　気がつくと、深ふか川がわの手は胸ぐらから離れていた。おかげで身体が自由に動かせてしまい、堂々としてようと思ってたのに、ついつい頭を下げてしまう。

「だから頼む。Ｐ１のあとなら俺をどうしてくれてもいいから、それまでは黙って見逃してくれ」

　深川は盛大にため息を吐つき、こう言った。

「二発で許してやる」

「──っ!?」

　腹に一撃、くそ重たい拳こぶしが突き刺さった。反射的に力を込めたが、俺の貧弱な腹筋でダメージを相そう殺さいできるわけがない。息が止まり、膝ひざをついた。

「今のは湊みなとファンであるうちの男子たちの分だ。そしてこれが──オレの分だっ！」

　言っていることはなんか主人公っぽいけど、やっていることはただの暴力である。容よう赦しやのない蹴りが俺の脇腹めがけて放たれた。なんとか腕でガードする。が、やはりこれも相殺しきれず、俺は軽々と吹っ飛ばされた。

「悪かった」

　無様にうずくまる俺に、深川は神しん妙みように謝ってきた。

「っぅ──……い、いや、謝るくらいなら、最初からやんなよ……」

　痛みに喘あえぎながらツッコむ。

「それはそうだが、やらずにはいられなかった。やつあたりってやつだな」

「…………」

　つい先日、なんか似たようなことを言われたぞ。いつからやつあたりは申告制になったんだろう？　もっともこいつの場合、千紗と違って可愛かわいげゼロだけどな。

「てか、自分の分と残りの男子全員分が同等かよ」

「うるせえ。顔面いかなかっただけ感謝しろ」

　……死ぬほど痛かったけど、これでも手加減してくれてたのか。

「とにかく、そういう事情なら仕方ねえ。これで手打ちにしてやるよ」

　痛みから回復してゆっくりと立ち上がる俺に、深川は偉えらそうにのたまった。

　だが、その声は微かすかにふるえていた。よく見たら、深川の目には光るものがあった。

「……深川、お前、泣いてるのか？」

「ふっ、これは涙じゃねえ。青春の涙だよ」

「いや、何かうまいこと言おうとしたんだろうけど、それただの涙じゃん」

「……もう一発いっとくか？」

「──すんません、無ぶ粋すいなツッコミでした」

　拳を握にぎる深川に、俺はさっと頭を下げた。

　ついでに、心の中だけで感謝の言葉を述べておく。ありがとう。

「Ｐ１、せいぜい頑張れよ」

　捨すて台詞ぜりふのように言って、深ふか川がわはこの場から立ち去った。すると、ほとんど入れ違いに千ち紗さがやってくる。どうやら物陰からのぞいていたらしい。待ってろと言ったのに……。

「…………引っ越しのこと、勝手に話して悪かったな」

　情けないところを見られた気まずさもあって、俺はうめくように言う。

　千紗はにやにやと笑い「超許すっ」と、なんだかやけに弾はずんだ口調で答えてくれた。

「……なんだよ。俺のかっこ悪いところが見られて、そんなに嬉うれしいか？」

　照れ隠しもあって、あからさまにやさぐれて見せる。

「……ばか、逆だよ」

「え？」

「たしかに声も身体もふるえてたし、見逃してくれとか頭下げるし、一発で簡単に沈んじゃうし、男としては色々どうなのって感じだったけど、でも──」

　千紗は顔を赤らめ、はにかんで、言う。

「わたしには、めちゃくちゃかっこよく見えたよ」

「──っ!?」

　さっき俺に恥ずかしいこと言うなとか言っておいて、てめえはそれか!?

　先日からゆるみっぱなしの涙るい腺せんは、その嬉しすぎる一言で呆あつ気けなくやられた。ぶわっと涙があふれてくる。さすがにこんなところで泣き顔は晒さらせない。俺はやむなく逃げ出した。

「えっ、ちょっ、待って！　どこ行くの!?」と千紗が追いかけてくる。

　残りの休み時間をそのままおいかけっこで消化してしまった。小学生かよ……。




　で、その次の休み時間。

　深川に続いて俺たちに接触してきたのは、高たか宮みや麻ま里り奈なという女子だった。

　茶髪のゆるふわロングに、校則違反にならない程度の化粧。ギャルっぽいので俺の好みではないが、クラスで二番目の美少女である。その派手な見た目の印象通り、彼女はムードメーカー（声と態度が大きい）であり、女子の中心人物（女王気き質しつ）であり、要するにちょっとデリカシーに欠けていた。

「千紗と織お田だって、付き合ってるの？」

　高宮さんはみんなの前で明あけ透すけに訊きいてくれやがった。

　ちなみに、千紗と高宮さんは意外なほど仲がいい。清せい楚そとギャル。一見正反対だが、美少女同士なだけあって色々と気が合うのだろう。俺から見ても共通点はいくつかあった。

　……たとえば、そう。デリカシーのなさではこいつも負けていないのである。

「そっ、そんなわけないじゃん！　ありえないよ！」

　千紗は赤面してぶんぶんと手を振り、ばっさりと否定してくれやがった。

　そりゃ実際違うんだから否定するに決まってるけど、ありえないとまで言うか……。

「じゃあ、どういう関係なのよ？」と高たか宮みやさんが追及すると、

「そうだそうだ！」「説明しろ！」と周囲の男子たちも便びん乗じようしてきた。

　いちおう言っておくと、非難めいた声はすべて俺に向けられたものである。なんだか汚職を働いた議員みたいな扱いだ……。どうせなら熱愛が発覚したタレントみたいな感じでインタビューして欲しい。

　しかしなんにせよ、説明しないことには収拾がつきそうになかった。ので、千ち紗さはコンビ結成の経緯をざっくりと語った。当然引っ越しのことも伝えたが、文通についてとか、千紗個人の夢についてとか、そういうディテールは省略していた。

　みんなはまず千紗が引っ越してしまうことに驚き、ひどく寂しがった。

「ちょ、そんな湿っぽくならないで！」

　思いの外ほか沈んだ空気になってしまい、千紗はちょっと慌あわてた。

「そうね。悲しむくらいなら応援しようよ！」

　千紗の意をくみ取り、率先して空気を変えてくれたのは高宮さんだった。思ったよりいい娘こじゃん、と俺は見直した。デリカシーには欠けるがその分友情には厚かった。

　ともあれ、深ふか川がわ雅まさ樹きと高宮麻ま里り奈な。クラスのトップに君臨するこのふたりの理解を得られたのは大きかった。親や教師には刃向かっても、こういう実力者には従うのが一般的な中高生である。俺を憎らしく思う輩やからも少なからずいただろうが、何か危害を加えられるようなことはなかった。男子全員分として一発殴なぐられた甲か斐いはあったというわけだ。

　おかげで学校でも気き兼がねなく千紗と過ごすことができて、それから文化祭までの五日間は本当に楽しかった。といっても、ただ遊んでいたわけではない。むしろ遊びはほとんどなかった。俺たちは貴重な時間の大半をＰ１のために費ついやした。




　まずはネタ作り。すでにできあがっていた八本のネタからいいところだけを抽ちゆう出しゆつ、ブレンドして、最高の一本を作り上げることからはじめた。口で言うのは簡単だがこれが予想以上に大変で、丸一日かかってしまった。

　本番まで残り四日。慌てて稽けい古こに入る。ここからまた大変だった。言い方や身振り手振りといった表現の仕方で、同じネタでも印象はかなり変わってくる。ただ台本通りにやるだけじゃ全然ダメなのだ。一流の漫才師がすごいのはネタ以上にしゃべりの技術、という知識はあったが、それを身をもって実感した。漫才ってこんなに難しかったのか……。

　また、完璧だと思われた台本も実際にしゃべってみることで、まだまだ改良の余地があることに気づかされる。ネタ合わせをしながら何度も練り直した。

　最大の障害となったのは制限時間だ。Ｐ１では五分を一秒でも過ぎたら容よう赦しやなく減点されて、上位入賞は不可能になるらしい。だから、いくらいいボケが浮かんでも使える数には限りがあった。どれを残してどれを削るか。そこで俺と千紗はたびたび衝突した。

「なんでよ!?　ここは天丼でしょ！　もう一回繰り返すから生きてくるんじゃない！」

「だから長いんだって！　そこまで引っ張るボケじゃない！　一回ジャブとして使って次につなげばいいんだよ！」

「はあ!?　一回で終わらすんだったらないほうがいいよ！」

「じゃあなしだね！　カットしよう！」

「待って！　一回でならという意味で、一番いいのは三回繰り返すことだよ！」

「だから、三回繰り返すほどのボケじゃないんだよ！」

　千ち紗さの強情にも、俺は自分が正しいと思えば一歩も引かなかった。千紗が俺に望んだ役割は奴ど隷れいではなく相方だ。千紗の言いなりになるだけだったら俺である必要はない。

「慶けい人とのくせに生意気だよ！」と千紗は笑いながら言った。

「生意気なのはそっちだろ！」と俺も笑いながら返した。

　罵ののしる方も罵られる方も満面の笑み。うまくいっているときはもちろんだけど、こんな言い争いすら楽しくてしょうがなかった。

　──このまま時間が止まってしまえばいい。

　何度そう思ったかわからない。でも、無情にも時間は過ぎていく。あっという間に。

　そして文化祭前日。

　俺と千紗のネタは完成した。

　完全に、完璧に。

　──完成、してしまった。

　そこには達成感なんか皆かい無むで、途方もない寂しさだけが心に満ちた。





　　　　＊






　文化祭当日は見事な晴天に恵まれた。

　体育祭と違って別に天気でどうこうなるわけではないけど、やっぱり晴れている方がすがすがしい。今日もおつとめご苦労様ですと感謝した。

　うちのクラスは紅茶、コーヒー、クレープを出す喫茶店をやることになっていた。内装は折り紙やダンボールの書き割りなんかで飾りつけられ、喫茶店というよりお誕生日会かよという感じだ。……けど、不満は欠片かけらもない。手放しで賞しよう賛さんしてもいいくらいだ。

　なぜなら、ほとんど俺はノータッチだったからだ。千紗もクレープ作りのコツ──ホットプレートで作る簡単なものでも、やはり千紗と他の人では差が歴然だった──を伝授するための講習みたいなことをちょっとやっていたがそれだけ。あとは深ふか川がわや高たか宮みやさんたちを中心としたリア充メンバーがばしばしやってくれて、「千紗たちはＰ１の方に集中しなよ」と気を遣ってくれたのだ。その厚意には素直に甘えさせてもらった。めちゃくちゃありがたかった。なんというか、ごめんって思った。はじめて知ったよ。うちのクラスって、みんないい人だったんだな。

　まあ、そんなわけで。準備だけでなく当日の店番も免めん除じよしてもらった俺と千紗は、朝のＨＲが終わり校内放送で文化祭開始が宣言されると、喧けん噪そうから離れて裏庭に移動した。

　ケータイで時間を計りながら、ひたすらネタ合わせを行う。集中して取り組めたおかげか、昼前にはこれで失敗しても悔いはない、ってレベルまで仕上げることができた。

「うん！　これならもう完璧！　いける！」

　自信に満ちあふれた笑顔で千ち紗さは言った。俺は「そうだな」とうなずき、

「千紗が本番で余計なアドリブしなければな……」と最大の懸け念ねんを口にした。

「えぇー、でも面白くなればよくない？」

「よくない、絶対すんなよ。この絶対はフリじゃなくて、マジだからな」

　ネタ合わせ中、千紗は二回に一回は余計なアドリブを入れてきた。その結果、たしかによくなった部分もある。大きな流れさえ外さなきゃ、なんとかやり通せるという自信もついた。だが、千紗のボケは本番でいきなり試すには奇き抜ばつすぎる。ウケる確率は一割もないだろう。なにより、それによって制限時間をオーバーしてしまうのが怖かった。

「ちぇー、わかったよ」

　千紗はつまんなそうに言って、話を切り替える。

「それより、これからどうする？　せっかくだし、文化祭を見て回りたいんだけど」

　……本当にわかってんのか？

　不安は尽きないがひとまず信用することにして、現在の時刻を確認する。十一時半。Ｐ１は十四時から体育館で行われる。俺らの出番は十八組中十五番目。プログラムが順調に進めば、十五時半くらいになるだろう。普通に文化祭を楽しめる程度の余裕はあった。

「そういや、七なな海みちゃんはいつ来るんだ？」

　ふと思って訊たずねる。『絶対に観みに行きますから！』と、先日話していた。

「んー、昼頃に行くって言ってたけど……」

　と、そこで。噂うわさをすればなんとやら。その七海ちゃんから電話がかかってきた。

「……なんでわたしじゃなくて慶けい人とにかけるのよ」

　という千紗のぼやきをスルーして、俺は電話を取る。

「もしもし」

『おそいです！　わたしからの電話はワンコールで出てください！』

「……それ、毎回やるの？」

『はい。意外と気に入ってるんです』

　……まあいいけど。

「それで、どうしたの？　もしかして迷った？」

『あはは、そんなわけないじゃないですか。イワヤマトンネルをフラッシュなしでクリアできるわたしの方向感覚をなめないでください。もうとっくに着いてますよ』

「……じゃ、合流しようか。どこにいるの？　迎むかえに行くよ」

『いえいえ、それには及びません。というか、それをお伝えするために電話しました』

「え、どういうこと？」

『みなまで言わせないでくださいよ。まあ、お姉並みに鈍どん感かんな慶人さんに察しろってのも酷かもしれませんが』

　……千ち紗さ並みに鈍どん感かんとか、聞き捨てならない侮ぶ辱じよくである。が、七なな海みちゃんの意図が読めていない以上、返す言葉もない。

『慶けい人とさん、今日だけはわたしのことを気にしなくていいです』

　それって、今日以外は気にしろってこと？　とツッコむ前に、七海ちゃんは告げる。

『ですから、気合いを入れてお姉をエスコートしてあげてください。初デートのつもりで』

「…………」

　で、デート？　考えてもみなかった単語に、俺は目を瞬またたかせた。

　いやしかし、文化祭をふたりで回ったら、たしかにそれっぽい感じになるのか？

「でも、七海ちゃんはひとりでいいの？」

『大丈夫です。わたしもデートですから』

「は？」

　固まる俺。おい待てふざけんな。お兄ちゃんはそんなの許さんぞ！（錯さく乱らん状態）

『実はわたし、喫茶３１０のマスターと来てるんですよ』

「あ、そうなんだ」

　……よかった。彼氏とかだったらショックで泣いてたかも。何がショックかって言われると、自分でもよくわからないけど。

『はい。そういうことなんで、ではではがんばってください。ちゃおー』

「あっ、ちょっ──」

　制止は間に合わず、切られてしまった。デートって具体的にどうすればいいか訊ききたかったのに……。いやまあ、小学生にアドバイスを求めんなって話だけど。

「なんだって？」

　嘆たん息そくしてケータイをしまうと、千紗が小首を傾かしげて訊たずねてきた。

「えーと、マスターと来てるから気にすんなって」

「……ふうん、さすが七海。抜け目ないわ」

「抜け目ない？」

「うん。マスターは七海に激甘だからね。きっとお姫様扱いされてるよ」

　激甘のマスターというのも想像しにくいが、そうだろうなと納得した。小生意気な千紗に対してもあれなのだ。素直な七海ちゃん相手なら、お姫様扱いも満更大げさでなさそう。

「んじゃ、わたしたちも行こうか」

　千紗はスカートのポケットから、今朝配布されたパンフレットを取り出した。

「どこから攻めるっ？」

　早くも楽しむぜオーラ全開の千紗に、俺は苦笑して答える。

「どこでもいいよ。千紗にまかせる」

「んー、それじゃ、とりあえずなんか食べよう。おなか空すいちゃった」

「りょーかい」

　食べ物系をやっているクラスをチェックし、まずは三年四組の焼きそばに狙ねらいを定めて歩き出した。裏庭は静かだったが、校舎内に入るとすぐさま雑然としたお祭りの空気が漂ただよってくる。前はこの浮ついたノリが嫌いだったが、今はそれほど不快ではない。

　廊下は看板などが置いてあるせいもあって人口密度が高く、自然と千ち紗さとの距離は近くなる。団体とすれ違うときなど何度か腕がふれあい、その度に変な声が出そうになった。

　……まいった。七なな海みちゃんに『デート』とか言われたせいで、やたらと緊張していた。

　なんでもない会話も妙に意識してしまい、いつものテンポで返すことができなかった。

「どうしたの？」

　不自然な態度はすぐに千紗に悟られた。

「なんか変じゃない？　体調悪いの？」

「いや、大丈夫」

「じゃあ、なんでそんなぎこちないのよ？」

「……それは、なんていうか」

　デートを意識して緊張してました、なんて言えるわけがなく、言葉を濁にごす。

「……わたしと一緒なのが楽しくないの？」

　千紗の声音が二オクターブは下がった。

「……そんなわけないだろ」

「わたしよりも七海と回りたかった？」

「はあ？　なんでそうなるんだよ」

「だって、さっきの七海の電話から明らかにテンション下がってるじゃん」

「……そんなことないって」

「ある」「ない」「ある」「ない」「ある！」「ない！」

　──っていうか、なんで喧けん嘩かみたいになってるんだ!?

「……いいよ、もう。わたしひとりで回るから」

「待て待て！」本気でひとりで行こうとする千紗を慌あわてて止める。

　……こうなったら、腹をくくるしかない。

「実は、千紗にお願いがあるんだよ。それを切り出せなくて、そわそわしてたんだ」

「なにそれ？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる千紗に、俺はなけなしの勇気を振り絞って言う。

「……手、つないでもいいかな？」

　千紗の顔が一瞬で真っ赤になった。

「──は、はあっ？　なに言ってんの？　ばかじゃない？」

　……ああ、やっぱダメか、とうなだれる俺に、千紗はそっぽを向いて言う。

「恥ずいから、そんなこといちいち訊きくな」

「──え、それって、いいってこと？」

「だから訊くな！」怒ど鳴なりながら、千紗は強引に俺の手を取った。

　千ち紗さの右手と、俺の左手がぎゅっと結ばれる。

　──っっっ!?

　はじめて握にぎる千紗の手は想像以上に小さくて、柔らかくて、やけどするんじゃないかってくらい熱かった。たったこれだけの皮ひ膚ふの接触で、尋じん常じようじゃないほど胸が高鳴る。

　周囲からは好奇や嫉妬が入り交じった目で見られた。「なんであんなやつが……」といった陰口めいたものが耳に入る。全力で無視する。というか、そもそも気にする余裕がない。

　焼きそばで最低限の空腹を満たし、あとはたこ焼きやらチョコバナナやらをテキトーに買って、食べ歩きながら巡ることにした。

　定番のお化け屋敷、射的をはじめとした縁日系のゲーム、文化部の展示発表。

　どこもよかったが、特に盛り上がったのが写真部だ。こっそり『写真で一言』の大おお喜ぎ利りをやったりしてすげえ楽しかった。千紗も終始、楽しそうに笑っていた。おかげで甘い雰ふん囲い気きにはさっぱりならなかったけど、まあ、人生初のデートにしては上じよう出で来きだろう。

　あっという間に時は流れて、気がつくと十三時半を過ぎていた。そろそろＰ１がはじまってしまう。出場者は出番の十分前までに舞台裏に行けばいいのだが、俺たちの足は自然と体育館に向かった。早く会場の空気を体感したかったのだ。

　ここでようやく七なな海みちゃん、マスターと合流して、俺たちは前の方の席を確保した。

　体育館にはびっしりパイプ椅子が並んでいたが、ほどなく満席になった。立ち見も大勢いる。観客数は千を軽く超えているだろう。さすがメインイベントだ……。

　そして十四時、ジャスト。文化祭実行委員のＭＣがステージに上がった。

　いよいよＰ１の開始が宣言される。

　もっともプレッシャーのかかるひと組目は、合唱部のアカペラだった。一昔前に流は行やったＪポップを驚きの声量とハモリで歌い上げる。その歌声は伴ばん奏そうがないことで、ストレートに観客の心に届いた。終わった瞬間、拍はく手しゆ喝かつ采さい。これが優勝でもおかしくないくらい、素晴らしい出来だった。

　その後も楽しませてくれるパフォーマンスが続いた。もちろんクオリティには差があるけど、どの組もとても努力してきたんだなということは伝わってきた。

　滞とどこおりなくプログラムは進んでいき、三組前のパフォーマンスが終わったところで、俺と千紗はスタンバイのために立ち上がった。七海ちゃんとマスターが千紗に向かって言う。

「お姉、がんばってね！」

「自信を持って、落ち着いてやれ」

　ふたりのあたたかい激げき励れいに、千紗は「まかせて」と力強くうなずいた。

「…………俺にはそういうのないんですかね」控ひかえめに訴えてみる。

「お姉の足を引っ張ったら許しませんよ」

「サービスしたブレンド代くらいは楽しませろ」

　……差が露ろ骨こつすぎるだろ。

「ご期待に添そえるようがんばります」と俺は苦笑した。

　このやりとりのおかげで、だいぶ緊張がほぐれた。ひそかに感謝しておこう。

　舞台裏では先の出番の人たちが、最終確認だったりストレッチだったりあるいは軽い雑談だったり、それぞれの方法で集中を高めていた。見習って、俺たちも小声でネタ合わせをやることにした。

　着々と出番が近づいてくる。鼓こ動どうが徐々に速まる。でも、悪くない気分。心地いい緊張感。失敗する気がしない。「なんであんな冴さえないやつが湊みなとさんの隣にいるんだ？」と失敬なことを思うやつらにわからせてやる。俺が湊千ち紗さの相方に相応ふさわしい男だって。

　──あぁ、楽しみだ。

　俺たちの前の組はコメディ調の演劇だった。演劇部ではなく、一年の素人しろうとたちによるものだ。たぶんクラスのお調子者たち。脚本も演技もひどいものだったけど、それなりにウケていた。ラッキーだと思った。会場の空気は理想的な感じに温まっている。

「いい前座だな」と俺は言った。

　当然、快かい活かつな返事が返ってくるものと思ったのだが、

「え？　……あ、うん、そうだね」なぜか千紗の歯切れは悪かった。

「あれ、緊張してる？」

「……ちがうの」

　千紗は泣きそうな声で言った。いや、泣きそうっていうか──

「これで慶けい人ととのコンビも終わりなんだなって思うと……」

　じわりと、千紗の瞳には涙がにじんでいた。

　俺は盛大にうろたえた。──この土ど壇たん場ばでそれは勘かん弁べんしてくれ！

　もちろん俺だって同じ想おもいだ。だからこそ、それは考えないようにしてたのに……！

　内心でため息をつき、さてどうしたものかとしばし悩なやみ、

「……そりゃねえよ」

　無意識にそんな言葉が口からこぼれていた。

「え……？」と千紗がこちらを見つめる。うるんだ瞳で。ふざけんな。涙は終わったあとの嬉うれし泣きしか断じて認めん。

「千紗がＰ１に出たいって言うから、俺はここまでやってきたんだぞ？　なのにそんな悲しそうな顔で本番に臨のぞむのか？　そりゃねえよ。あんまりだ。俺、可哀かわい相そうすぎだろ」

　手を伸ばす。千紗の両りよう頬ほおをつまみ、むにっと引っ張る。

「……っ!?」

　千紗は驚きに目を見開く。涙はぎりぎりのところで持ちこたえた。

「ひょ、ふぁにふん──」

「今は余計なことは考えるな」

　千紗の抗議をさえぎって、まっすぐ告げる。

「とにかくこの瞬間を全力で楽しめ。俺は観客の誰よりも千紗を楽しませたいんだ」

　そこで大きな拍手が起こる。前の組が終わったようだ。やばい、時間がない。早口でまくしたてる。

「俺は千ち紗さの笑顔のためだけにここにいるんだ。千紗が笑ってくれるだけで、たったそれだけで、俺のすべては報われるんだ。だから頼む。笑ってくれ」

　前のやつらが舞台からはけていく。千紗が口をもごもごと動かす。

「──……ふぁふぁった」

「ふぁふぁった？　なんだそれ？　はっきりしゃべれ」

「ふぁふぇのせいよっ……！」

　千紗は苛いら立だたしげに俺の手を払った。指先から柔らかくてすべすべとした感かん触しよくが遠ざかる。ああ、もっと味わいたかった……。

　────いやあ、笑わせてもらいましたね！　最後、ぐだぐだでしたけど！

　ＭＣのテンション高めの感想が聞こえてくる。千紗はむっとして言う。

「わかったって言ったの」

「何が？」

「慶けい人とのために笑ってあげる。Ｐ１の舞台を全力で楽しむ」

　────それでは次に参りましょう！　なんと喜劇の次は漫才です！

　ＭＣが俺たちの呼び込みをはじめる。千紗は不敵に笑う。

「そんで、わたしも観客の誰よりも慶人を楽しませる。今日という日を、慶人の高校生活で最高の思い出にしてあげる」

「──ああ、期待してるよ」俺も不敵に笑ってうなずいた。

　ただし心の中で「もうなってるけどな」とつけ足す。

　結果は関係ない。千紗と行う最初で最後の漫才だ。

　高校生活でこれ以上のイベントはもうないよ。

　────エントリーナンバー十五番！　ぼっちと美少女という全校驚きよう愕がくのコンビ！

「頼むよ、ツッコミ」「まかせろ、ボケ」

　拳こぶしを合わせて、俺たちは舞台中央へと進んでいく。




　────『底辺かける高たか嶺ねの花』ですっ！




　──わあああああああああああああっ！　ぱちぱちぱちぱちぱちっ!!

　予想以上の歓かん声せいと拍手で迎むかえられる。「湊みなとさーん！」「ちさー！」「がんばれー！」という声援がそこかしこで上がった。深ふか川がわや高たか宮みやさんたちだ。すげえ。完全にホームじゃねえか。事前にコンビのこと、引っ越しのことを説明したのが予想以上に効いている。

　人気者の最後の晴れ舞台！　そりゃあ応援してくれるよな！　これは、いけるかも！

「うるせえーっ！」声援に対して千紗は罵ば倒とうで応えた。

　──って、いきなりアドリブ!?　あれほどやるなって言ったのに！

　……いや、でもツカミとしては大成功だ。盛大にウケていた。これくらいならまだ修正できる。落ち着いてやれ。本来用意していたツカミを捨てて、すかさず俺もボケを振る。

「いやあ、さすが湊みなとさん！　すごい人気だな！」

「うるせえーっ！」

「え、俺も!?」

　またどっとウケる。よし、ナイス返し！　この流れで一気にいくぞ！

　アドリブはここまで。俺は視線でネタに入れと告げる。千ち紗さは小さくうなずいた。

「えー、今日はこの場をお借りして、皆さんに聞いてもらいたいことがあります」

　深刻そうな声色に、なんだなんだ？　とちょっとだけ空気が変わる。

「実はわたし、今まで黙ってたんですけど──彼氏がいないんです！」

「知らねえよ!?　それがこの場をお借りして言うことか！」

　笑いの基本。緊張と緩和。また、千紗に恋人がいないと大々的に言わせることで、男子たちのハードルを下げるのが目的だった。──そして狙ねらい通り、大きくウケた。

「というわけで、今からわたしが誰かの恋愛相談に乗ってあげる」

「どういうわけだよ。なんでする方じゃなくてされる方なんだ」

「恋に悩なやむ他人を見下して、安心感を得たいの」

「堂々と最低なことを言うな！」

「だから相談者は、こいつもうどうしようもないな、って人がいいな。ルックスも体力も学力もしょぼくて、なによりコミュ力が皆かい無むのぼっちとか」

「色々とひどいな……でも、そこまで残念なやつ、この学校にいるか？」

「そうだよねぇ……そこまで残念な人はそうそういないよねぇ……」

　そこで千紗はハッと俺を指さす。

「──って、こんなところにいた!?」

「俺かよ!?　しかも否定できねえ！」

　──あははははっ！　すねるように叫ぶと、大勢の笑い声が返ってきた。

　……うわ、恐ろしいほど気持ちいい。なんだこれ、最高すぎる。

「んじゃ、悩めるぼっちよ。好きに恋愛相談してくれたまえ」

「やだよ」

「えっ、なんで!?　彼女が欲しくないの？」

「そりゃ欲しいけどさ。こんな大勢の前で恋愛相談とか恥ずかしいじゃん」

「大丈夫！　ぼっちよりは恥ずかしくないから！」

「やかましいわ！」

「恋愛において一番大事なのは積極性だよ！　余計なことを考えてる暇ひまがあったら、気になるあの娘こにアタックチャンス！」

「……あー、はいはい。わかったよ。その代わり、ちゃんと相談に乗ってくれよな」

「もちろん！」

「で、どうしたら彼女できる？」

「……またえらい雑な質問だね。もうちょっと真面目まじめにやってくんないと、こっちもやる気出ないんだけど？」

「そう言われてもな。恋愛相談とかしたことないし」

「まったく、これだからぼっちは困るんだよ」

「……相談者はぼっちがいいって言ったくせに」

「やれやれ、しょうがないなー。じゃあ、そんな恋愛ビギナーな織お田だくんには、わかりやすくゴルフにたとえて教えてあげる。名づけてゴルフ理論ね」

「……よろしく頼む」

「てか、その前に織田くん、ゴルフって知ってる？」

「当たり前だろ」

「ゴリラとは違うんだよ？」

「わかってるよ！　どこの世界にゴルフとゴリラ間違える高校生がいるんだ!?」

「でも、うちの高校、偏差値そんな高くないし……」

「失礼だよ！　え、なに、目の前の人たちに喧けん嘩か売ってんの!?　子し葉よう高校なめんなよ！」

　──あははははははははっ！

　切り札の内輪ネタ。ここまでで一番大きな笑いが起こった。ぞくぞくと鳥肌が立つ。だが落ち着け。ここで調子に乗ったらテンポが速くなりすぎる。観客に合わせた間まを作れ。

「……──じゃあ、説明していくね」

　千ち紗さはきちんと笑いが収まるのを待った。

「ゴルフって、大きく分けると三つのプレーがあるのは知ってる？」

「なんとなくはね。あれだろ？　最初のティーショット。グリーンを狙ねらうアプローチショット。で、カップを狙うパターだ」

「そう。これってまさに恋愛と一緒なんだよ」

「そうなのか？」

「うん。恋愛の流れは、出会い、アピール、告白だからね」

「なるほど。たしかに似てる」

「──最後に落とすところもね」

「どや顔すんな。大してうまくねえから」

「そう考えると、カップというのもおっぱいと繋つながってくるよね」

「繋がらねえよ!?　紳士のスポーツとおっぱいを繋げるな！」

「あ、そういやおっぱいといえば」

「おっぱいで広げんな！　文化祭だぞ!?　実行委員に怒られるわ！」

　諸もろ刃はの剣つるぎである下ネタ。引かれないかという懸け念ねんもあったけど、大きくウケた。

「真面目に説明しろよ」

「はいはい。じゃあ最初はティーショット、出会いについてね」

「ああ」

「まず、織お田だくんはどんな女の子と出会いたい？」

「え、いきなりそう言われても難しいな……」

「深く考えずに、自分の理想を言えばいいよ。たとえば、全身毛むくじゃらで握あく力りよくが五○○キロあるとか」

「どんな女だよ!?」

「Ｍ動物園のモンローこと、ゴリリンちゃん」

「それ絶対ゴリラじゃん!?　何がモンローだよ！」

「織田くんはマウンテンとローランドどっち派？」

「なにその派は閥ばつ!?　どっちでもねえよ！」

「んじゃ、黒髪か茶髪だったら？」

「……んー、それはやっぱ日本人だし、黒かな」

「ってことは、マウンテン派だね」

「ゴリラの話かよ!?　ならどうでもいいわ！　ゴリラにそんな興味ねえし！」

「バカ！　あんたがそんなだから、ゴリラが絶ぜつ滅めつの危機なんでしょ！」

「説教はじまった!?　どんだけゴリラ好きなんだよ！」

　──あはははははっ！

　千ち紗さこだわりのゴリラネタ。勢いに乗っていたからか期待以上にウケていた。

「……とりあえず、ゴリラから離れてくれ」

「ちぇっ、わかったよ。じゃあ、人間の理想を言いなよ」

「はいはい。えーと、そうだな……優しくて、可愛かわいくて、清せい楚そで、健康的で、ユーモアがあって、いつも笑顔で、スタイルがよくて、知的で──」

「えいっ！」

　セリフの途中で、千紗から思い切りビンタを食らう。

「──いってえな！　なにすんだよ!?」

「図ずう々ずうしいわ！　どんだけ注文つけんのよ！　あんた自分のレベルわかってんの!?」

「うるさいな！　わかってるよ！　お前が理想を言えって言ったんだろ!?」

「それにしたって限度があるでしょ！　そんな完璧な女、一体どこにいるっていうのよ！」

　そこで千紗はハッと自分を指さす。

「──ってこんなところにいた!?」

「お前の方が図々しいよ！」

　──あはははははははっ！　全力でツッコむと、また体育館が爆笑の渦うずに包まれた。

　たまらない快感。最高だ。もう楽しくってしょうがない。しかしだからこそ、落ち着けと強く言い聞かせる。ゆっくりためて丁寧に次の振りを入れろ。

「──なに自分で完璧とか言ってくれてんの？」

「だって、事実だから」

　千ち紗さは嫌みったらしく肩をすくめた。うざい。くすくすとした笑い。

「……いやいや、いきなりお客さんに向かって『うるせえーっ！』とか言うやつのどこに優しさと清せい楚そさがあるんだよ。それにスタイルだって、胸が足りな──」

「えいっ！」

　千紗から二発目のビンタを食らう。

「──だから痛いんだって!?　もうちょい手加減してくれ！」演技でなくマジだった。

「あんたが胸とか言うからでしょ！　文化祭でおっぱいの話とかバカなの!?」

「お前が言うな！」

　また盛大に笑いが生まれる。特に男子のウケがいい。おっぱいが嫌いな男子はいない。

「あー、もう相手はなんでもいいよ。出会ったあと、アプローチの方法を教えてくれ」

「はいはい。えー、とりあえず、ラブレターを送ります」

「んん？　思ったよりまともな方法だけど、今時それはどうなんだ？」

「今時だからだよ。直じき筆ひつの手紙は珍めずらしいからこそ、意外と効果的です」

「なるほど。内容はどうすればいい？」

「相手が得意そうな分野でアドバイスを求める感じにしましょう。見ず知らずの人に好きとか言われたらちょっと身み構がまえてしまいますが、大抵の人は頼られて悪い気はしません」

「おおっ、まじで参考になるじゃねえか」

「で、うまく返事がきたらそのまま文通します──四ヶ月ほど」

「長っ!?」

　そこで、ひときわ派手な笑い声が聞こえた。七なな海みちゃんだ。お腹なかを抱えて笑っていた。

「それくらいないと相手の警戒心を解けません」

「まじか……じゃあ、四ヶ月文通したとして、そのあとはどうする？」

「思い切って、デートに誘さそいましょう」

「ふむふむ。場所は？」

「とりあえず、コーヒーがおいしい喫茶店とかですね」

「無難なところだな」

「で、料金を踏み倒しましょう」

「ダメだろ!?」

「そうすることで、相手にしっかり者という印象を与えられます」

「いやいや！　無理だって！　絶対引かれるわ！」

　マスターが見えた。口元を隠して、肩をふるわせていた。

「ちなみに喫茶店以外には、ＤＶＤ観みたいとか言って自宅に押し入ったり、水族館的なとこに行こうって騙だましてプールに誘うのもおすすめだよ」

「……いや、そんなんでうまくいくわけねえだろ」

「大丈夫、わたしを信じて。──で、お互いの距離がある程度縮まったら、つまり相手の心のグリーンに乗ったら、最後はパターね」

「無駄なたとえはいらんけど、まあいちおう聞いとくよ」

「しっかりと芝しばを読んで、テイクバックとスルーを同じ大きさに」

「まじのパターの打ち方じゃん!?　最後は告白の仕方だろ！」

「告発？」

「言ってねえ！」

「まず、法廷の裏に呼び出して」

「校庭の裏みたいに言うな！　だから、告発じゃなくて告白だよ！」

　深ふか川がわが見えた。手を叩たたいて笑っていた。

「テキトーにプレゼントあげて、好きって言えばいいんじゃん？」

「急に雑!?　なに、飽きたの？」

「ぎくっ……」

「ぎくじゃねえ！　表現が古いわ！」

　高たか宮みやさんが見えた。クラスのみんなが見えた。みんな、バカみたいに笑っていた。

「──ああ、もういいや。じゃあ、プレゼントあげるとして、何をあげたらいいんだ？」

「そりゃ、相手がもらって嬉うれしいものでしょ──現金とか」

「生なま々なましいわ！」

　──笑え。

「小切手とか」「一緒だよ！」

　──笑え。

「婚約指輪とか」「それは段階飛ばしすぎだ！」

　──笑え。

「マグロの刺さし身みとか」「今度は違う意味で生々しい!?」

　──もっと。もっともっと。涙が出るほど笑ってくれ！

「じゃあもう特別に、究極のプレゼントを教えてあげるよ」

「なんだよ、そんなのあるなら最初から教えてくれよ。なに？」

「ずばり、おこめ券」

「はあ？　それが究極のプレゼント？」

「えっ、逆に訊きくけど、おこめ券で落ちない人なんているの？」

「いっぱいいるわ！」

「え……でもだって、Ｐ１の優勝賞品がおこめ券なのもそういうことでしょ？」

「ちげえよ！」

「うそ!?　わたし、おこめ券につられてきたんだよ!?」

「まじかよ!?」

「だからお願いみんな！　優勝させて！」

「こらこら！」

「いや、優勝はどうでもいいからおこめ券だけちょうだい！」

「正直ならいいってわけじゃないぞ!?」

　────会場全体が、笑っていた。

「とまあ、ゴルフ理論はこんなところかな。どう？　参考になったでしょ？」

「全然ならなかった」

「そっかー。じゃあ、次はゴリラ理論を教えてあげる」

「ゴリラもあったの!?　もういいよ！」

　締しめのツッコミを入れて、俺と千ち紗さは揃そろって深くお辞儀をした。

「「どうもありがとうございましたー!!」」




　────わあああああああああああああああああああああああああああっ！

　────ぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱちっ！




　拍はく手しゆ喝かつ采さい。大歓かん声せい。賞しよう賛さんの嵐が体育館中に吹き荒れる。俺の心はもう、わけがわからんくらいめちゃくちゃに乱れていた。興奮しすぎて、うっかり気絶してしまいそうだ。ＭＣが何かコメントしている。たぶん褒ほめられてる。よくわからん。聞こえてはいるけど、現実感がなくてまったく頭に入ってこない。

　顔を上げて隣を見る。千紗もちょうどこちらを向いた。見つめ合う。満面の笑み。

「──ありがとう……最高に、楽しかったよ」













「──っ」

　あ、ダメだ。これはいかん。感かん極きわまって返事ができない。うわ。どうしよ。まじで何も言えない。言葉が何一つ出てこない。もしかしたら俺が生しよう涯がいで語るべき言葉は、この五分間ですべて使い果たしてしまったのかもしれない。

　──いや。まだひとつだけ。伝えていないことがある。

「千ち紗さ」

　そう思った瞬間、例によって勝手に口が動いていた。

　言ってもしょうがなく、言うつもりもなかった想おもいが。

　いっぱいになった胸からあふれてきた。

「俺、お前のことが──」

「慶けい人と」

　──だが、その想いに千紗はそっとふたをした。

「早くはけないと、次の組きちゃうよ？」

　俺の言葉をさえぎり、千紗は柔らかく微笑ほほえんだ。

「…………そうだな」

　俺も精一杯微笑もうとして、たぶん失敗した。

　千紗はそれに、気づかなかった振りをした。千紗は無言で舞台袖そでに進んだ。

　俺は千紗に三歩遅れて、足を踏み出した。

　……俺は今、失恋したのだと思った。

　意外にも、つらいとか苦しいとか、そういうことはあまり思わなかった。

　ただ、告白くらいさせてくれよ、と思った。

　そりゃ、答えはわかってるけどさ、迷惑かもしれないけどさ。

　これでもう、本当に終わりなんだ。

　最後に、好きくらい言わせてくれてもいいじゃねえか……。





　　　　＊






　──そして。

　結果から先に述べてしまうと、俺たち『底辺かける高たか嶺ねの花』は五位入賞を果たした。

　優勝は二年連続で吹奏楽部だ。クラシック、アニソン、Ｊポップ、ロックの人気曲をスペシャルメドレーでお送りした。何十人からなる音は凄すさまじい迫力で、誰もが自然と手拍子をしていた。会場全体がひとつの楽器になったみたいだった。あの一体感は、ちょっと漫才では作り出せないなと思った。

　ちなみに二位はチアリーディング部、三位は軽音楽部、四位は合唱部だった。やはり音楽系は強かったというわけだ。負けたのが悔しくないといえば嘘うそになるけど、部活以外の参加者では俺たちがトップだったので、まあ、大健闘だと言ってもいいだろう。




　舞台をおりて、客席に戻ったあと。

　七なな海みちゃんは涙ぐみながら「慶けい人とさん素す敵てきでした！　まじ惚ほれかけました！」と俺に熱烈な賛辞を送って、「お姉、感動したよ……！」と千ち紗さに抱きついた。

　続いてマスターからは「うちで稽けい古こしたんだから、あれくらい当然だな」とツンデレな感想をいただいた。




　Ｐ１が終わり、体育館から教室に戻ると、千紗は女子の輪の中に入っていった。

　先ほどキャンセルされた告白の続きをしたかったが、それを察せられたのか、明らかに俺のことを避けていた。なんとか隙すきをついて話しかけても、「ごめん、ちょっとトイレに行ってくる」と逃げられてしまった。




　こうして高校一年の文化祭は終わった──わけだが、今日という一日はまだ続く。

　十代のエネルギーをなめてはいけない。みんな興奮さめやらないといった様子で、教室内は打ち上げに行こうと盛り上がっていた。俺と千紗も当然のように誘さそわれて、もちろんＯＫした。制服だと何かと問題があるとのことで、一度帰ってから十九時に駅前集合ということになった。この打ち上げのどこかで必ず告白してやると、俺は意気込んだ。場合によってはみんなの前でも辞さない覚悟だ。

　──しかし。俺は予想してしかるべきだった、大誤算をやらかす。

　集合時間を過ぎても、千紗は姿を現わさなかった。





　　　　＊






　……何かあったのか？　俺は心配して何度も電話をかけた。が、一向に出ない。事故にでもあったんじゃねえだろうな、と焦りはじめたところで、千紗からメールが届いた。





　　　今までありがとう。あなたがわたしにしてくれたこと、わたしは一生忘れません。

　　　ですが、ごめんなさい。もうわたしには構わないでください。さようなら。






　…………なんだよ、それ。手から力が抜け、ケータイを落としそうになる。

　どくんどくん、と心臓が耳みみ障ざわりなリズムを刻む。苦しい。吐き気がする。冷たい夜風が顔をなでる。空には欠けた月。昼間より曇くもってきていて、星は見えない。周りには大勢のクラスメイトたちがいるのに、世界でたったひとりになってしまったような錯覚に陥おちいる。

　──あんなに濃密な時間を過ごしたのに、別れの挨拶をメールで済ませるのかよ。

　……ふざけんな……薄情にもほどがあんだろ……勝手に終わらせないでくれよ……。

　だが、俺は理解できてしまった。あぁ、そういうことかと深く納得してしまった。

　千ち紗さはたぶん、この前俺がやろうとして、できなかったことをやったのだ。

　別れの痛みを小さくするために、これ以上一緒にいることを拒こばんだのだ。

　あいつにとって俺は、そこまで離れがたい存在だったのか……？

　一瞬そんな風に考えて、かぶりを振る。

　──だからどうした。今さらそれがわかったところで、なんの慰なぐさめにもならない。

　これでさよならなんて嫌だ。もう一度、千紗と会いたい。声が聞きたい。

　大好きだって叫びたい。

　…………でも、俺は、千紗の選択を尊そん重ちようしてやらなければならない。

　千紗の夢を応援するって決めたのだから。

　千紗がそういう別れ方を望むなら、俺にできることは、俺がしていいことは──

　もう何もない。




　数分後。

「……いま、千紗からメールがあったんだけど」

　高たか宮みやさんがひどく残念そうに、みんなに言った。

「引っ越しの準備があって、打ち上げには来られないって」「えぇっ!?」「まじかよ!?」「うわ、ショック」「なんとかなんないのかな」「でも明日だもんな」「しょうがないか……」

　驚き、悲ひ嘆たんにくれるみんなの声がやけに遠くに聞こえた。




　駅前からファミレスに移動を開始する。まだ来ていない人が何人かいたが、予約した時間が迫っているとのことで、その人たちはあとから追いかけてもらうことになった。

　俺は集団の最後方をのろのろと、うつむきがちに歩いていた。わかりやすく落ち込んでいる俺に、誰も話しかけないでくれた。せっかくの打ち上げなのに、気を遣わせて申し訳ない。てゆーか、こんなやつがいても空気は盛り下がるだけだ。帰るべきだと思った。でも、それを高宮さんに告げる気力すらなかった。ただでさえ遅かった歩く速度をさらに落としてみる。徐々に集団から離れていく。このまま黙って消えてもいいかな……

「おい」

　突然、正面から白い光を浴びせられた。自転車のライトだった。スタイリッシュなマウンテンバイク。無駄にかっけーチャリだと思ったら、持ち主も無駄にイケメンだった。

　どうやら今、合流したらしい。深ふか川がわは険けわしい顔つきで言った。

「……高宮から、事情は聞いた」

　なんの？

　と返そうとしたが、うまく声が出せなかった。でも、唇くちびるの動きだけで伝わったようだ。

「湊みなとさんのことに決まってるだろ」

　深川は憎にく々にくしげに目をすがめた。

「……お前は、それでいいのか？」

　なにが？

「このまま湊みなとさんと別れていいのか？」

　……そんなの

「──いいわけないだろ！」

　やっと声が出たと思ったら、自分でも驚くくらいの大声だった。

「だったら会いに行けよ」

「……でも、千ち紗さは──」

「いいから行け。むかつくからぐだぐだ抜かすな。お前は湊さんのわがままを叶かなえてやったんだろ？　だったらお前もわがままになれよ。その権利はある」

　そう言って、深ふか川がわは不敵に笑ってみせた。

「余計なことを考えてる暇ひまがあったら、気になるあの娘こにアタックチャンス！」

「…………よくそんな恥ずかしいセリフ、どや顔で言えるな」

「──うるせえっ！　お前らのネタだろ！」

　深川は拳こぶしを鳴らして凄すごむ。

「てか、行かなきゃオレと全校生徒の分、合わせて二億発殴なぐる」

「……ちなみに、その内訳は？」

「決まってるだろ。全校生徒が一発で、残りがオレだ」

　どんな比率だよ。意味わかんねえ。

　だがなんにせよ、二億発も殴られたら死んでしまう。

　天国に行けるならそれも悪くはないが、でも、俺が会いたいのは現世の天使だ。

「──自転車、貸してくれるか？」「いいぜ」

　俺の申し出に、深川は即答で承諾してくれた。

「さんきゅー！」俺はすぐさまサドルにまたがろうとして、「たけーよっ！」とキレた。

「あー、脚の長さが違いすぎるか」「うるせーよ！　直せないのか!?」「ちょっと待て」

　深川がサドルをいじっている間、俺は前方に向かって声を張りあげる。

「──ごめんみんな！　俺も打ち上げに参加できなくなった！」

「なんで!?」高たか宮みやさんが俺に負けない大声で聞き返してきた。

「千紗に、ツッコミを入れにいく！」

　なぜか歓かん声せいが上がった。

「わかった！」「おおっ！」「いいぞ織お田だ！」「いけいけ！」「行ってこい！」「がんばれよ！」

　深川が言う。「サドル、これでどうだ？」

　またがってみると、つま先がぎりぎり地面に届くくらいだった。下げるのはこれで限界らしい。ちょっと危なっかしいが、乗れなくはない。

「まじでさんきゅーな！」

「うるせえ、礼なんかいらん。別にお前のためじゃねえよ」

　なんだそりゃ。マスターといい深川といい、俺の周りには女よりも男のツンデレの方が多いのか？　神の采さい配はいに文句をつけてやりたいが、時間が惜しい。

「んじゃ、行ってくる！」

　俺は全力でペダルを踏み込んだ。さすがいい自転車。ぐいぐい進む。

「いけえええええええっ！」「はしれええええええっ！」「飛べええええええええっ！」

　飛ぶのは無理だ！

　だが背中に熱いエールを受け、俺の両足は限界を超えて回る。駅前のごちゃごちゃした道を抜けて県道へ。そこからさらに加速。もしかしたらまじで飛べるんじゃないかって勢いで走る。走る。走る。走る！　俺の気合いが伝わったのか、信号はすべて青になった。

　急な負荷に早くも筋肉が悲鳴を上げる。息が切れる。横から車に追い抜かれて気づく。考えてみれば別に自転車で行く必要ねえじゃん!?　バスかタクシーでよかったじゃん！　後悔してもしょうがない。ここまで来たらこのまま走りきってしまった方が早い。そもそも今の俺は前に進むことしかできなかった。戻るなんて選択肢はない。

　上り坂に入る。一気にペダルが重くなる。たまらずギアを軽くして、立ちこぎに切り替えた。それでもきつい。両足がちぎれそう。心臓が潰つぶれそうだ。だが止まるわけにはいかない。一秒でも早く千ち紗さと会いたかった。好きだって想おもいを伝えたかった。その衝しよう動どうに全身を支配されていた。そのあとどうするかまでは考えてない。ここで会わなきゃ一生後悔する。たしかなことはそれだけ。ふらふらと蛇だ行こうしながらも、ほとんど意地になって坂を攻略する。待たい望ぼうの下り！　風を切り裂いて進む！　ひゃっはああぁぁぁっ────っ！

　謎なぞのくぼみで自転車がはねて大事故寸前に陥おちいったりしながらも、俺は一度も止まらずに千紗のマンションまでたどり着いた。エントランスの前で自転車をおりる。そこでしばし、自転車にしがみつくようにして無様に酸素を求めた。呼吸と心拍がある程度落ち着いてくると、ついでに頭も冷えてきた。

　……夜分に連絡もなく女子の家を訪ねて、まず何を言えばいいんだ？

　わからん。ぜんぜんわからん。疲労もあって頭が回らない。

　てか、千紗は俺のことを避けているのだ。そんな状態で無理に会いに行くとか、ほとんどストーカーの所しよ行ぎようじゃね？　今度こそまじで通報されかねないのでは？

　──などと、ここまで来て怖おじ気けづく俺の前に、救いの女神が現れる。

「あれ？　あなた、ひょっとして慶けい人とくんじゃない？」

「──はいっ!?」

　声に驚いて振り向くと、ショートヘアの美女が立っていた。

「……そうです、けど？」

　肯定しつつ、どこかで会ったことあったっけ？　と首をひねる。

「やっぱり」と美女は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　その笑顔で察した。せっかく落ち着いてきた鼓こ動どうがまた速まる。

「──もしかして千紗の、千紗さんのお母さんですか？」

「はい。千紗と七なな海みの母の和かず美みです。娘たちが大変お世話になっております」

　丁寧にお辞儀をされて俺は慌あわてる。

「いえ、こちらこそっ！」と和かず美みさん以上に深く腰を折った。

　和美さんはくすりと笑って、

「ま、立ち話もあれですから、とりあえずうちに上がってください」

「……いいんですか？」

　元よりお邪魔する気満々だったが、思わず確認してしまう。

「もちろん。あなたとはぜひ一度話してみたいと思ってたの。嫌って言っても引っ張り込んじゃうから」

「い、嫌なんてそんなっ！」

「じゃ、どうぞ。あ、自転車はあっちに置いてきて」

「はい！」

　無駄に元気よく返事をして、俺は来客用らしいスペースに深ふか川がわの自転車を置いてくる。

　ダッシュで戻ると、和美さんはおかしそうに笑った。

「そんなに急がなくてもいいのに」

「いえ、すいません」俺は恐きよう縮しゆくしすぎてなぜか無意味に謝った。

　和美さんについていってエントランスを通り抜ける。

「どうして俺の名前を知ってたんですか？」

　エレベーターを待っている間、黙っているのが気まずくて訊たずねた。

「そりゃ、ふたりから慶けい人とくんのことはよく聞いてるから」

　……一体、どんな話を？　と思ったが、聞くのが怖いので別の問いを投げかける。

「でも、どうして顔まで？」

「あー、それはね、千ち紗さに写メを見せてもらったの」

「写メ？」そんなの撮られた記憶はないぞ？

「寝顔のやつよ」

「──ああっ！」

　いつかの保健室の光景が脳裏をよぎる。

　──あれ、まじで撮ってたのかよ!?　てか、寝顔の写メを家族に見せんな！

　羞しゆう恥ちで顔が熱くなる俺に、和美さんはくすくす笑う。

　……よく笑う人だな。なるほど、千紗と七なな海みちゃんの母親って感じだ。綺き麗れいだし、こんなお母さんだったら絶対マザコンになるなと思った。

　そこでエレベーターが来た。三階まで上がる。湊みなと家はまさかの３１０号室だった。喫茶３１０との一致は偶然なのか必然なのか……。まあ、そんなことはどうでもいい。和美さんが鍵を開けて中に入ったので、俺も「お邪魔します」と続いた。

　整せい理り整せい頓とんされた玄関で靴を脱ぎ、俺はとうとう千紗の家に上がってしまった。うわ、なんかいい匂いがする。お菓子の匂いだろうか？　心を落ち着かせるためにも思いっきり深呼吸がしたくなる。でもそんなことしたら失礼か？　あるいは変態か？　と葛かつ藤とうしていると、リビングの方から足音がして、七なな海みちゃんが出で迎むかえに現れた。

「お帰りなさ──って、なんで慶けい人とさんがいんの!?」

「ふふ、さっきそこでナンパされたの」

　驚きよう愕がくする七海ちゃんに、和かず美みさんはとんでもないことを言った。

「ええっ!?　慶人さん、下は小五から上は四十までとか、守しゆ備び範はん囲い広すぎですよ！」

「信じるなよ！」

　素直か！　あと、さり気なく俺の守備範囲に自分も含めるな。小学生はないって前に言っただろうが。和美さんから変な誤解を受けたらどうしてくれる。

「七海」

　その和美さんが眉まゆをひそめる。お客さんに対して失礼よ、的な注意を期待したが、

「私はまだ三十九よ」

「ツッコミどころそこ!?」

「ちなみにスリーサイズは上から99」

「訊きいてないですし！　てか、それまじで湊みなと家伝統のボケだったの!?」

「あら、これが噂うわさのツッコミね」と和美さんは笑った。

「お姉の相方だけあるでしょ」と七海ちゃんも笑った。

　……いや、まじでなんなのこの一家。愉ゆ快かいすぎるでしょ。

「それで、七海。千ち紗さはどんな感じなの？」

　俺が力なくうなだれていると、和美さんが訊たずねた。

「あー、かなり重症」

　七海ちゃんはちらりと俺を見て、

「帰ってくるなり部屋に引きこもってわんわん泣いてる」と続けた。

「もう、ほんとあの娘こは泣き虫ねぇ」と和美さんは苦笑する。

「……いちおう訊くけど、重症って病気とかじゃないよね？」俺はおずおずと訊ねた。

「いや、ある意味病気ですよ。慶人菌におかされてしまってます」

　……なんだよその菌。ぼっち菌の別名……？

「それじゃ、原因である慶人くんに治療してもらいましょう」

　そう気軽に言って、和美さんは玄関からすぐ左手のドアを指さした。

「そこが千紗の部屋だから」

「や、部屋だからと言われましても……」いきなりの無む茶ちやぶりに戸惑う。

「何よ？　千紗に会いに来たんじゃないの？」

「あ……はい…………そうですね……」

　俺はドアの前に立ち、覚悟を決めた。

　一度深呼吸をして、とりあえずノック。緊張しながら言う。

「千紗。俺だ」

　…………反応なし。もう一度ノックしても、無視されてしまった。

　俺は困ったように和かず美みさんの方を振り向く。和美さんは微笑して、あっさりと言った。

「気にせず突撃しちゃっていいよ」

「え、いいんですか？」

「私が許可します」

「いや、いくら母親でもそんな勝手に……」

「私は千ち紗さの幸せのためなら、どんなことだってする。そして、千紗の幸せに慶けい人とくんは必要だと思う。だから、いいの」

「…………では、行かせてもらいます」

　あとで考えてみればかなり強引な理屈だったが、そのときの俺は深く納得した。

　たぶん、和美さんの千紗への愛に、心を動かされたんだと思う。

　俺は「入るぞ」と言って五秒後に、ゆっくりとドアを開けた。

　千紗の部屋は電気がついておらず真っ暗だった。だがいちおう、廊下側からの明かりで部屋の様子は見回せた。パソコンデスク、空っぽの本棚、クローゼット。はじめて入る女子の部屋は思ったよりも簡素だった。整せい理り整せい頓とんされているというか、明らかに物が少ない。ああ、そうか。引っ越し間近だからか……。

　ドアは開けたままにして、部屋の奥に進む。シングルベッドの上に、眠り姫がいた。

「…………寝てやがるし」

　千紗は制服のまま掛け布団を抱き枕のようにして、横向きに眠っていた。

　しかも、かなりの熟じゆく睡すいっぽい……。どうりで反応がないわけだ……。

　あえて電気はつけずに、千紗に歩み寄る。なぜ電気をつけなかったかというと、スカートが結構やばい感じにめくれていて、ふとももがけしからん感じにあらわになっていて、角度によっては秘密の花園が見えてしまいそうだったからだ。

　ベッドの脇に膝ひざをつく。千紗はすうすうと気持ちよさそうに寝息をたてていた。

　──ちくしょう。ほんとバカみたいに可愛かわいいな……！

　こんなときでも、俺の心臓はしっかりと高鳴る。一瞬、寝顔を撮られた仕返しに俺も撮ってやろうかなと思った。が、千紗の頬ほおにうっすらと涙の跡あとが残っているのを見つけてしまい、それは自重した。おそらく、泣き疲れて眠ってしまったのだろう。

　ずっと寝顔を眺めているわけにもいかない。俺は「千紗、起きろ」と声をかけた。

「……んん」と千紗は妙に艶つやっぽい声を漏らして身じろぎする。しかし起きない。

　──キスしてやろうか。

　無防備すぎる寝姿に、そんな欲望に駆かられる。だが、それが許されるのは童話の中だけだ。現実でやったら寝こみを襲おそう性犯罪者以外の何ものでもない。

　とはいえ、起きてくれないと困る。

　いくらか躊ちゆう躇ちよして、俺は「こら、起きろ」と千紗の二の腕を揺すった。

「……んん…………なにぃ……？」

　さすがに起きてくれた。俺は小さく息を吐く。

　目が合うと、千ち紗さは寝起きのふにゃっとした声で「あ、慶けい人とだ」と言った。

　そして、おもむろに両手を伸ばしてきて──抱き寄せられた。

「──っ!?」

　やわっこい感かん触しよく、とろけるような温ぬくもり、甘い香り。

　この世の幸せをすべて詰め込んだような、熱い抱ほう擁よう。

　──にゃああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?

　魂からの絶叫が脳内に響き渡る。全身が沸ふつ騰とうして、吐と血けつするかと思った。いっそ殺してくれとも思った。ここで人生が終わるなら本望だ。しかし、身体はまだ生を欲していた。

　早くこいつから離れろ！　もう心臓が耐えられない！　死ぬぞ!?

　という生体アラームに従って、俺は千紗の両肩を掴つかみ、身体を突き放した。

「ああんっ、やだあっ」

　寝ぼけているのか、千紗はだだっ子のような声を上げる。

「ぎゅっとしてっ」

「──ぎゅっとしてじゃねえ！」

　なんだよそれ!?　可愛かわいいにもほどがあるだろ！

　まじで勘かん弁べんしてくれ！　これで我が慢まんするとかどんな拷ごう問もんだよ！

　てゆーか、もう我慢しなくてもよくね!?　襲おそっちゃってもよくね!?

　──よくねえええええええええええええええええええええええええええええええっ！

　俺は精神的血けつ涙るいを流しながら立ち上がり、蛍光灯にぶら下がっているヒモを引っ張った。

　かちっ、と音がして電気がつく。

　千紗は「ん」とまぶしそうに顔をしかめ、「んん……？」と小首を傾かしげて目をこすり、

「──ちょっ!?」と目を見開いた。はじかれたように上半身を起こし、

「なんで慶人がわたしの部屋にいんの!?　夜よ這ばい!?」

「……んなわけねえだろ」

　完全に覚かく醒せいしたらしい千紗に、俺は脱力して答える。

「女子の寝こみ襲っといて、夜這いじゃなきゃなんなのよ！」

「だから襲ってねえだろ！」

　むしろ襲われたのはこっちだよ！

「それに、和かず美みさんから許可はもらってるよ」

「夜這いの!?」

「ちげーよ！　部屋に入る許可だ！」

　夜這いから離れろ！　そんな許可出す母親がいてたまるか！

「…………じゃあ、一体なにしに来たわけ？」

　口調を剣けん呑のんなものに変え、千紗は思い切りこちらを睨にらんできた。

　なにしに来た？　そんなもん決まってるだろ。俺は睨み返してまっすぐ告げる。

「お前に会いに来た」

「──っ！」

　千ち紗さは息をのみ、顔を真っ赤にして怒ど鳴なり散らす。

「ば、ばっかじゃないの!?　信じられないっ……！　メール見たでしょ!?　わたしはあんたの顔なんか見たくないの！　今すぐ出てって！」

「嫌だ」

「なんでよ!?」

「だって、千紗、泣いてるじゃん」

　千紗の瞳からは、ぼろぼろと涙がこぼれていた。

「好きな女が泣いているのに、ほっとけるわけないだろ」

　このとき、俺は一体どんな顔をしていただろう。真顔だったか、笑顔だったか、それとも泣きそうな顔だったか。そのどれでもありそうで、あるいは全部だったかもしれない。

　要するに、頭の中はごちゃごちゃだった。この想おもいを伝えるためだけにやってきて、目的を果たした。言ってやった。人生ではじめて、俺は告白ってやつを経験した。ばくばくと心臓は暴れているし、手足はしびれるように痛むけど、とても晴れやかな気分だった。

　なるほど。リア充たちが恋愛に夢中になるわけだ。

　ああ、まったく。

　美少女とは関わらないと、アホな誓ちかいをしていた過去の俺に教えてやりたい。

　たしかに、失恋ほどつらくて苦しいものもそうないけれど。

　それでも全身全霊、本気で誰かを好きになるってのは。

　その気持ちを伝えられるってのは。

　とても尊くて、たまらなくいいもんだぞって。

　……だから、呆ぼう然ぜんと固まる千紗に、俺はもう一度言ってやる。

「好きだ。千紗」

「────だから、なんで……っ、そういうこと言うのよっ！」

　千紗は泣き叫びながらまくらを投げつけてきた。びくりと身み構がまえる。が、それはてんで方向違いのところに飛んでいった。壁に当たって床に落ちる。小さくない音を立てたはずだが、千紗の怒ど号ごうがそれをかき消す。

「ねえ！　なんでそんな意地悪なこと言うの!?　わたしがどんな気持ちであのメールを打ったかわかる!?　慶けい人とに会いたいのを我が慢まんして我慢して我慢してっ！　本当に死ぬほど苦しかったんだよ!?　なのにっ……！　なんでここまで来ちゃうんだよ！　なんで好きとか言うんだよ！　それであんたは、わたしになんて言って欲しいの!?」

「……っ」

　想定外の糾きゆう弾だんを受け、俺は言葉に詰まってしまった。たしかに俺はどんな答えを望んでいたのだろう。とにかく告白したい一心で、返事については何も意識していなかった。

「ねえ！　なんとか言ってみなさいよ！」

「……いや……なんというか……別れる前に、綺き麗れいさっぱり振って欲しくて」

「はあ!?　ばっかじゃないの!?」

　俺の情けない言い訳を、千ち紗さは即座に斬きって捨てた。

「あんたに好きって言われたら、わたしはこう返すしかないじゃん！」




「──わたしも、慶けい人とのことが大好きだって！」




「……っ!?」

「なんでそんなこともわかんないの!?　ほんとばか！　鈍どん感かん！　最低！　うぅっ──」

　そこから先は言葉にならない。ベッドにうずくまって千紗は嗚お咽えつを漏らした。

　──うそだろ……？

　ほっとけるわけない。今、そうほざいたばかりなのに。

　泣きじゃくる千紗を前にして、俺はどうしてやることもできなかった。

　ただひたすら愕がく然ぜんとしていた。そりゃ、あれだけ手紙のやりとりをして、ついにはＰ１の舞台にまで一緒に立ったのだ。クラスで一番親しいという自負はあった。心優しい千紗に、あんな身勝手なメールを送らせる程度には、好かれているとも思った。

　でも、まさか、そこまでの想おもいを抱いてくれてたなんて…………

　息もできないほど、きつく胸が締しめつけられる。

　……やはり俺は、来るべきではなかったのだ。

　俺はもっと納得できる形で千紗と別れたいと思った。告白もできずに終わりとか、そんな不ふ完かん全ぜん燃ねん焼しような結末じゃなくて、青春映画のように、もっと綺き麗れいなエンディングがあると思ったのだ。……だが、そんなもんはなかった。俺の勝手な自己満足のために千紗を泣かせた。追い詰めた。傷つけた。こんなことなら、深ふか川がわから二億発殴なぐられた方がよっぽどマシだった。千紗の慟どう哭こくは、その何兆倍も痛かった。心は木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散り、指一本動かせなくなってしまった。

　そして、どれだけの時間が経たっただろう。

「──決めた」千紗が唐突に顔を上げた。「わたし、日本に残る」

「…………はあっ!?」

　千紗の発言には何度驚かされてきたかわからないが、これはその中でも群を抜いていた。

「日本に残って、ひとり暮らしして、ずっと慶人のそばにいる」

「待て待て！」

　さすがに黙っていられない。俺は興奮した指し揮き者しやのごとく手を振った。

「お母さんの店で働くのが千紗の夢だったんだろ!?」

「そうだよ！　でも、慶人と一緒にいたいんだからしょうがないじゃん！」

「──っ！　しょ、しょうがなくねえよ！」

「なんでよ！　慶人はわたしといたくないの!?」

「いたいに決まってるだろ！」

「だったら引き留とめてよ！」

　ひときわ大きな激情がほとばしる。

「抱きしめてよ！　キスしてよ！　そしたらわたし、あなたのものになるから！」

「──っ…………勘かん弁べんしてくれよ」

　目の奥が熱い。胸の奥が熱い。俺の涙るい腺せんもついに決けつ壊かいした。

「勘弁しないよ！　全部慶けい人とが悪いんだから！　慶人が相方にならなきゃこんな気持ちにはならなかった！」

「なんだよそれ!?　相方になれって言ってきたのはお前だろ！」

「うっさい！　とにかくあんたはこのわたしを落としたんだ！　責任取ってよ！」

「──そんなもんっ！」

　叫ぶと同時に両足が床を蹴っていた。ベッドに飛び乗り、千ち紗さを力の限り抱きしめる。華きや奢しやな背中に左手を、小さな頭に右手を回して、〝こいつは俺のもんだ！〟と世界に主張するようにぎゅっと胸に押しつけた。

「喜んで取ってやるよ！」

　──ああ、ちくしょう！　まじでこいつはどれだけ人の心を撃ち抜けば気が済むんだ!?

　そんなこと言われたら、俺だって決意が揺らいじまうだろ！　理屈なんて関係ない！　とにかく一生離さない！　そう思っちまうだろ！　てゆーか、責任取って欲しいのはこっちなんだよ！　俺はもう千紗じゃなきゃダメだ！　千紗以上に誰かを好きになることはありえない！　千ち紗さが嫁に来てくれなきゃ、俺は一生結婚できない！













「でも、それは今じゃないだろ……っ！」

　身を切きり刻きざむような思いで告げる。

　千紗のことが好きだからこそ、言ってやらねばならない。

　俺は自分の幸せより、千紗の幸せの方がずっとずっと大事なんだ。

「今の千紗はＰ１の影響で一時的に舞い上がってるだけだ。残ったら絶対に後悔する」

「後悔なんてしない！」

「じゃあ訊きくけど、俺への想おもいは和かず美みさんに対してよりも強いのか？」

「────」

　意地の悪い質問に、千紗の反論がついに止まった。

「女手ひとつで千紗をここまで、こんな魅力的な女に育ててくれた和美さんと、Ｐ１で漫才をやっただけの俺。そんなもん、比べるまでもないだろ？」

「うぅっ……！」

　俺の胸にぐりぐりと額ひたいをこすりつけ、千紗はむせび泣いた。俺は優しくささやく。

「安心しろよ。千紗がどこに行っても、この先何があっても、俺は死ぬまで千紗のことが大好きだ」

「…………ほんと？」

　千紗が顔を上げてこちらを見つめる。

「本当だ。だから、今は自分の夢を叶かなえろよ。和美さんのためにも、自分のためにも。そんで待っててくれ。何年先になるかわからないけど、いつか必ず迎むかえに行くから」

「…………信じていい？」

「もちろん、約束だ」

「ぅ、うわあああああ──っ」

　千紗は俺にすがりついて脱水症状になるんじゃないかってくらい泣いた。

　俺は千紗の頭を撫なでながら、たぶん、千紗以上に泣いた。





　　　　＊






　抱き合っていた俺たちを離したのは〝きゅー〟という小動物の鳴き声みたいな音だった。

　千紗は照れたように、「……おなか空すいたね」と言った。

　俺は苦笑して、「そうだな」とうなずいた。

　それもそのはず、もう二十一時だ。俺がこの家に来てから一時間以上も経たっていた。

　とりあえず部屋から出て、リビングに行く。食卓にはごちそうの数々が並んでいた。

「おそいよー」と七なな海みちゃんは不満たらたらで言って、

「それじゃ、食べようか」と和美さんは心から嬉うれしそうに言った。

　ふたりとも料理には一切手をつけずに待っていてくれたらしい。

「慶けい人とくんも座って。悪いけど、今夜はとことん付き合ってもらうわよ？」

「はい、喜んで」断る理由は何一つなかった。「ありがとうございます、いただきます」

　……が、やはり遠えん慮りよすべきだったかもしれない。それはめちゃくちゃ楽しく、めちゃくちゃしんどい食事だった。終始、七なな海みちゃんと和かず美みさんにからかわれ続けたのだ。

「いいなあ、お姉。『好きな女が泣いているのに、ほっとけるわけないだろ』とか、わたしも言われてみたいなあ」

「千ち紗さもすごかったわよねえ。『抱きしめてよ！　キスしてよ！』とか。そんな大だい胆たんなこと言うようになったのかと思うと、親として感かん慨がい深いわー」

　ドアを開けっ放しにしてたせいで、ほとんどの会話がダダ漏れだったらしい。

「やめてください！　まじで！　勘かん弁べんして！」「やです」「無理」

　俺が何度懇願しても、まったく容よう赦しやしてくれなかった。

「千紗もなんとか言ってくれ！」

　たまらず相方に援えん護ごを求めると、千紗はむしろ嬉うれしげに「まあ、いいじゃん。実際、わたしと慶人は世界一らぶらぶなんだし」とのろけまくった。背後から撃たれた気分だ。テンパっているのが自分だけっていうのもなんだか悔しかった。

　ふてくされる俺に、千紗は「ほら、これ食べて機嫌直して」とすしを差し出してきた。

「あーん」

「あーんじゃねえ！」

「む、なによ。わたしのおすしが食べられないって言うの？」

「慶人さん、男を見せてください」

「これくらいで音ねを上げてちゃ、千紗をお嫁にできないわよ？」

「……はいはい、食べますよ！」

　家族で追い詰められ、ヤケになって口にする。

「──っ!?」

　大量のわさび入りだった。いつの間にか仕込んでいたらしい。

　先ほどとは違う種類の涙があふれてきて、リアクション芸人顔負けの悲鳴を上げる。

　お三方は「あはははははっ！」と大爆笑した。

　暴力といっていい味覚と格闘しながら、俺は半ば諦あきらめつつ、思う。

　やっぱり俺は間違っていなかった。

　性格のいい美少女なんて、この世に存在しねえ。

　そう呪じゆ詛そのようにつぶやくと、千紗はにひひと、実に腹立たしい笑みを浮かべた。

「でも、こんなわたしが好きなんでしょ？」

　…………何も言い返せなかった。




　夢のような食事を終えると、もうすぐ日付が変わる時間だった。

「泊まっていきなさい」

　という和かず美みさんのお言葉に甘えて、俺は最後の夜を千ち紗さとひとつ屋根の下で過ごした。

　そして翌日。見送りのために、そのまま空港まで同行させてもらった。

「落ち着いたら連絡してくれよ」

　こみあげてくる涙を必死にこらえて、俺は平静を装よそおって言った。

　昨夜散々泣いたから別れくらいは笑顔でと、千紗と決めていたのだ。

「うん。……わたしも、待ってるから」

　そう言って、千紗は目をつぶって顔を上げた。

　何をねだられているかわからないほど朴ぼく念ねん仁じんではないし、ここで拒否するほど野や暮ぼでもない。空港でキスシーンってどんだけベタだよとか、母親と妹がすぐそばにいるんですけどとか、そういった羞しゆう恥ち心はかなぐり捨てて、俺はそっとくちづけた。

　どんなお菓子よりも甘く熱く柔らかな唇くちびる。

　ふれあっていたのはほとんど一瞬だったけど、俺は幸福に焼きつくされるかと思った。

　……しかし。なぜか姫はご不満な様子だった。

　この素晴らしく感動的な場面で、千紗はわざとらしくむくれてみせた。

「昨日の方が激しかった」

「──っ!?」全力でむせた。「な、なに言ってんの……？」

「あらあら」と和美さんは意味深な微笑を浮かべて、

「……へぇ」と七なな海みちゃんはジト目になった。













「もっかい」

　千ち紗さはにやにやと笑い、狼ろう狽ばいする俺をなぶるようにやり直しを要求してくる。

　俺は「もうさっさとフランスへ行け！」と半泣きになって叫んだ。

　千紗は声を上げて笑った。





　　　　＊






　そうして。

　最後の最後まで人の心をかき乱し、千紗はいったん俺から離れる。

　次に会えるのはいつだろうか。まったく予想もできない。

　さしあたって言えるのは、明日からまたぼっちになるってことだけ。

　……でも、不安とか憂ゆう鬱うつとか、そういう負の感情は一切ない。

　なにしろ俺はもう、一番大切なものを手に入れたのだ。

　未来とはすなわち、約束されたハッピーエンドのことである。

　青空の彼方かなたに消えていく飛行機を眺めながら、俺は胸きよう中ちゆうで高らかに叫ぶ。

　恐れるものは何もない！

　すべてを糧かてにして突き進め！

　千紗と再び出会うその日まで！




　──ひとりで強く生きるのだ！






　　　　エピローグ






　やあやあ！　親愛なる相方様よ！　メリークリスマス！

　日本の聖夜をいかがお過ごし？　あなたのハニー、湊みなと千ち紗さだよ！　ちゅっ！

　いきなりハイテンションでごめんね！　何かとクールを気取りたがる慶けい人とはこれを読んで苦笑いしてるかもしれないけど、まあ実際高いんだから仕方がない！

　だって、久々に慶人への手紙を書いてるんだもん。あの頃を思い出して、どきどきわくわくしてるよ。やっぱり手紙はいいもんだね。一瞬で届くメールや、無料で会話できるスカイプはとても便利だと思うけど、ネットには情じよう緒ちよってものがない。このときめきは直じき筆ひつの手紙ならではだよ。というわけで提案です。またわたしと文通しない？

　ま、やだって言っても、返事が来るまで送り続けるけど（笑）

　それにしても、あれから（わたしと慶人が永遠の愛を誓ちかい合ってから）、もう一ヶ月になるんだね。光こう陰いん矢のごとしってことわざ通り、ほんと時間が経たつのは早いもんだよ。

　大丈夫？　わたしへの愛、薄まってない？

　疑ってるわけじゃないけど、慶人はあんまり「愛してる」とか口にしてくれないからさ。ちょっと物足りなさを感じないではないよ。端的に言えば寂しい。だから手紙では思い切って、ばんばん愛を綴つづってくれたまえ。手紙のキャラなら言えるよね？　期待してるよ。




　さて。改めまして、今日はクリスマスです。近頃色々とがんばっているらしい慶人に、わたしからのご褒ほう美びとして、スペシャルなプレゼントを贈おくらせていただきました。

　それも三つも！　いえーい！　さすがわたし！　気前いいね！

　んじゃ早速、そのプレゼントの解説をしていきたいと思います。

　一つ目は、実はもうお渡ししています！

　慶人がさっき行ってきたであろう、高たか宮みやさん主しゆ催さいのクリスマス会です！

　そう！　何を隠そうそのクリスマス会、わたしが企画者だったのです！

　ふふ、驚いた？　慶人がイヴに寂しい思いをしないよう、高宮さんに頼んだんだ。

　どう？　楽しかった？　それとも、ぼっち特有の人見知りを発揮して会話に混ざれず、むしろ深い孤独感を与えてしまったかな？　だとしたらごめん！

　でもま、深ふか川がわくんがいるから大丈夫かな？　まさかふたりが仲良くなるとは夢にも思わなかったよ。やっぱ男の友情ってのは、殴なぐり合いで芽め生ばえるものなのかな？　もっとも、慶人は一方的に殴られてただけだったけどね。（笑）

　なんにしても、慶人が楽しいクリスマスを過ごせていることを祈ります。

　え？　こっちのクリスマスはどうかって？

　あはは、そんなの決まってるじゃん！

　超ウルトラハイパーミラクルデラックスグレートミラクルデンジャラス忙しいわ！

　……いや、まじで。

　店長の娘とはいっても立場は見習いなので、ほんと死ぬほどこき使われてます。

　パティスリーにとってクリスマスが戦場なのはもちろんわかってたし覚悟してたけど、まさかここまでとは……。お母さんから「甘えんな！」と怒ど鳴なられたとき、「ちょっとは甘えさせろ！」と危うく怒鳴り返すところだったよ。まじでほんとやばい。リアルで目が回る。我が家がブラック企業とかもうどうしたらいいの……。

　そしてこの手紙を書いてる時点では当たり前だけど、まだクリスマス当日を迎むかえてないのです。つまり、これからさらに忙しくなるということです。なんだそれ。しゃれになってないよ。やっぱり日本に残ればよかったかもと、ちょっと後悔してます。慶けい人とに思い切り甘えたいよ……。

　──なんてね！　贅ぜい沢たく言ってちゃダメだね！

　愚ぐ痴ちはいくらでも出てくるけどその分すっごい充実してるし、それに忙しいのはいいことだもん。オープンしたばかりでこれだけ注文があるのは本当に嬉うれしいし、ありがたいことです。奇跡といってもいいくらい。ちなみに、さっきミラクルが二回出てきたのはこれの巧こう妙みような伏ふく線せんでした！　気づいたかな？　鈍どん感かんな慶人にはちょっと難しかったかな？

　余談だけど、当日は七なな海みも売り子として駆かり出される予定で、「労働力として、慶人さんも日本から連れてきちゃえばよかったのに……」とこぼしていました。正直、その手があったか！　と思っちゃったよ。やっぱりあの妹は侮あなどれないわ。そうそう侮れないといえば、わたしの知らないところで七海とちょこちょこスカイプで話してるんだって？

　この件については今度厳しく追及させてもらうので、そのつもりで。




　えー、近況報告的な脱線はこれくらいにして。プレゼントの話に戻るよ。

　残念なことに時間が結構あれだから、ここからはさくっといくね。

　二つ目のプレゼントは、もうわかってると思うけど、クッキーです！

　もちろんわたしの手作り！　愛情たっぷり！　さくっとおいしいよ！　さくっと！

　本当はクリスマスっぽくケーキにしたかったんだけど、さすがに海外から生ものは送れないのでクッキーにしてみました。ぜひぜひ召し上がってください。さくっとね！




　そして！　栄はえあるラストはなんと！

　世界で織お田だ慶人だけが使える、この世に一枚しかないプレミアムチケットです！

　一体なんのチケットかは、ここではあえて説明しません。ご自分の目でお確かめください。いちおう言っておくと、ハワイアンブルーの招待券ではないよ（笑）

「え？　そんなチケットなんて入ってないじゃん？」

　そう思ったのなら、まだクッキーには手をつけてないようだね。そう、最後のプレゼントはクッキーの下に眠っています。手作りクッキーという愛を受け取ることで、さらに大きな愛を受け取ることができるという、ゲーム好きな慶人のためのＲＰＧ的演出です。




　んじゃ、解説も終わったところで、今回はこのあたりで締しめさせてもらうね。

　他にも書きたいことは色々あるんだけど、もう眠くて無理。

　ではでは、夢で逢あえることを祈りつつ、これにて失礼！　返事待ってるからね！





湊みなと千ち紗さ






追伸

　めっちゃ寝起きですが、ふと思い出したので、追記しておきます。

　前に慶けい人と、手紙で言ってたよね？　特別な人間になりたいって。

　よかったね！　もうなってるよ！　少なくとも、わたしにとっては！

　織お田だ慶人は、湊千紗にとって、世界一特別な人間だよ！





　　　　＊






　────結局、プレミアムチケットとは一体なんだったのか？

　それは千紗の手紙にあった通り、クッキーの下からラップに包まれた状態で出てきた。

　お手製感満載のチケットの真ん中には、でかでかとこう書かれていた。





　　　およめ券






　……なんだこれ。

　おこめ券をもじったものってのはわかるけど……。

　そういやＰ１の優勝賞品がおこめ券だったっけ、と思い出しながら、俺は説明を読む。





　　　このチケットを湊和かず美みに渡すと、引き換えに湊千紗をお嫁にすることができます。

　　　ただし、使用者は織田慶人に限られます。

　　　また、使用期限は十年です。






「……十年か」

　和美さんが十年越しで夢を叶かなえたから、それにあやかったのだろう。

　──そんなに待たせねえよ、と俺は笑った。





あとがき







　はじめまして。暁あかつき雪ゆきというものです。

　かねてからの念願叶かない、こうしてデビューすることができました。……が、「プロ作家とはこれほど大変なのか！」と、早くも心が折れそうになっております。

　というのも、実はこれ、八度目のあとがきなのです。要するに、七回ボツをいただいているということです。あとがきといえば、作者が自由な気持ちで書いていい、ゲームで言えばボーナスステージかと思ってましたが、いやいやとんでもないです。気分は裏ボス戦です。本編の改稿でも大概苦労しましたが、さらにこんなハードルがあるとは……。

　では、せっかくなので、ここまでの暁の空回りをダイジェストでお送りします。

『皆様のお力ちから添ぞえがあってこその暁雪です！　ということを伝えたかったバージョン１』

　担当様「卑屈すぎる」

　──まあ、たしかに。自分のことダメ人間とか社会のゴミとか言ってるもんな……。

『よし！　だったらテンションを上げて書こう！　と張り切ったバージョン２』

　担当様「だだすべりしてる」

　──はい、ですね。冷静になって読み返してみたら、ちょっとはしゃぎすぎでした。

『じゃあ、その間くらいのテンションにしよう。バージョン３と４を同時撃ち』

　担当様「３をキープで。近況報告テイストでも見たい」

　──おっ、ちょっとよくなったか？　よし！　次で決めてやる！

『近況報告……を書くつもりがなぜか子どもの頃の夢を語ってしまったバージョン５』

　担当様「なんか地味」

　──人の夢の話を地味とか言うなぁ！　いや、たしかに地味だったけどさ！

『攻めの姿勢で真っ向勝負！　怒られるかもとびびりながら送ったバージョン６と７』

　担当様「おしい！　肩の力抜いてありのままの自分を書いてみようか」

　──なにそのグラビアカメラマン的なセリフ！　ありのままってどこの女王だよ！

　…………とまあ、そんな感じでした。いやま、ありのままがいいというのはわかるんですけどね。変にウケを狙ねらうより、作者の素すが見えた方があとがきって楽しいですから。

　でも、現実的にありのままとか書けるわけがないのです。そしたら僕が『おっぱい揉み屋』という事業を割と本気で考えたことがある変人だと読者様にバレてしまいます。それは困ります。売り上げに響きます。……あ、でもひとつだけ。ありのままで伝えてもいいことがありました。感謝の気持ちです。ええ、これだけは、真剣に言わせてください。

　可愛かわいすぎるイラストを描いてくださったへるるん先生をはじめ、審査員の先生方、編集長、担当様、編集部の皆様、校正、装丁、印刷、広報、営業、販売、本書に携わっていただいたすべての皆様。友人家族。そして、本書をお手にとっていただいた読者様。本当にありがとうございました。できましたら今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。
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